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プロローグ







　十七世紀末、イギリスのとある町に小さな組織があった。そこには優秀な魔ま術じゆつ師しや錬れん金きん術じゆつ師しが十数人所属し、一つの研究に生活の殆ほとんどを費やしていた。

　研究内容は、召しよう喚かん術じゆつ具ぐの開発。それも単体で召喚が可能な高性能な術具を生み出すべく、日夜実験を繰り返し、研けん鑚さんを深めていた。

　時には研究に没ぼつ頭とうするあまり食事を忘れて倒れたり、意見の食い違いから殴なぐり合いに発展したり、肉体と精神の疲れから阿あ片へんに手を出したりと、用事が無ければ研究場である建物から一歩も出ず、ただひたすらに、開発へ全ての情熱をぶつけていた。

　結果として彼等の努力は実り、召喚術具は完成した。当時他ほかに存在していた召喚術具のように霊れい力りよくを蓄積した鉱物を使うのではなく、半はん径けい数百メートルに渡って周囲の霊力を集めることで何度も繰り返し使用が可能な、傑けつ作さく中の傑作と魔術師なら誰もが認める出来だった。

　しかし、それでも召喚に必要なだけの霊力を集めることは叶かなわなかった。世界を歪ゆがませるだけの霊力はあまりに膨ぼう大だいで、人口が密集した土地でも必要量には足りない。必要量の少なくて済む召しよう来らい魔法──元から現世にいて契約のされていない天使や悪あく魔まを引き寄せるだけなら可能ではないか、という憶おく測そくはあったが、都つ合ごう良く現世に天使たちがいなかったのか、それとも必要量に足りていなかったのか、何も起きなかった。

　それでも組織の人々は嘆なげかなかった。最高の一品を創り出したという自負と共に、そのノウハウを活用すれば十年以内に数段レベルの高い召しよう喚かん術じゆつ具ぐを創り出せるという予測が立っていたからだ。

　確かに数年の時間があれば、彼等は召喚をも可能にする収しゆう束そく型がた召喚術具を創り出していただろう。

　が、運悪く彼等の組織は密みつ告こくによって教会に存在を知られ、全員身み柄がらを押さえられた挙あげ句く、異い端たん審しん問もんにかけられて処しよ刑けいされた。

　そして組織の研究場の建物にあった様々な物は、組織のスポンサーだった人間が我われ先さきにと回収し、少しでも出費を取り戻すべく売り払った。

　殆ほとんどは価か値ちも分からないコレクターの手に渡り、本来の機能を果たさずに埋もれていった。




　組織が創り出した最高傑けつ作さく、収束型召喚術具の見た目は小さな宝石箱だった。

　一辺十五センチの質しつ素そな造りで飾りらしい飾りは殆ど無く、申もうし訳わけ程度に箱の蓋ふたに「ｄｅｓｉｒｅ」と文字が彫られていた。中を開ければ板が敷き詰められていて、不ふ可か思し議ぎな紋もん様ようが描かれている。

　しかし外がい殻かくである群ぐん青じよう色の金属は錬れん金きん術じゆつ師しが編み出した霊れい力りよくを吸収する性質を持つもので、二重構こう造ぞうになっている内部には低気圧のように外から霊力が流れ込む技術が詰まり、集まった霊力を増幅する回路が刻まれている。それは中なか敷じきの板にカモフラージュされて描かれた魔法陣じんへと繫つながる仕組みとなっていた。

　周囲の霊力量りようが必要量に達してさえいれば儀ぎ式しきも呪じゆ文もんも要いらず、ただ手にとってその蓋を開けるだけで起動する、世紀の傑作。

　『デザイア』と名づけられた召喚術具は、その後ご数百年の月日が経たっても同タイプでは最高に位置したままの出来にも関わらず、本来の用途として使われること無く、人から人へ、世界中を旅した。




　そして『デザイア』は日本へ持ち込まれ、一人の少女の元へ渡った。













一章　台風接近







　その週、金曜日の放課後は異い様ような熱気と騒動が学校内に溢あふれていた。

　学園祭も前日ということを踏まえれば、それは正しい状態ともいえる。準備に宛あてがわれた今日は朝から授業も無く、いよいよに迫った明日への意気込みが風かざ見み野の高校に溢れていた。

　しかし、一部廊下だけは物々しくもぎくしゃくとした空気に包まれ、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「おい、あれ……」

「あの颯さつ爽そうとした青い羽は織おり姿……間違いないみたい……！」

「目っ、目ぇ合わせるなっ!?」

「馬鹿、あんま大声出すなよ！　聞かれたらこっちに……!?」

「うおっ、やべぇやべぇマジで来たっ?!」

　近づく程ほどに良く聞こえるようになる雑ざつ多たな声に、白しろ銀がね雪ゆき子こは苛いら々いらを増加させつつ歩く。

　場所は二年校舎の三階廊下。一年生の雪子はまだ立ち入ることのないはずの場所だったが、状況が変わった今、肩で風を切らんばかりの態度と勢いで堂々と歩いている。
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　どう状況が変わったかを考えるとストレスがさらに倍ばい速そく上昇することになるので、とりあえずは考えないようにし、雪ゆき子こは目つきを猛もう禽きん類るい並なみに鋭く険しくして歩く。

　廊下にいた二年生たちの中にはその姿を見て露ろ骨こつに逃げる者、おっかなびっくりちらちらと見て来る者、好こう奇きと興こう奮ふんに顔を染めてはしゃぐ者、様々な種類がいた。

　共通項こうは、誰もが雪子に注目している、ということ。

　ただでさえ『荒あら雪ゆき姫ひめ』と恐れられていた雪子は人ひと目めを集めやすかったが、今はそれに輪をかけて誰もが必ず目に止めてしまう存在になっていた。

　仕方ない、と雪子も思う。『特別執しつ行こう委員』と書かれた襷たすきだけならばともかく、薄地のトレーナーとプリーツスカートという普段着の上に着ている、青いだんだら模も様ようの羽は織おりはかなり目立つ。背に背負った『天てん中ちゆう殺さつ』の三文字にも強い視線を感じる。

　だが、これでも少しはマシになってきた方だった。初日の月曜日など、わざわざ後を付いて来る生徒も多数いたのだ。丈夫そうな男子生徒数すう人にんを蹴けり払ったおかげで、それもなくなったが。

　だが──

「……ありゃ？　あれ、ケンカか？」

　後ろから聞こえて来た声に、雪子は足を止めて振り返った。

　声の主らしき男子生徒は窓の向こうを見下ろしていて、その視線を辿たどれば、数名の男がなにやら揉もめている様よう子すが見受けられた。

　雪子が手近な窓を開けるのと男たちが殴なぐりあいを始めたのはほぼ同時で、

「ぅそおっ?!」

　雪子が窓から飛び降りるのと先さき程ほどの男が悲鳴じみた声をあげたのもほぼ同時だった。その声で雪子はふと、三階廊下からのダイブだったと思い出す。が、すぐに浮ふ遊ゆう感の中、どうでもいいかと淡たん白ぱくな感想を抱いた。

　下から吹き上げるような風の感覚も、バタバタと音を立ててはためくスカートと羽織もあまり気にせず、アスファルトの地面に着地。何事もなかったかのようにゆらりと立ち上がると、すぐ傍そばにいた五人の男は誰もが硬直して雪子を見ていた。

　突然上うえから人が降って来たのだから驚くのは当然。そしてその驚きは、相手が誰かということに気づいてさらに広がったようだった。

「あっ……荒雪、姫……」

「ひぃっ……だ、だからこんな人目につく所で諍いさかいなんて止めようって……！」

「……こないだの占いで死し相そうが出てるって言われたの、的てき中ちゆうしちまったなぁ……」

　いがみ合っていた連れん中ちゆうから口々に語られる言葉は、どれも声こわ音ねに後こう悔かいが満ちていた。

　それに対して雪子はつまらなそうな表情で、

「とりあえず、っと──」

　呟つぶやいた直後、右足が霞かすんで見える程ほどの速度で動いた。

　やることは一つ。的確かつ正確に頭部や腹部を蹴けり抜き、迅じん速そくに事態を収束させること。

　ストレス発散に全力を出したい気持ちを抑え、出来る限りの加か減げんを効かせて恐怖に引きつった顔の一人目の側そく頭とう部を蹴け飛とばしながら、雪ゆき子こはため息交まじりの吐と息いきを吐く。

　そしてつい、思い出してしまった。どうしてこんなことをする羽は目めになったのかを。

　あの日は丁ちよう度ど、一週間前の金曜日──




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「にしても、暇ひまねぇ」

　授業が終わって帰りの支し度たくも済んで、開かい口こう一番に雪子が言った言葉がそれだった。

　普段は感情が豊かに映る目をとろんとさせて見ているのは、慌あわただしく教室から出て行くクラスメイトたち。全員が全員急いでいるわけではないが、それでも通常の授業終了後ごに比べれば明らかに活気づいた様よう子すなのは確かだった。

　あまり中身が入っていないデイバッグに肘ひじをついた雪子は、ただ教室を出るだけでも楽しそうに見える後ろ姿に、年寄りのように呟いた。

「連れん中ちゆうは元気いいわねー。これが熱意溢あふれる企画参加側がわとだらだら見回る客側を選んだ人間の差なのかしら」

「若いっていいよね～」

　雪子の言葉以上に年寄り臭くさいセリフを言ったのは、隣となりの席でまだ片付けている最中の水みな瀬せ遊ゆう矢やだった。

　九月もそろそろ終わりもうすぐ秋ということで、一足早く詰つめ襟えりの制服を着込んだ遊矢はのんびり口く調ちように似に合あった緩んだ笑顔で鞄かばんに教科書を詰めていた。私服率が高い私立風かざ見み野の高校において少数派の制服組で、やや伸び気味の髪を後ろで短く縛しばった彼は、手を止めずに雪子の方を向いた。

「雪ちゃんも何かやれば良かったのに。お祭り騒ぎ、好きでしょ？」

「まあ、そうだけどね。一年目なんだからのんびりと過ごそうかなって。企画側に回ると当日の自由があんまり利かなくてゆっくり見物も出来ないじゃない」

「あー、まぁねー」

　納なつ得とくしたように手元へと視線を戻すと、遊矢は忘れ物がないかをチェックし始めた。

　その反応に雪子は内心で少しだけがっかりした。もう少し突っ込んだ会話になれば『一緒にどこどこを回ろう』と約束も出来るのに、鈍いのかただのマイペースなのか、なかなかそういう話まで持っていけない。

　先さき程ほどから話題にしているのは、来週の土日に行われる学園祭のことだった。

　通称『台たい風ふう祭さい』。生徒総数が三千を超える風かざ見み野の高校はクラス単位での出し物は無く、部なり同好会なり臨時サークルなり、希望した団体によって全ての出し物が構成される。

　なので企画参加しない限りはただの客、当日まで暇ひま人じんなのだ。

　立てた肘ひじに顎あごを載せてぼけっと遊ゆう矢やを見ながら、雪ゆき子こは心の中で『どうしたもんかしらね』と呟つぶやく。

　幼おさな馴な染じみという関係性を今すぐに崩す気はないが、『その時』の為ために発展させ易やすくしておく必要は感じていたし、そんな打算めいた計画以上に一緒にイベントをこなしたい気持ちが強い。

　雪子はポニーテールの毛先を弄いじりながら足を組みかえる。遊ゆう矢やの服装とは違い、まだ夏の余よ韻いんを残す黄色い半はん袖そでのパーカーにチェック柄がらの赤いミニスカートという格かつ好こうだが、露ろ出しゆつした足に遊矢の目が食いつくことはなかった。下にスパッツを穿はいていることを知られているからかもしれないが、面白くない。実際に注視されれば恥ずかしいのだが、それでもだ。

　むぅ、と小さく唸うなると、

「ゆっこちゃん、今日は寄り道せずに帰るの？」

　わざわざ雪子の前に回り込んできた少女が、抑えられた控えめな声で訊たずねてきた。

　大きな黄色いリボンをつけたボブカットの彼女は高たか嶺みね美み樹きといって、いわゆる親友に位置する少女だった。白いニットのカーディガンを羽は織おり、両手で手て提さげのバッグを持っている。そのバッグの中にはいくつかの文庫本が入っていることを雪子は知っていた。文学少女と言っても大おお袈げ裟さではない証しよう拠こに、好きが高じて図書委員をやっている。

「あー……どうしようかな。ミキは今日も委員？」

「ううん、今日はないの」

　仕事がなくとも暇なら図書室か、学校敷しき地ち内にある独立した建物の図書館に入り浸びたっている美樹が首を振るのを見て、雪子は「ふむ」と小さく呟いた。

「ミキも暇人グループよね。あたしたちはみんな暇人なわけね」

「ぁ……でも、井い沢ざわくんはバンド組んでライブ演奏するって」

「そういえばそんな話も──って、あいつは『あたしたち』の中には含まれないわ」

　脳のう裏りを過よぎる井沢玲れいのにやにや笑いが、たるんではいたが穏おだやかだった心に波風を立て、雪子はむすっとして眉み間けんに皺しわを寄せる。

　だがその反応に美樹が困ったように口に手を当てる様よう子すを見て、『しまった』と少しばかり反省した。

　何がどうしてどうこんがらがったのかは分からないが、美樹は玲のことが好きらしかった。いくら仇きゆう敵てき、天敵といえる相手とはいえ、特に非ひもない状況で毛け嫌ぎらいするような発言をしたのは良くないと反省する。

　反省してから、雪子は改めて言った。

「でも、結局あたしたちは暇ひま人じんよね。当日までこうだと思うと、なんだか気が抜けるわ。何か企画してやれば良かったかな」

「やるって、例えば何をするの？」

「そうね、例えば……………………例えば……」

　自分たちに出来そうなものを脳内検けん索さくして、検索結果がなかなか出ない上にようやく出た結果は『分かりません』という自分らしすぎる回答に、雪ゆき子こは何も言えなくなってしまった。

　人ひと気けが殆ほとんどなくなった教室の中、気まずい空気が広がる前になんとかしようと話を切り替えるべく話題を探し、しかしそれにも難なん航こうし、

　──そんな時、ぷつっ、という音がスピーカーから聞こえた。

　直後、ややノイズがかった声が響ひびく。

『あ、えーっと、一年Ｆ組の白しろ銀がね雪子さん、白銀雪子さん。出来る限り急いで生徒会室まで来て下さい。繰り返します、一年Ｆ組の白銀雪子さん、生徒会室までお願いしまーす。迅じん速そくだといいみたいですよー』

　言わずもがなそれはスピーカーから聞こえてきたもので、呼ばれたのは間違いなく自分の名前だった。

　だが、雪子は首を傾かしげる。

「なんであたしが生徒会室に？　なんかの間違いじゃないの？」

「……ゆっこちゃん、本気で言ってるの？」

「はい？　どうしてよ、ミキ」

「だって……」

　言葉を濁にごらせる美み樹きに代わり、遊ゆう矢やが口を開いた。

「校内暴力と器き物ぶつ破は損そんだけで呼ばれる資格は充分すぎると思わない辺りが雪ちゃんだねー」

「…………そっか、あれっていけないことだったわね……」

　あまりに日常的に人を蹴け飛とばしその影えい響きようで色々と壊していたので、そんな常識をつい忘れてしまっていた。

　雪子は冷や汗をかきつつ、半はん笑わらいを浮かべてイスから立ち上がった。

「それじゃ、とりあえず行ってくるかな。説教なら長引いちゃうだろうから……」

「あ、そういう話じゃないはずだから、安心してもいいと思うよ？」

　先に帰ってて、と言おうとしたところに割り込んできた遊矢の言葉に、雪子は僅わずかに眉まゆをひそめた。

「どうしてそんなことが分かるわけ？　あんた何か知ってるの？」

「あはは、ちょっと役員の人からねー」

「ちょっとって──」

　含みのある言い方にデフォルトである笑顔が無む性しように気になり、雪子は手早く問い詰めようと遊ゆう矢やの胸むな倉ぐらへ手を伸ばし、

「ああ、まだ居てくれて良かったわ」

　介かい入にゆうしてきた聞き覚えのある声に、ぴたりと手を止めた。

　振り向けば、前側の開いたままのドアから髪の長い女性が入って来るところだった。彼女は迷わず雪ゆき子こたちの方へと向かって来て、そして雪子も彼女とは面めん識しきがある。

　演劇部の美人部長、西さい苑えんまどかはたおやかな微笑を湛たたえ、ゆったりとした足取りで教室を歩き、机を挟んだ雪子の向かいで止まった。そこにいたはずの美み樹きは、いつの間にか避ひ難なんするように雪子の後ろへと移動している。

　長身の美人で上流階級を思わせる雰ふん囲い気きを纏まとったまどかは、すっかり秋の装いだった。赤あか紫むらさき色の長なが袖そでブラウスはややサイズに余よ裕ゆうがあり、胸部が必要以上に強調されていない。そして濃のう紺こんのロングボトムのスカートを穿はいている為ためか、女子高生にも見えない。女子大生か、下手へたをすればどこかの若い奥様にも見える。

　肩に掛かっていた黒い長髪を背へと流す様さまなどはとても絵になる仕し種ぐさで、背後の美樹は感かん嘆たんらしき吐と息いきを漏らすほど。

「遊矢くん、雪子ちゃん、こんにちは。後ろの可愛かわいらしい子も──ああでも、今日は時間がないの。自己紹介とお話はまた今度しましょうね」

　ゆったりとした話し方からは分からないが、どうやらまどかは急いでいるようだった。

　優ゆう美びな佇たたずまいはそのままに、彼女は遊矢へと向き直り、

「遊矢くん、少しいいかしら？　部室の方まで来てもらいたいのだけれど」

「ふぇ？　何かあったの？」

「詳しいことは部室で話します。緊きん急きゆう事じ態たいで、どうしようもなくて……」

　瞼まぶたを閉じて顔を伏せるその仕種からは憂うれいが伝わって来て、雪子は何事かと心配になる。

　が、しかし、

「それじゃ、僕はまどかさんに付いて行くから、雪ちゃんは急いだ方がいいよー」

　遊矢の一言で、自分も行かなければいけない場所があると思い出した。

　どちらかといえばまどかの用件の方が気になる。生徒会室なんてアウェーに行ったところでいいことがあるとは思えないし、演劇部の面めん々めんには面めん識しきもあり、何かが起こっているなら自分も協力したい。

　だが、遊矢は当然として、まどかもにっこりと微笑ほほえんで雪子へ言った。

「雪子ちゃんは生徒会室でしょう？　生徒会長さんは有う無むを言わさない強ごう引いんなところがある人だから、素直に従ったほうがいいですよ」

「……そうですか」

　手伝おうと思った相手にやんわりとだが『さっさと行け』と言われてしまい、雪子の行く所は決まってしまった。

　多少後うしろ髪を引かれつつ、雪ゆき子こはバッグを持たずに席から離れ、

「それじゃ、あたしは行って来るけど……」

　言いながら振り返ると、笑顔で手を振る二人と戸と惑まどう少女がいた。

　不安すぎる組み合わせだがどうにも出来ず、雪子は諦あきらめて教室から出た。

　生徒会室はどこだっただろうかと考えながら廊下を歩き、階段を下りる頃にはそれが特別校舎にあると思い出し、昇降口に辿たどり着くまでに多くの生徒とすれ違う。

　放課後だというのに、彼等の雰ふん囲い気きはこれから帰宅するそれではなく、学園祭に向けて進んでいる活力に満ちた様よう子すだった。

　彼等を少し羨うらやましく思いながら、雪子は一年校舎から出て特別校舎へと続く舗ほ装そうされた道を歩いた。特別校舎までは三分とかからない距離だが、どこにそんな潤じゆん沢たくな資金があるのか、風かざ見み野の高校はベンチや自動販売機などがあちこちに点在し景けい観かんもよく、ちょっとした散歩気き分ぶんを味わえる。

　まだ屋や台たい作りなどは始まっていないが、五つある校門の所まで行けばモニュメントらしきガラクタが転がっている。普段から開放されている屋上には板やペンキの缶が積まれている。食事提供をする人たちが試行錯さく誤ごをしているらしく、教室や部室はキッチン代わりになっている。

　もう少し時間が経たてば焦こげたソースの匂においや甘ったるいクリームの匂いが流れてくるのだろうが、今はまだ秋を予感させる清せい涼りよう感かんのある風が吹いているだけだった。

　そんな中、もう慣れたはずの校内の風景も新鮮に感じつつ、雪子が周囲を見渡すようにしながら歩いていると、向かい側──特別校舎の方から一人の女生徒が歩いて来た。

　明らかに学園祭に向けて張り切る生徒とは違う空気を纏まとった彼女は、半はん袖そでのワンピースを着ていて少し寒そうだった。しかも色はピンクで、秋らしさはどこにもない。履はいているパンプスもピンクで、耳にはパールらしきイヤリングを付けていた。

　まるでピアノの発表会にでも出るような格かつ好こうだという感想を持ち、雪子は彼女の顔を見た。

　と、相手も雪子の方を見た──が、

「…………？」

　目が合った瞬間、逸そらされた。

　雪子はそれを不ふ思し議ぎに思った。見知らぬ相手と目が合って逸らすのは別におかしなことではないが、彼女の反応が『相手が誰かと分かって目を逸らした』ように感じられたからだ。勿もち論ろん、それは勘かん違ちがいかもしれないが。

　対たい面めんから歩いて来たピンクの彼女は、微び妙みように見覚えのある顔だった。しかし顔を見て即そく答とう出来るような知り合いではなく、よく考えたら人違いかもしれないと思うほど不安定な覚えしかなく、だから雪子は彼女の美しさに気を取られた。

　茶色がかった瞳がくりっとして可愛かわいらしく、鼻はな筋すじも顎あごのラインも綺き麗れいな美人で、しかも背は雪子より低そうなのにワンピースを押し上げる胸は豊かと、嫉しつ妬としたくなるほど見み栄ばえが良い。目立たないほうがおかしい容よう姿しだ。

　だが、そんな彼女が誰だかは思い出せないまますれ違い、雪ゆき子こは足を止めないまま振り返って彼女の後ろ姿を見つめた。シャギーの入った黒いセミロングの髪が揺れながら遠ざかって行く様さまは、まるでモデルのような──

「…………あぁ！」

　思わず声を上げると同時に足を止め、遠く見えなくなっていく彼女の背に向けて、雪子は口の中で呟つぶやいた。

「芸能クラスの、赤あか石いしさんね……」

　テレビや雑誌で見かけることはあっても実際に見たのは初めてだったので、照しよう合ごうまで時間がかかってしまった。

　もやもやとしたものが霧む散さんしていく快感が胸を梳すくように通り抜ける。

　しかし雪子は僅わずかに残ったしこりの方を気にしていた。

　初しよ対面のはずの彼女に目を逸そらされるほど自分の存在が悪い意味で知れ渡っているという想像は、やっぱり嫌なものだった。




「まあ、とりあえず座ってくれ」

　目の前の男に静かな落ち着いた口く調ちようで促うながされ、雪子は警けい戒かいを緩めぬまま、言われた通りに黒い革製のソファーに腰掛けた。自宅にあったソファーよりも座り心地はいいが、精神的にはまるで落ち着かない。

　そもそも雪子は、どうして自分がこの場にいるのか、まだ理解していなかった。

　初めて訪れた生徒会室は教室と同じ大きさの室内に二つの棚といくつかのロッカーがあり、中央には会議室などで見られる長なが机づくえが二つ並んでいて、その上に荷物が色々と置かれていた。机で分けられた室内の左側には黒革のソファーが向かい合わせで一組、その間にそこそこ立りつ派ぱな黒塗りのテーブルが一つ。

　雪子の向かいに座っているのは生徒会長の武たけ内うちという上級生で、愛あい想そうの無い男だった。が、まだマシだと雪子は思う。生徒会室のドアをノックした時に対応してくれた大おお柄がらな男子生徒は、自分の顔を見た瞬間に明らかに緊きん張ちようし、震えて裏返った声で中へ向けて雪子の到着を報告した。

　お茶を運んでくれた制服姿の女生徒は丁てい寧ねいな手つきながらツンとした表情で、視線を交わすことなく、役目を終えるとさっさとどこかへ消えてしまった。

　生徒会メンバーとまともに顔を合わせるのは初めてだったが、どうにもやり難にくいというか、居い心地ごこちが悪い。

　大人おとなしくソファーに座ってはいるがさっさと用件を聞いて帰りたいという内心を隠かくし切れず、雪子は仏ぶつ頂ちよう面づらで不ふ機き嫌げんそうに生徒会長を見る。

　武内はその視線を気にせず、大柄な男子生徒に目で合図を送り、慌あわてて近寄った彼が手に持っていたＡ４サイズの封筒を受け取ると、それをテーブルの上にすっと置いた。

「確認してくれ」

「……あの、確認って」

「見れば分かる」

　にべもなくそう言われ、ムカッときた雪ゆき子こは向かいに座る生徒会長を睨にらむ。濃のう緑りよく色しよくのジャケットを着て前髪をさらりと自然な感じで下ろした生徒会長は、まるで動じること無く雪子を見返していた。敵意も気負いも無く、ただ真っ直ぐに見ているだけ。

　別に自分が悪いわけではないが、その視線に気まずさと居たたまれなさを感じ、雪子は渋しぶ々しぶと封筒を手に取り、封がされていなかったので逆さにし、中身をテーブルの上に晒さらす。

　中には一枚のプリントと、白く細い布。そして郵便に使う無地の茶ちや封筒が入っていた。

　三つ出てきたので、とりあえず雪子はプリントを選んで手に取ってみる。

　そこには簡かん潔けつにこう書かれていた。

『辞じ令れい

　　普通科一年Ｆ組出席番号二十五番・白しろ銀がね雪子を学園祭が終わるまでの間、特別執しつ行こう委員

　に任にん命めいする。


生徒会長　　武たけ内うち　学まなぶ』



　しばしの間、その短い文面をじっと見る。

　結局、雪子はまるで意味が分からずに顔を上げた。

「何ですか、これ？　特別執行委員って？　しかもあたしを任命って」

　一応は敬けい語ごで聞いてみるが、目は細めたまま。

　それを受けて会長の背後に陣じん取どっていた大おお柄がらな男子生徒はあからさまに怯おびえたが、会長は微び動どうだにせず、

「書いてある通りだ。白銀──君を学園祭期間中、特別執行委員に任命する。一応言っておくが拒否権は無いと思ってくれ」

　淡々と、挑ちよう発はつとも取れるような言い方をした。

　事実、雪子は自分が挑発されていると感じた。

　ただでさえ意味も分からず呼び出され、その上で不ふ愉ゆ快かいな対応を次々とされ、挙あげ句くに会長のこの発言。

　うん、と一度頷うなずいて、雪子は晴れやかに笑ってみせた。

「えっとつまり、あれですか。会長さんが命令撤てつ回かいしたくなるまでここで暴れろってことですよね？」

　半なかば冗じよう談だん、半分は本気で明るく言うと、大柄な生徒は「ひぃっ」と小さく悲鳴を上げた。

　ガタイの割に根性ないわねと思いながら雪子が彼を見ると、ちょうど彼の顔面にどこからか飛んできたペンケースが直ちよく撃げきした。

　これにはさすがに雪ゆき子こも驚き、ぽかんと口を開けてしまう。

「いづっ!?　なっ、何するんですか、穂ほ坂さか先せん輩ぱい！」

　赤くなった鼻を擦さすりながら涙なみだ目めの彼が文句を言った先を追うと、雪子にお茶を運んでくれた女生徒が長なが机づくえに着いて、何故なぜか頰ほおを膨ふくらませながら書き物をしていた。

　ペンケースを投げたらしい彼女は視線を机き上じように落としたまま、

「小こ林ばやし君、うるさいの。今度うるさくしたらコンパスが飛ぶからね」

　ぶっそうなことをさらりと言った。

　よく見れば風かざ見み野のの制服である水色のセーラー服を着た彼女は日本人形めいた可愛かわいらしい容よう姿しで、だからこそ余よ計けいに怖い。

　生徒会長はふっ……と息を吐いて、

「穂坂君は普段大人おとなしく荒あら事ごとをするような人ひと柄がらではないのだが……どうも気が立っているようだな。君の存在が問題なのかもしれない、早々に話を終わらせようか」

「……不ふ本ほん意いですけど、じゃあそれで」

「さて──白しろ銀がね、君は我が校の学園祭、『台たい風ふう祭さい』についてどの程度の知識がある？」

「どの程度って……普通にしか知りませんけど」

「ふむ……一年生で『台風祭』を経験していない君は知らなくて当たり前か」

「もったいぶらずに──」

　生徒会長のもったいぶった言い方に雪子は焦じれて文句を言おうとするが、それを言い終わる前に武たけ内うちは淡たん々たんと続けた。

「例年、『台風祭』では多くの怪け我が人が出るのだよ」

「へ？　学園祭で、怪我人？」

　体育祭ならまだ分かるのだが、露ろ店てんや見み世せ物ものが中心の学園祭で怪我人が多く出るとはあまり聞かない。

　何か危険なイベントがあるのだろうかと雪子が不ふ思し議ぎに思っていると、武内会長は膝ひざの上で手を組み、話し始めた。

「他校とは違い自らが立候補し企画した出し物をする為ためか、準備期間中も学園祭当とう日じつも異常な盛り上がりになる。学校に泊まり込む者も少なくない。不注意で怪我をする者、焦りと高こう揚よう感で張り詰めた状態になり喧けん嘩かをする者、同種の出し物をするグループとの抗こう争そう──そういったものから、浮かれた勢いで階段からダイブして足の骨を折る生徒など、多種多た様ような理由で怪我人が出る。来客者との揉もめ事、格かく闘とう技ぎ系イベントでのアクシデントも含めれば、毎年数百人は怪我人が出るのだよ」

「それは…………ハードですね」

「そうだ。だから白銀、君に臨時の委員を任せたい」

「へ？　あの、話がえらく飛んでません？」

　その流れで自分に訳の分からない委員のお鉢はちが回って来る展開になる意味が分からずにそう言うと、武たけ内うちは涼しげに返した。

「抑よく止し力、という言葉を知っているか？」

「えーっと…………一応、何となくは……」

　自分の知識に自信のない雪ゆき子ことしては精せい一いつ杯ぱいの返事に、

「台風が来ると分かっていれば海辺には近づかない、脆もろく壊れそうな橋は渡らない──といった具合に、明確に危険と分かっているものに近づく者は殆ほとんどいない。自分の身が可愛かわいいのは当たり前だ」

「はぁ……」

「学園祭期間中に怪け我が人にんが多くなる最大の理由は、熱を冷ましてくれる人間がいない、という一点に尽きる。無む謀ぼうな企画や犯罪行為が増えるのも熱に当てられたという原因がある。だがうちは教師が率そつ先せんして叱しかり罰を与えるような校風ではなく、一いつ歩ぽ間違えれば自分へ刃は先さきが向きかねない役になりたがる者も務まる者もいない。

　だが、一つの宣言とその実行により、比較的安全に熱ねつ暴走を防げる手段がある」

　そこまで言って、生徒会長はテーブルに出されていた白い布を手に取った。

　そして長く理解し難がたい説明に頭の中がこんがらがり始めていた雪子の前で、その布を両手でピンと伸ばして見せる。

　布の正体は襷たすきで、そこにはハッキリとゴシック体で『特別執しつ行こう委員』と書かれていた。

「土日が明けて月曜の朝、各教室に一つの通達が行く。『白しろ銀がね雪子が学園祭期間限げん定ていの特別執行委員に就ついた』というもので、その詳しよう細さいとして『特別執行委員は校内を見回り、規則違反及び行き過ぎた行為に対し独自の裁さい量りようで処しよ断だんする』と付け加える。それだけで無む茶ちやをしようとしていた生徒の大部分は大人おとなしくなり、熱に頭をやられかけていた生徒も正気に戻るだろう」

　持っていた襷を丁てい寧ねいに折り畳たたみながら武内は言い、襷をテーブルに戻すと、

「理解出来たか？」

　態度のでかい家庭教師のように訊たずねてきた。

　もちろん、雪子の頭だってただの飾りではない。やや難しい言葉が所々にあったが、仮にも高校進学が出来る程度の知能は持ち合わせているのだから、それなりに解かい読どくは出来る。

　特別執行委員とやらに自分が就き、校内を見回る。そして規則違反とやらをしている生徒や、ケンカや妨ぼう害がいをしている現場に出くわした場合、自分のやりたいように処しよ罰ばつしていい。

　つまり、一般生徒に伝わるのはこういう内容だろう。

　問題を起こしたら『荒あら雪ゆき姫ひめ』によって制せい裁さいが行われる──

「どこの恐きよう怖ふ政治よ、それはっ?!」

　だんっ、とテーブルを叩たたいて怒ど鳴なるが、さすがというか、生徒会長は顔かお色いろ一つ変えない。代わりに小こ林ばやしと呼ばれていた大おお柄がらの生徒が身を震わせた。

　だが、相手の反応など雪ゆき子こにはどうでも良かった。

　問題なのはこの上なく面めん倒どうで、大おお勢ぜいの生徒に恨うらまれることになりかねない役を自分に押し付けられる、ということだ。

　ただでさえ『荒あら雪ゆき姫ひめ』などという馬鹿にされているとしか思えない異い名みようの烙らく印いんを押されているのに、それを悪化させるような任務を引き受けるなど冗じよう談だんじゃない。

「絶っっ対やらないわよ、あたしはっ！」

　立ち上がって宣言し、断だん固こ拒否の姿勢をとる。

　睨にらんでも叫んでも涼しげに理り知ち的な表情を崩さない生徒会長は、まるで雪子の幼おさな馴な染じみのように大たい抵ていのことは受け流してしまう感じがしたが、笑顔が標準の幼馴染とは違い、彼の場合はこちらの苛いら々いらを増加させる。

　今もエキサイトしている雪子を冷静に見上げ、

「言ったはずだが、基本的に拒否は認めない」

「っ、だからそれは何でよ?!　あたしは生徒会メンバーじゃないんだから、選択の自由があるはずでしょっ！」

　理り不ふ尽じんに対する反論をすると、武たけ内うちは僅わずかに目を細めた。

「──君が入学してから半年、生徒会がどれだけの時間と経費を割さいているかを教えなければならないようだな」

「……………………へ？」

　相手の言った意味を捉とらえられず口を半開きにしていると、

「不ふ良りよう相手に喧けん嘩かをしているだけならばともかく、場所もわきまえず暴れた際に起こった器き物ぶつ破は損そん、一般生徒の被害など、生徒会に寄せられる苦く情じようと請求書の数はこの半年で百件を軽く超えている」

「…………それは、えっと、」

「金銭面では学校側が多少負ふ担たんしてくれているが、数が数だ。一部は生徒会の予算から捻ねん出しゆつしている。自分たちで補ほ修しゆうが可能な物は時間を縫ぬって大だい工く仕事をして対たい処しよ、専門的な物は一部同どう好こう会かいやサークルに頼んで直してもらうこともある」

「……………………あの、」

「苦情はまた凄すさまじいぞ。不良からの投書もあるほどだ、当然、学外からの苦情もかなり届いている。その度たびに生徒会が電話、時には直接謝しや罪ざいに向かう。学外の場合、俺が行くことが多いな。流石さすがに土ど下げ座ざまでしたことはないが、この間は一時間強きようも苦情と説教を聞かされた」

「……………………………………その、」

「まあ、生徒会メンバーは皆みな自分の意思で立候補した者たちだ、この程度の対応は義務の範はん囲いで済ませても構わない。だが我々の苦労を少しでも理解してくれたのならば──今回の任命を拒否するとは思えないな」

「…………………………………………………………わよ」

「おや、何か言ったかな？」

「分かったわよ！　やればいいんでしょ、やればっ！」

　だんっ、とタイル敷きの床を踏み抜きかねない勢いで立ち上がると、自棄やけになって雪ゆき子こは叫んだ。

「ええ分かりましたよやりますよやればいいんでしょそうすれば満足なんでしょやりゃあいいんでしょやってやるわよっ!!」

「そうか、それは助かる」

　気け圧おされるでも笑うでもなく、承しよう諾だくが取れたことだけを確認するように一つ頷うなずいて、武たけ内うちは後ろにいた小こ林ばやしに目で合図を送った。

　雪子は怒りとストレスを発散する場所も機会もなく、血ち走ばしってさえいる目で小林の大おお柄がらな体がロッカーへと向かうのを見る。そして小林はロッカーの一つからなにやら取り出し、決して目を合わせないようにしながら、ビニール袋に入った服のような物を雪子へと差し出して来た。

「……何よ、これは？」

　とりあえず受け取りながら聞くと、武内の声が応える。

「試着してくれ。期間中、襷たすきと共に使用するユニフォームだ」

「ユニフォームって……？」

　がさごそとビニール袋を破り中身を取り出し、広げてみる。と、雪子の視し界かいに背面に書かれた文字が飛び込んで来た。

　明みん朝ちよう体たいで書かれているのは、『天てん中ちゆう殺さつ』の三文字。

「………………………………これは…………どこの暴走族よ」

　救いと言えるのはそれが特とつ攻こう服ではなく、羽は織おりだということだ。

　ただ、それもどれほどの救いなのかは分からない。なにせ青のだんだら模も様ようは、既に近いものを着たグループが存在していて、そのグループは生徒たちからあまり好かれていないのだ。

　新しん撰せん組をイメージして作られた浅あさ葱ぎ色のハッピを着た風ふう紀き委員と、微び妙みように色が違うだけの羽織を着た特別執しつ行こう委員。

　どっちもパクリだが『後から行った方が出来がいい』と余よ計けいに僻ひがまれそうな予感は、恐らく気のせいでは済まないだろうと雪子は思った。

「……デザインと背面の文字、どうにかしてくれない？」

　うんざり気分で言うが、それはあえなく却きやつ下かされた。

「無理だ。わざわざ風紀委員の衣い装しようと被かぶらせたのは、彼女たちの見回り効率を上げる意味も含んでいる。後ろの文字は『大だい殺さつ界かい』とどちらにしようか悩んだものだが、天中殺の方が身近に回って来る周期だからな。そちらを選んだ」

　ソファーに腰掛けたまま抑よく揚ようのない声で説明すると、武内はテーブルに出されたままの細長い封筒を手に取り、立ち上がった。

　封筒は雪ゆき子こへと差し出され、渋しぶ々しぶながらサイズが合うかどうかを確かめる為ために羽は織おりを着ていた雪子は反射的にそれを受け取り、

「これは？」

「見れば分かると思うが、当座の活動資金だ。週明けの月曜から学園祭終了までの七日間、見回りはそれなりに労力を要するからな。食費くらいは払わせてもらう。領収書の類たぐいは不要だ、余れば報ほう酬しゆうとしてそのまま納めてもらって構わない」

「それは気前がいいわね。どれどれ……」

　閉じられていない封から中身を摘つまみ出すと、そこには紙し幣へいが一枚だけ。ただし、風ふう格かく漂う折り目の無い一万円札。

　へぇ、と声を漏らした雪子は、

「取り分が多いのは嬉うれしいけど、一週間分の食費にしては多くない？」

「昼食だけならば、な。下校時刻まで、時にはそれを超えて活動してもらいたい。だからその金額ということだ」

「……途中でお腹空すかせるまで働けってことね」

「そうだ。……が、それはあくまでも希望だ。君が実際に見回りをしてくれることで役割の殆ほとんどは果たしてくれると言っても過か言ごんではないからな。気が進まないのであれば、多少見回った後に帰宅してくれて構わない」

「…………その辺は実際にやってみてから決めることにするわ。それにしても──」

　紙幣を封筒に仕舞い、テーブルに出されていたプリントや襷たすきと共に大きい方の封筒に片付けながら、雪子は何気なく思っていたことを質問した。

「生徒会ってずいぶん予算があるのね。ソファーもテーブルも立りつ派ぱだし、このお金だって」

　中学生時代の、年に一度全校集会で生徒会決けつ済さい報告なるものが公開され、配られた厚めのプリント束に打ち込まれていた数字の列や意味の分からない項目、ついでに当時の退たい屈くつと眠気を思い出しながらそう言うと、武たけ内うちは初めて笑みを見せた。

　ただしそれは口くち端はを僅わずかに緩める程度で、酷こく薄はくな印いん象しようのある笑み。

「なに、生徒会運営に理解のある教師諸しよ氏しが寄付をしてくれているのでね」

「へぇ、それは意い外がいね」

「隔かく週しゆうの日曜に生徒会との交流会が教員用の寮りようで開かれている。内容は麻マー雀ジヤンだ」

「…………へぇ」

「無む論ろん、金銭は賭かけんよ。しかし我われ々われ生徒会側が勝利すると、後日負けが込んだ教師諸氏が寄付金をくれる。勝ちが大きければ大きいほど金額が高くなる辺り、我々の健闘を称たたえてくれているのだろうな」

「………………そう」

「ちなみに門かど倉くら橋ばし校長が最も『理解』してくれている。交流会で使用する全自動雀ジヤン卓タクも校長の私物ということだ」

「……………………下手へたの横よこ好ずきってヤツ？」

「校長は大物だからな。役やく満まん手しか狙わない辺りその片へん鱗りんが窺うかがえる」

「……………………っんとにろくなのいないわね、この学校……」

　なんだか聞いてはいけないことを聞いてしまった気分になりながら、雪ゆき子こはいそいそと羽は織おりを脱いだ。
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　分ぶん岐き点とも言えた金曜日の出来事を一通り思い返し終わり、雪子は諦あきらめたように頭を振って、十数秒で片付けた制せい裁さいの結果を見やった。

　五人の男は仲良く地面に倒れていた。呆あつ気けなく、それこそストレス発散にもならなかったことに、自然と雪子の口からため息が漏れる。

　咳せき込こみ、或あるいは頭を押さえる彼等を見下ろして、

「喧けん嘩か両成せい敗ばいってことで、面めん倒どうだから先に制裁だけ終わらせたけど。あんたたち、なんで喧嘩なんてしてたのよ？」

「け、蹴ける前にそれを先に聞いてく…………いえ、その、なんでもないです……」

　雪子の一ひと睨にらみで抗こう議ぎを取り下げた男はよろよろと立ち上がり、同様に残る四人も体を擦さすりながら体を起こす。

　かなり手て加か減げんしての蹴りは、一瞬の痛みはそれなりにあるがダメージは少ないというシャープなもの。だから表情を歪ゆがめていた彼等もちゃんと意識はしっかりしており、自分たちを強気に睨む特別執しつ行こう委員に怯おびえながらも事情を話し始めた。

「出し物のことでちょっと揉もめて……」

「俺等、同じモン出すんだけどよ」

「あいつらがうちのアイデアぱくりやがったから」

「あぁ？　パクってなんかねーよ。偶然だっつってんだろ」

「あんな偶然があるわけないだろ！」

「んだとぉ!?」

　説明するうちに三人と二人はまた熱くなってきたようで、口く調ちようと顔つきが険けん悪あくなものに変化していく。

　が、

「──また蹴られたいわけ？」

　雪子の一言で五人揃そろって身を震わせ、口を噤つぐむ。

　きちんと躾しつけは出来たことに一応の満足はしながら、雪ゆき子こはやれやれと呟つぶやいた。

「……つまりは商売敵がたきとアイデアが被かぶったってことね……ったく、どこもかしこも……」

　ため息の代わりに悪あく態たいをついて、もう何度目になるか分からないトラブルに頭を搔かく。

『台たい風ふう祭さい』は参加自由のため出し物が被るケースが多い、というのはこの五日間で嫌になるほど理解していた雪子は、やってられない気分に駆られる。

　同じ出し物の場合、当然だが客が分散する、或あるいは優ゆう劣れつがハッキリつくかの二に択たくになる。そして企画者側は、何としても他の同業者には負けたくないものだ。

　何しろ、多くの企画者は学校側に借金をしているのだ。

　商業系の企画を立てたグループには準備金が与えられるのだが、それはあくまでも『前貸し』であり、返さなくてはならないお金だ。利子も利息もなく、利益が出て返せれば何の問題もない……が、どこも上手うまくいくとは限らず、返せなかった場合は学校側からアルバイトが宛あてがわれ、強制労働で返さなくてはならなくなる。

　学園祭を楽しみたいが、強制労働は嫌だ──そんな生徒は多く、だから同業者にはただのライバル意識以上の競争心が働き、妨ぼう害がいをする者まで出てくる。

　尤もつとも、今回は雪子が特別執しつ行こう委員という立場にいるせいか、あからさまな違い反はん行為に走る者は少ない。しかし今のような小こ競ぜり合いは絶えないのだ。

　これが展示系で収益がない企画ならば出してもらえる金額が少ない代わりに返へん済さい義務もないのだが、商売という戦いの場に身を置いた者たちは形なり振ふり構っている余よ裕ゆうもないらしい。

　この手のトラブルは今日だけでも八件目。五日間を通せば何件目か数えていられないほど起きている。

　もう飽き飽きしていたこの展開を、雪子は今までと同じ言葉で切り捨てた。

「ハイハイ、もう分かったから決着は学園祭終了後ごの売り上げでしなさい。それまでに争うようなら、今度は容よう赦しやなく病院送りよ。オーケー？」

「ぅ…………わ、わかった……」

　文句はまだあるようだったが、何か言えば蹴けられると思ったのか、男たちはこくこくと頷うなずき、逃げるように去っていった。実際口くちごたえするようなら悶もん絶ぜつする程度の蹴りを見舞うつもりだった雪子は、命拾いしたわね、と胸きよう中ちゆうで呟つぶやく。

　視し界かいから外れるまでの間にまた揉もめないかと確認がてら彼等の後ろ姿を見守っていると、反対方向から走る足音が聞こえて来た。

　それだけなら別にどうというわけではないのだが、

「あっ、いた！」

　その声で、またどこかでトラブルが起きているのだと知らされ、雪子の心はささくれ立つ。

　声の主が探していた相手が自分でなければ、という微かすかな期待を込めて振り返るも、駆け寄ってくる男三人女一人のグループは明らかに自分を見ていて、またため息。

　ややあって、一番早くに近くへ到着した男子生徒は息を切らせながらも真っ直ぐに雪ゆき子こを見つめ、

「た、大変です荒あら雪ゆきひぅぐあっ!?」

　内容に触れる前にとび蹴けりを顔面に食らい、仰あお向むけに倒れた。

　一瞬で暴ぼう挙きよに出た雪子は鼻血を出しながら身み悶もだえる男子生徒へ、

「変な呼び方するんじゃないわよ！」

　怒ど鳴なりつけ、それから残った三人へと視線を移す。

　三人はどれも信じられないものを見るような、啞あ然ぜんとしつつも恐怖を感じていると分かる目をしていた。が、意を決したのか、一人の男が前に出て、

「姐ねえさんてぇへんぐぼぁっ!?」

「誰が姐さんよっ!?　名前で呼びなさいって言ってんの！」

　前蹴りを鳩尾みぞおちに決められ、膝ひざをついて前に倒れた。

　残された二人の内、男の方がごくりと喉のどを鳴らし、恐る恐る前に出て、

「雪子様──ってあぁっ?!」

「普通に呼べっ!!」

　後ろ回し蹴り、しかも踵かかとがテンプル直ちよく撃げきという一いち撃げきを受け、華か麗れいに吹き飛んだ。何故なぜだか幸せそうな表情で。

　こいつら束になってからかいに来ているのか、と思いながら、怒りに頰ほおを染めた雪子は最後に残った女生徒へキツイ眼まな差ざしを送る。

　仲間が次々と倒されたという状況に、彼女は顔色を青く怯おびえまくった表情で、たどたどしく唇を動かす。

「その、し、白しろ銀がねさん」

「……で、何よ？　何かあったんでしょ？　また喧けん嘩か？」

「喧嘩というか、そのっ……ぶ、文化系サークル棟とうで、ぃ、井い沢ざわ君が……」

「またあのバカなのっ!?　あぁ、もうっ──」

　聞かされた言葉によって一気に上昇したストレスをぶつけるように地じ団だん駄だを踏むと、雪子は身を縮こませて震える女生徒に、

「報告ありがと。あ、一応こいつら保健室に送っておいて──それじゃ」

　事後処理を頼んで、雪子はひとまず二年校舎の昇降口目め指ざして走り出した。窓から飛び降りた為ためまだ上うわ履ばきのままなので、一いつ旦たん靴を履き替えてから現場へ行こうと思ったのだ。

　一分程度の誤差なら、間に合うだろう──現場から井沢玲れいが立ち去るまでには。

　逆に言うと、雪子は確信していた。今から急いで駆けつけたところで、どうせ喧嘩は終わっているのだろうと。

　とりあえず。どこまでも慌あわただしい放課後をさらに忙しくしてくれるあの男に蹴りを見舞わずには気が済まないと、雪ゆき子こは危ない思いを滾たぎらせていた。
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「へぇ……雪子のことは聞いていたけど、水みな瀬せ君も演劇部の手伝いしているの。なるほどね」

　舞台に上がった遊ゆう矢やを想像したのか、久く世ぜ律りつ乃のは肩まで伸びた柔らかそうな栗くり色いろの髪を後ろに流しながら小さく笑った。

　広く、やや薄暗い図書館の奥にある読書スペースで、美み樹きと律乃は声を抑えて話をしていた。

　初めに館内に居たのは美樹だった。よく行く図書室は学園祭前日という急場の為ため、ひっきりなしに人が来てはその場で調べ物をしたり本を借りていったりと慌あわただしく、とてもじゃないがゆっくり出来る雰ふん囲い気きではなかった。

　なので学校内で二番目に落ち着く場所、特別校舎や体育館から北側の校門へと延びる道すがらにある図書館に来たのだ。そこに後から、美樹を探していた律乃が現れた。

　図書室があるのにわざわざ建てられた図書館は大きな洋館といった様よう相そうで、内開きの扉を開けて中に入れば、右側に受付カウンターと事務員詰め所となっている小部屋へ繫つながるドアが、左側には検けん索さくと新聞記事を閲えつ覧らんする為のパソコンが並んでいる。そして正面には十メートル弱のスペースを空あけてから本棚が並び、さらにその奥に申し訳程てい度どの読書スペースとして六人掛けの机が六つ横並びになっていた。

　自分たち以外に誰もいない理由を、美樹は正しく把握していた。図書館は司し書しよが管理しているので持ち出しと返却には厳きびしく、図書委員のように「すぐ返すから！」と手を合わせて頼んだ程度で手続きを省いて本を持っていくことは出来ないからだ。

　だが、話をするのなら図書館のほうが適していた。背の高い本棚がクッションとなるので受付まで話し声が響ひびかない。

　律乃もそのことを良く知っているようで、声を抑えながらもリラックスした様よう子すで美樹に訊たずねた。

「でも、どうしてそんなことに？　演劇部で何かあったの？」

「私も又また聞ぎきだから詳しくは知らないですけど、主演の男子部員が怪け我がしたらしいです」

「怪我？」

　演劇と役者交代するほどの怪我が結びつかないようで、律乃は意い外がいそうに聞き返してきた。聞いた時は同意見だった美樹だが、事情を知っている今は頷うなずきながらも頰ほおを赤く染め、

「あの……ぬ、濡ぬれ場があるから張り切りすぎて、その、通し稽けい古こ中に舞台から転げ落ちたらしくて」

「…………大だい胆たんね、うちの演劇部は。でも、他にも部員はいるんでしょ？」

「二人、他の役をやっていた男の人はいたみたいですけど、その二人が役を取り合って喧けん嘩かになってしまって……本番まで十日を切っているのに一からセリフを覚えられる演者は、部長さんの知る限り水みな瀬せくんだけらしくて」

「あー……そう、そうね。彼ならきっと、一日あれば覚えられるわ」

　律りつ乃のは何故なぜだか目を遠くして言うと、すぐに表情を笑みに変えた。

「でも、濡ぬれ場……ラブシーンね。雪ゆき子こが真っ赤になって怒らなかった？」

「ええと、その…………暴れていました、けど……どうにか納なつ得とくしたみたいです」

　言葉を選んで答えようとしたがごまかせず、具体的な描写を避けて事実だけを話す。

　それだけで律乃には充分なようだった。

「学園祭の楽しみが増えたわ。どこを回るかなんて決めていなかったものだから、明確な予定があると計画も立て易やすくていいわね」

「律乃さんは出展側に参加しないんですか？」

「あなたもでしょ。それとも美み樹きは図書委員仲間と何かやるの？」

「いえ……私、そういうのは……」

　六人掛けの机に向かい合って座っている律乃の視線を受け、美樹は俯うつむきながら自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

　雪子を介して知り合った上級生は背せ格かつ好こうが自分と同じくらいで、だからではないが割とすぐに会話が成り立つ仲になった。律乃の趣味が読書で、好みのジャンルは違えど最近主流の作品については意見が一致する部分が多かったのも親しん睦ぼくを深めるのを助けてくれた。

　最近は学園祭準備で学校全体がばたついていた為ためか見かけることがなかった律乃は、自分たち以外は誰もいない館内を見回して、

「それにしても、開店休業状態ね。まあ前日準備で一般生徒は登校義務がないから、当たり前と言えば当たり前だけど」

「ぁ……そういえば律乃さんはどうして学校に……？」

「クラスメイトに頼まれて、ちょっと手伝いをね。安やす請うけ合いしてしまったものだから、明日も手伝いをしなくちゃならなくなったわ。やってられないわね」

　そう言いながら表情は楽しげな律乃を、美樹は羨うらやましく感じた。口では自嘲気ぎ味みに文句を言っているが、充実しているのだろう。何かが欠けていると感じている自分とは違って。

　日に日に──という表現がぴったりくるくらい、久く世ぜ律乃という上級生は、初めて会った夏の日から会う回数を重ねるごとに明るさと前向きさを強く感じさせていた。毒を吐く時もあるが、その前後に瞳に走る緊きん張ちようと洞どう察さつの色を見る限り、相手の気持ちに敏びん感かんだとも思う。

　繊せん細さいな人なのだろうな、という印いん象しようは今でも変わらず、美樹はそんな彼女を眩まぶしげに見つめた。

　と、その視線に気づいたのか、律乃は笑みを引っ込めて伏ふし目めがちに美樹を見返し、

「……明日、本当は美樹と一緒に回ろうかと思っていたんだけど、無理になっちゃったわ。明後日は先約が入っているし……」

「あの、気にしないでください。でも先約って、彼かれ氏し候補の人ですか？」

　夏に雪ゆき子こと律りつ乃のが交わし、『誰が一番早く彼氏を作るか』という競争に何故なぜか自分まで巻き込まれた美み樹きの期待を込めての問いに、律乃はげんなりした表情で首を何度も横に振る。

「全然そんなのじゃないわ。父親よ、父親。去年は車くるま椅い子すだったから二日とも家で過ごしたんだけど、今年は行くって言ったら『僕も行く、絶対行くから案内してくれ』って……高校生にもなって父親と二人で学園祭を回るなんて、寒過ぎて想像してなかったわ」

「でも、一緒に回る約束したんですよね？」

「……まあ、ね。親おや不ふ孝こうなことしちゃっていたし、罪つみ滅ほろぼしというか親おや孝こう行こうというか……それにあの感じだと、わたしの足のことを心配しているから付いて回りたい、っていうのが本心だろうし。無む下げには出来ないわよ、さすがに」

　顔を窓の方へと向け頰ほお杖づえをつきながら言う姿は、自分を見る者に表情を知らせない為ための措そ置ちなのだろうと美樹は思った。
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　……話が止まり、また遠くからの喧けん騒そうが図書館に響ひびく。

　素直になれない自分を隠かくそうとする律乃を、美樹は羨うらやましく思った。それと同時に、皆が忙しく目標を持って過ごしている今……何も無い自分に、少しだけ哀かなしくなった。

　時の流れが室内と室外では違うような錯さつ覚かくさえ感じ、美樹の中で自分だけが置き去りにされたような孤独と寂せき寥りよう感が湧わき起こり、

「──大丈夫よ」

　静かに、しかし明確に自分へと向けられた声に、顔を上げる。

　律りつ乃のはいつの間にか美み樹きの方へと向き直り、その目に慈じ愛あいに似た優しい光を湛たたえていた。

「学園祭だから皆──わたしも人のこと言えないけど、はしゃいでついつい急ぎ足になっているけどね、別に無理してそれに合わせようとしなくていいのよ。友達や大切な人たちは、足を止めてでも待っていてくれるものだから」

「ぇ……?!　なん、どうし……」

　何故なぜ自分が感じていたことが分かったのだろうと、動どう揺ようした美樹の舌は上手うまく回らない。

　しかし律乃にはちゃんと伝わったようで、

「美樹はわたしと似ているから。尤もつとも、わたしに比べればずっと優しくて良く出来た子だけどね」

「そんな、こと……」

「あるのよ。でも、わたしなんかでも切っ掛けさえあれば少しはまともになれたし、ちゃんと周りを見ることが出来るようにもなった。だから美樹は安心していいわ。孤独を感じるのは必要なものを求めているからで、焦しよう燥そう感に駆られるのは前に進もうと意識しているからよ。

　だから、平気。他には何も要いらないなんて殻からに閉じ籠こもっていた人間でも、救ってくれる人はいたくらいだもの」

　言って、照れたように笑う。

　美樹は、律乃の過去を良く知らない。事故で両足に大おお怪け我がを負っていたことと、それが原因で人間不ふ信しん気味だったことくらいしか、知らない。

　だから彼女がどれだけ辛つらい思いをしたのか、そこから立ち直るのにどれほどの勇気が要ったのか、想像出来ない。

　しかし、父親に対しての言葉を聞いた時、感じたことがある。

　自分の過失を認めることは容易ではなく、認めた上で前に進むには勇気がいる。父親という大切な家族が相手なら、尚なお更さらに難しいはずだ。

　それでも立ち止まる自分を良しとせずに前進する律乃に、美樹は尊そん敬けいと共に憧れを抱いた。

　自分も彼女のように前を向いて歩きたいと、強烈に思う。

　律乃や、今もどこかで走り回っているはずの彼女のように。

　脳のう裏りを過よぎる親友の活発な笑顔は、それだけで美樹の心を温かくしてくれた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「お？　どうした雪ゆき姫ひめそんな勢い良く──ってぅお危ねぇ?!」

　文化系サークル棟とうの長い通路を最さい奥おうまで全力疾しつ走そうしてからの飛び蹴けりを紙かみ一ひと重えで避けた井い沢ざわ玲れいに、雪ゆき子こは相手にもハッキリと聞こえる大きな舌した打うちをした。

「ちっ……生なま意い気きに避けてんじゃないわよ！」

「急きゆう襲しゆう仕掛けた人間の口から出たセリフだと思うと涙が出そうになんぜ、ったく」

　呆あきれともからかいとも取れる玲の言葉に、雪子はもう一度飛びかかりたい衝しよう動どうに駆られるが、それは通路に横たわるいくつもの体を見たことで抑えられた。

　ざっと見て七人。三人並んで歩くのがやっとという幅の通路に、七人の男が寝ていた。気絶している者もいるようで、担たん架かが必要な状況かもしれなかった。しかも壊れたギターらしき残ざん骸がいもいくつかある。

　ちらりと視し界かいに入るドアに貼はられたプレートは『軽音楽部』とあり、隣となりは演劇部の部室がある。遊ゆう矢やがその中にいたのならこの騒ぎで外に出てきてもいいはずだが、どうやらいないようだった。

　演劇部はどこか別の場所で練習しているのだろうと結論を出し、もう片付いたのかまだ進行しているのか分からない現場の問題に意識を戻す。

　雪子がこの場に駆けつけて挨あい拶さつ代わりの飛び蹴りを見舞った時、関係者と思われ二本の足で立っていたのはただ一人、玲だけだった。だというのに傷一つない異常に、雪子は今いま更さら驚きはしない。こいつならやれる、と思うだけだ。

　問題はやった理由。そして、

「あんたがトラブル起こすのは今週だけで何回目よっ?!　問題と怪け我が人を量産して、あたしを過か労ろう死しさせたいわけ!?」

「そんなつもりはねぇが、派は手でな星の下に生まれついたオレとしては渦か中ちゆうに佇たたずみ群がる敵をぶちのめすのは……運命ってヤツだな？」

「ならその運命ごとあたしに蹴け飛とばされなさい！　今すぐっ！」

「パス一。つーか、今回オレは悪くねぇぜ？　こいつらが難なん癖くせつけてきた上に殴なぐりかかってきやがったんだからよ」

「……説明しなさいよ。脚きやく色しよく抜きで」

　威い圧あつ感をたっぷり乗せて睨にらんでやるが、玲にはまるで効果が無いようで、涼しい顔で口くち端はを吊つり上げる。

「簡単に言うと、あれだ、バンドの演奏順でイチャモン付けてきやがったんだ」

「演奏順？　そんなのとっくに決まってたはずでしょ。前に学校新聞で見た覚えがあるわよ」

　クラスの掲示板に貼ってあった新聞部発行の紙面には、確かにどのような企画がいつ、どの時間に行われているかが載っていた。そしてその中に第二体育館を占せん拠きよして行われるバンド演奏の順番もあったはずだった。

　雪子の記き憶おく力ではその順番までは覚えられていなかったし、そもそもその時には玲がバンドを組んで参加することも意識していない。

「で、あんた何番目なのよ？　確か一日目と二日目で順番が逆になるんでしょ？」

「一日目がトップで二日目がラスだ。ま、当然だな」

「……なんとなくそんな気はしたけど。それで、この人たちはそれが不服だったと」

「みてぇだな。順番は事前の人気投票で上から多いモン勝ちで決まったっつーのに、前日になってリハも終わった今いま更さらで文句言ってきやがった。アマチュアではかなり人気があるだの投票はインチキだの色々言ってよ。ちとむかついたから挑ちよう発はつしてやったんだ」

「へぇ。なんて？」

「『その手のエレキギターは飾りだろ？　どうせ上手うまく鳴らせねぇんだから格かつ好こうつける練習がんばれや、お笑い担当』って。ま、他にも山ほど言ってやったか」

　半はん笑わらいの表情で語られた内容に、雪ゆき子こはまたもため息をつきたくなった。

　順番に文句を言うのは筋すじ違ちがいだが、挑発されてつい頭に血が上るのは良く分かる。雪子もそれでよく蹴けりが出ている。

　彼等と雪子との違いは唯ただ一ひとつ、例え七人でギターという凶きよう器きになりえる道具を持っていても埋めることは出来ない、戦闘能力の差だ。

「同情には値あたいしないけど、ご愁しゆう傷しよう様ね。楽器があんなになっちゃって、明日からの演奏はどうする気なんだろ」

「スペアの一つや二つ持ってんだろ。骨が逝ゆくほど強くはやってねぇし、問題にはなんねぇよ。ちぃっと音は変わるだろうが、どうせ元が大したことないだろ」

「ちゃんと音楽活動やったことない奴やつに言われたら終わりよね……ま、この人たちにも問題はあるみたいだし──」

　ぐったりと動かずにいたり痙けい攣れんをしていたりと、本当に明日までに回復するのか多た少しよう心配には思うが、基本的には自じ業ごう自じ得とくだ。

　なので雪子は問題を一つに絞しぼった。

「ってことで、後はあんたにも反省してもらうべく前後不覚になるまで脳のう震しん盪とうを起こしてもらえば終わりね」

「待ておいすげぇ大だい胆たんかつ理り不ふ尽じんなことをさらっと言うな」

「いいのよ、バカは死ななきゃ治らないなんて言ってるわけじゃないんだから。それにちゃんと適度なダメージを与えれば物分かりが良くなるって、従姉妹いとこの姉さんが良く言ってたわ」

「危険極まりねぇなお前の血族は……」

　珍しく呆あきれた様よう子すの玲れいだが、雪子は蹴る気満々のままだ。転がっている連れん中ちゆうが邪じや魔まで足場が悪いが、問題ない。相手にとっても有利でないなら障害とはいえず、障害だとして溜たまりに溜まったストレス発散と決着機会の場を逃す理由にはならない。

　気合を入れようと腕を振るえば、バサッと耳に心地良い音を立てて羽は織おりが鳴る。　対する玲れいはいつも首から下げているチョーカーを指先で弄もてあそびながら雪ゆき子こを見ていたが……不意にその目が、口が、いやらしく歪ゆがんだ。

　その変化に雪子が反射的に凄すごみを含んだ問いかけをする前に、玲の口は滑なめらかに動いた。

「あぁ、そうかそうか。いつも以上にデンジャラスだと思ったら、あれか。最近遊ゆう矢やがつれないから苛いらついてやがるのか」

「なんっ……!?」

　驚きと羞しゆう恥ちに雪子が声を上げると、玲はくつくつと笑い出す。

　射しや程てい内にいたならば間違いなく蹴けりが出ていた相手の行動に、しかし雪子はぐっと堪こらえる。ここで攻撃してしまえばその言葉を認めることになるからだ。

　そんな心しん中ちゆうを知ってか、玲は遠えん慮りよなしに言葉を続けた。

「いつもは朝あさ晩ばん一緒の遊矢が、今は別行動が多いもんなぁ？　授業は選択が一緒だから同じ教室にいるんだろうが、それでもコミュニケーション不足は否いなめねぇし、家庭内別べつ居きよみたいな感じだろうよ。そりゃ荒れもするよなぁ？」

「ぐっ…………」

　違う、と反論したいところだったが、図ず星ぼし過ぎて言葉にならない。

　先週、突然与あたえられた役職と任務に疲れている、という理由ももちろんある。しかしそれ以上に、玲の言う通り、遊矢と微び妙みような距離が出来ていることが雪子の負ふ荷かとなっていた。

　朝、雪子が起きる七時過ぎ、既に遊矢は朝あさ練れんに出かけた後。授業中は無む駄だに話をすることはなく、休み時間は雪子の元へ密みつ告こくや相談を持ち掛けて来る生徒が絶えず、その対応に追われる。放課後になれば演劇部と特別執しつ行こう委員の時間が始まり、夜の九時を過ぎるまでそれは続く。そして帰宅は二人きりだが、互いに疲れていて話はまるで弾はずまない。挽ばん回かいが期待できる夕飯は、両者共わざわざ作るまでもなく間かん食しよくを取っているので、コンビニでおにぎりを買って済ますパターンが出来ていた。

　そんなこんなで五日間、フラストレーションは溜たまっている。ストレスは明らかに精神に悪あく影えい響きようを及ぼすレベルになっている。

　──だが。一度引き受けた以上、途中放ほう棄きはあり得ない。今頑がん張ばれば学園祭本ほん番ばんが少しは平和になり、遊ぶ時間が取れるかもしれない。

　だから募るストレスと戦い、頑張っているのだ。

　なのに、そんな時に図星を指さされては、もう、もう──

「この怒り、ぶつけずにはいられないわ……！」

　ふるふると握り拳こぶしを震わせて低い声を出す雪子に、さすがの玲も頰ほおを引きつらせた。

「まあ待て、せっかくだから溜めておいたほうが後の喜びが増えるぞ？」

「そうね……減量中のボクサーは後の喜びが分かっていてもつい目の前の水に手が伸びてしまうのを抑え切れないって、こういうことなのね……」

「極きよく限げん状態かよ、おい」

　最も早はや気分は飢えた獣けものだ。後あと先さきは考えず、とりあえずムカツクこいつを蹴けり倒したいという衝しよう動どうが、それに呼こ応おうするように昂たかぶる鼓こ動どうが抑え切れない。

　無意識の内に雪ゆき子この喉のどからは笑いが込み上げていた。

「ふふ……膿うみを出してすっきりしてから臨む仕事は、とっっても気持ちいいわよね？」

「あーあ、理性失うしなってんなぁこいつ」

　引きつらせていた笑みは解ほぐれ、後頭部を搔かく玲れいの姿からは余よ計けいな力は消えている。ただし脱だつ力りよくしているのではなく、軽く踵かかとを浮かしているのが雪子には見える。

　相手も多少なりともやる気になっている証しよう拠こだ、と思えば、それはもう相互了りよう承しよう済みのやり取りだ。一方的な攻撃にはならない。

　そう自分を納なつ得とくさせて、雪子は心置きなく体を動かそうと──

「仕事中に喧けん嘩かなの？　やっぱり問題児ですね」

　水を注さす声が通路に響ひびき、雪子の足から強こわ張ばりが消えた。

　声の主を探して左右を見れば、部室側にドアは並んでいるが開いていない。そして反対側、窓の向こうには、一人の女生徒がいた。

　制服を着た彼女に、雪子は見覚えがある。生徒会室で見た、優しそうな顔なのに態度はきつめの、確か『穂ほ坂さか先せん輩ぱい』と呼ばれていた彼女だった。

　開いた窓から穂坂の物言う視線が自分に突き刺さっているのを痛いほど感じ、雪子の中から戦意が失せる。代わりにストレスメーターは増加。

　出合い頭から一いつ貫かんして好こう印いん象しようとは言い難い態度の上級生は、外からちらりと内部の床へ視線を這はわせ、そこに七人も寝ね転ころんでいたことにぎょっとして、しかしすぐに表情を取り繕つくろった。

「ひ、ひどい有り様さま……二人がかりで、リ、リンチってやつなの？」

「そんなわけないじゃない……ですか。これはそこのバカが一人でやったことです」

　多た少しよう気に食わないとはいえ相手は上級生なので言葉を正すと、雪子は冷静を努めて自然な態度を取ろうとする。

　だがその一方、穂坂は少し安心したのか、意味ありげに口元を緩めた。

「ふふーん、いつも似たようなことやっているからそう思われちゃうの」

「なっ、あたしはこいつと違──」

「でもー、どう言おうとー、事実は事実ですからー」

　からかうようにわざと間延びした言葉でいびられ、雪子はさくっと我慢の限界値ちを迎えた。

　玲へ向けていた体をどこかの上流貴族のように口に手を添えて楽しげな微笑を浮かべている穂坂の方へと変え、

「冤えん罪ざいふっかけておいて謝らないほうがどうかと思いますけど？」

「うっ……そ、それは日頃の行いが悪いのがいけないの！　身から出た錆さびがぷかぷか浮いているから！」

「っ、だからって、自分のミスを謝らなくていい理由にはなりませんよね!?」

　相手が男で位置が窓を挟んでいなければ蹴けりが出ている状況だが、蹴りが出せなければ口で返すだけだ。

　そして口論だろうと退ひくつもりのない雪ゆき子この言葉に、穂ほ坂さかの顔が僅わずかに朱しゆに染まり口くち端はは引きつる。

「く……上級生に対する態度として不ふ適てき切せつ極まりないです！　下級生は下級生らしく──」

「一つか二つの年ねん齢れい差じゃなくて、自然と敬うやまわれるような人ひと柄がらじゃないのがいけないんですよ！　そんなことも、」

「あああっ、もう！　なんて口の減らないっ！　どーして水みな瀬せ君はこんな──」

「みっ…………遊ゆう矢や？」

　突とつ拍ぴよう子しも無く出てきた幼おさな馴な染じみの苗みよう字じに思わず聞き返すと、相手に変化が起きた。怒りに血の気を帯び出していた頰ほおが、瞬しゆん時じに真っ赤になり、しかも見る間に目は潤うるみ涙が溜たまっていく。

　どうしてそんな変化が起きたのか分からず戸と惑まどう雪子を、穂坂は強く睨にらみつけ──ようとしたところで、涙が零こぼれた。

　そしてくしゃりと顔が歪ゆがみ、「ふぇぇ」と喉のどから喘あえぐような声を出し、そのままどこかへと走り去って行った。

　何がなんだか分からずただ毒どつ気けを抜かれて、雪子は呆ぼう然ぜんと壁を見つめて突っ立った。

　どうにも行き場の無いもやもやとした気持ちだけが残り、肩が重くなるような錯さつ覚かくめいた感覚が襲おそってきて、ため息を、

「あー、そうか、あいつ副会長の穂坂望のぞみか」

　──つく寸すん前ぜん、背後から聞こえる玲れいの声。

　雪子はくるりと体の向きを反転、腕を組んで何やら頷うなずく玲へ問いかけた。

「バカ沢ざわの癖くせに知ってるの？」

「雪ゆき姫ひめがオレをどう思っているか一度徹てつ底てい討論で曝さらけ出すとして、知ってるぜ。遊矢に告白して玉ぎよく砕さいした二年生の副会長だろ？」

「へぇ、遊矢に……………………え？　告白？」

　予測外で信じられない言葉を耳にして、雪子は目を丸くして頭に残るその単語を反はん芻すうする。

　告白とはつまり『好きです』とか『付き合ってください』というあれで、それをしたのはあのどこかちぐはぐな態度の上級生で、されたのは遊矢で──と、そこまで整理できた時、思わず雪子は叫んでいた。

「どういうことよそれっ!?」

「五月だったか、あの女が遊矢と話している現場を押さえてな。その時、あの女があんまりあからさまに恋する乙女おとめな表情してやがったから、その後ハニーに確認取ったんだよ」

「…………」

「どうにも初めは雪ゆき姫ひめを生徒会へ引き込もうと思って接触を計ったらしいんだが、ミイラ取りがミイラっつーか、あっさり遊ゆう矢やの魅み力りよくに取り込まれた、と。雪姫に対するあれは嫉しつ妬とだな。優しくて気も利くと評判なんだが、女は感情的になると怖ぇ怖ぇ」

　信用するにはあまりに軽い口く調ちようで語られたその内容は、かなり衝しよう撃げき的なものだった。

　評判と実際の穂ほ坂さか望のぞみはまるで嚙かみ合わず、しかも彼女が遊矢に対して恋する乙女おとめな状態になっているなど雪ゆき子この想像力ではとても連れん想そう出来ない。

　だが先週、雪子が呼び出しを食らう前に遊矢へ情報を流した生徒会の人間が穂坂副会長だとすれば、初しよ対面であんな態度をとられた理由も含めてしっくりきてしまう。

　頭を抱えて苦く悩のうしながら、雪子は呻うめくような声で、

「それで…………告白して、断られたの？」

　恐る恐る確認をすると、玲れいは鼻で笑ってから答えた。

「トーゼン。副会長も顔はまあまあだが、このオレでさえ容易に落とせない遊矢を陥かん落らくするには役者不足だっての。能力的にはまあまあいい線いってるみたいだけどな。全国模も試しで二十位以内の優等生で、弓きゆう道どうの腕もなかなからしいぜ」

「……やけに詳しいわね、あんた」

「一応は恋こい敵がたきになるかもしれない相手だったからな、新聞眼鏡めがねに聞いたんだよ」

「新聞……アキか」

　その名前を口にして、確かに彼女なら知っていそうだと頷うなずいた。一年生ながら新聞部で最も有名な武む藤とうアキなら、生徒全員のパーソナルデータまで持っていそうな気さえする。

　しかし彼女の性格から考えれば、そんな優秀な副会長が遊矢に告白したと知った瞬間、当人と自分にインタビューをしに来ただろうと雪子は推測する。つまり、告白の情報は遊矢と玲のところで止まっていた、ということなのだろう。

　だが、だからといって。

「どうして遊矢はそのことをあたしに言わないのよ！」

　一階通路の端はしから端まで響ひびくのではないかという声に、玲は顔をしかめつつ耳を手で塞ふさいだ。

「いや普通言わねぇだろ」

「なんでよっ!?」

「だから普通に考えてみろや。雪姫は自分宛あてのラブレターや告白されたことをいちいち報告すんのか？」

「それは…………しないわね、確かに」

　冷静に考えてみれば雪子も何度もラブレターを貰もらったことがあるが、それを遊矢に言ったことは一度も──いや、小学生の時には何度か自慢げに披ひ露ろうした気もするが、中学生以降は間違いなくない。

　自分がしなかったことを他人に要求するのは間違っていると素直に反省するも、それでもしこりのように『でも』という気持ちは残っていた。

　個人的な感情だけが理由で割り切れないその気持ちをごまかすように、雪ゆき子こは一度深く息を吐く。あまり紛まぎれはしなかったが、落ち着いたような気はした。

　だがそこに、

「しかしさすがはオレが見み初そめただけあって遊ゆう矢やはもてるな。雪ゆき姫ひめに副会長、赤あか石いしってラインナップは強力でしかも取り留めがねぇ。共通項は普通の男が手を出せないタイプってことくらいだな」

　玲れいの声が、落ち着き始めた心の水面に隕いん石せきが突っ込んだくらいの波風を立てた。

　雪子は無意識に玲へと詰め寄り、気がついた時には胸むな倉ぐらを摑つかんで強ごう引いんに引き寄せ、自分でも驚くほど冷めた声でこう訊きいていた。

「──今、赤石って言った？」

　言葉を投げかけられた玲は僅わずかに片かた眉まゆを上げた後、楽しげに、どこか含みのある軽けい薄はくな笑みを浮かべた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　金曜日の夜の九時といえば、雪子にとっては毎週ドラマを見ている時間帯だった。特に今週からは新作ドラマが始まり、それは結けつ構こう前からチェックを入れていた期待作でもあった。

　それが見られない不満が現状を悪化させたのだろうと、雪子はぼんやりと思った。死し屍し累るい々るいと室内に横たわる二十名以上の男子生徒と、その呻うめき声を意識の外へ追いやりながら。

　一つ問題を執とり成したと思えばまた次の緊きん急きゆう要請が、一つ蹴け散ちらしたと思えば今度は怪しい動きを見せているグループがあるとの密みつ告こくが……、とまるで休む間もなく駆り立てられ続けた雪子は、視聴覚室を占せん拠きよして明日の上映会予よ行こう演習をしているという『映像研・愛あい鳥ちよう連盟』という名で登録していた彼等の元へ抜き打ち審査を行った結果、プロジェクターで十八禁きんな内容のビデオを映していた連れん中ちゆうを即そつ刻こく処しよ罰ばつ。

　そして今は心身ともにやってられないくらいに疲れ果て、のそのそと視聴覚室を後にするところだった。

　誰だれ一人として動かない連中を尻しり目めに、少しばかりやり過ぎたと反省もする。途中で誰かの肋ろつ骨こつを折ってしまったような記き憶おくが曖あい昧まいにあり、馬鹿騒ぎをして羽は目めをはずしたいだけだった人間の処罰としてはどう考えても重おも過ぎる。

「…………いや待てよ」

　該がい当とうする彼はやたらと肉付きが良い体をほぼ曝さらけ出す半はん裸ら姿だったので、つい反射的に踵かかとをめり込ませてしまったことを思い出し、

「……やっぱ、あれくらいやってもいいわね……」

　しかけていた反省を取り下げ、『自じ業ごう自じ得とく』の烙らく印いんに切り替える。

　とぼとぼと特別校舎の廊下を歩き、ぼぉ[image: ][image: ][image: ]っとしながら階段を下りて一階へ。

　いつもならそろそろ演劇部の練習も終わる時間なのだが、と考えつつ重い体に難なん儀ぎしながら正面入り口へと向かう。

　背を丸めてとぼとぼ歩くという、白しろ銀がね雪ゆき子こらしからぬ姿で廊下を行く。先にある第一家庭科室の窓やドアの隙すき間まからは光と香こうばしい様々な匂においが漏れていて、つい胃い袋ぶくろが反応してくるくると鳴った。

「あー……甘いものが食べたい……パフェとか杏あん仁にん豆どう腐ふとかぜんざいとか……」

　脳が糖とう分ぶんを求めているんだろうなぁ、と雪子が自己分ぶん析せきしていると、第一家庭科室のドアが開かれた。

　音と溢あふれる光に反応してそちらを向くと、三角巾きんを被かぶったエプロン姿の女生徒と目が合う。そして彼女がこの一週間で顔かお馴な染じみになった相手だと知る。

「っと、こんばんは篠しの原はら先せん輩ぱい」

「はいこんばんは。今日もお勤つとめご苦労さまねぇ」

　近所のおばちゃんのような喋しやべりの篠原めぐみは笑いながら三角巾を取り、エプロンのポケットに入れた。そして対ついの手に持っていた小さな紙袋を雪子へと差し出す。

「ほらこれ、今日の成果よ。オレンジのタルトとキャラメルシュークリーム」

「わっ、ありがとうございます！」

　喜き色しよくいっぱいの雪子は小走りで近寄り、差し出された紙袋を両手で受け取った。この数日何度も来た結果、いつの間にか帰りがけに手て土産みやげを貰もらうのが習慣づいているのだ。

　近づくと家庭科室のドアの隙間から、クリーム系の甘い匂いやソースの濃のう厚こうな匂いと、様々な香りと共にいくつもの視線が感じられる。見れば篠原の向こうには雪子に頭を下げる女生徒たちの姿があった。小さく手を振ると、彼女たちは喜びはしゃいでなにやら囁ささやきあい出した。

「いつものことながら人気者ねぇ」

　からかうのではなく誉ほめるような声に、雪子は疲れた笑みを浮かべ、

「サファリパークの猛もう獣じゆうにでもなったような気分がしますけどね」

「危険度は白銀さんの方が上でしょ。胃袋は同じくらいかしらねぇ」

　言って、篠原は大声で笑った。廊下に響ひびくのも気にせず笑う上級生に、しかし雪子は反論出来ずに下した唇を突き出す。

　見回りということで各教室で作業する生徒の所へ顔を出していた雪子は、男子生徒からは畏い怖ふと恐怖と邪よこしまな目で、女生徒からは畏怖と尊そん敬けいとなにやら熱っぽい目で見られていた。あちらこちらで蹴けりを見舞い続けたのだから恐れられるのは当然なのだろうが、予想外なことに、積極的に雪子へ接しようとする生徒も少なからずいた。

　何故なぜか食事を扱う企画を立てた生徒にその率が多く、二つの家庭科教室に顔を出すと、いつもメニュー研修の焼きそばやらお好み焼きやらクレープやらフルーツジュースやら、とにかく接待もどきの食事攻めにあう。

　そして出された殆ほとんどをちゃんと平らげていた。今日も六時過ぎに一度寄り、たっぷりと様々な料理とお菓子を食べて、その上で小こ腹ばらを空すかせているのだ。篠しの原はらの言葉を否定出来るわけがない。

　料理部の中でもデザート班の班長である篠原は、班長というより給食のおばちゃんのような太くて優しい笑みを湛たたえ、

「よく食べるのはいいことだって。しかもそのスタイルを維い持じ出来ているんだから、むしろ誇りなさいな」

「スタイルを維持というか、成長していないだけのような気も……」

「はは、心配しなくてもそのうち洗せん濯たく板いたは卒業するわよ。男が出来て子供作れば効果覿てき面めん！　あたしんところのお姉ちゃんがいい例よ」

「…………嬉うれしいアドバイスをどぉも」

　あっさりと気にしている部ぶ位いを見抜かれた上に適切かつどうにもし難い助言をもらい、低い声で返礼する。

　それから「後あと片付けがあるから」と言う篠原と別れの挨あい拶さつを交わし、雪ゆき子こは手にした紙袋の中身をどこで食べるか、食べる際には何を飲もうか……と食欲に頭を支配されながら第一家庭科室前を後に──しようとしたのだが、すぐに足を止める結果になった。

　歩いた先で、先さき程ほどと同じように第二家庭科室のドアが開いたからだ。

　そこからひょっこりと出てきたのは、これまた見知った顔だった。

　制服を着た彼女は『新聞部』とある腕わん章しようを付けた右腕を元気よく挙げ、短距離にもかかわらず猪いのししのような勢いで雪子の所まで走り、目の前で急停止する。

　眼鏡めがね越しに雪子を見上げ、朝一番のように快活な表情で、

「およっ、白しろ銀がねさん発見！　見回りご苦労さまですっ」

「ありがと。でもアキ、何故かしらね……あんたの方があちこち走り回っているような気がするのは」

「そりゃあ新聞部だからねっ。『台たい風ふう祭さい』の記事は年間でもトップクラスの大仕事だし！」

「いやそれは分かるけど……」

　どうしてそんなに元気なのかというのが雪子の聞きたいところだったのだが、どうやら伝わらないようだった。新聞部一年にしてストーカーやハイエナにも匹ひつ敵てきにする事件に対するしつこさと敏びん感かんさであっという間に三千人以上の生徒の間で知名度を上げた武む藤とうアキは、やはりというか、マイペースだった。

「実際に出展側を見回った感想はどうですかっ？　注目のお店とかそういうのがあったらぜひ教えてもらいたいんだけど、何かない？」

「それで言ったらあたしのお薦すすめで記事にされそうだから、言わない」

「えぇー!?　別にいいじゃん、言っちゃおうよ言っちゃおうよっ！」

「って言われても、そこまで詳しくは聞いてないわよ。料理系のお店はどこも美味おいしかったし、アトラクション系とイベント系は当日までお預けでしょ。あと、映像研の企画は中止になると思うわ──誰も登校できないだろうから」

　先さき程ほど叩たたきのめした連れん中ちゆうのことを思い出し、雪ゆき子この口元に暗い笑みが浮かんだ。入院まではしないだろうが、二日や三日で全快する程ほどやわな制せい裁さいではなかったはずだ。苦痛と目もく論ろみ発覚のダブルパンチの中、わざわざ強行しようとする奴やつはいないだろうと見けん当とうをつける。

　非常灯とうと教室から漏れる光だけが頼りの廊下で不ぶ気き味みに笑う姿は雪子自身もヤバめだと思うが、アキはまるで気にした様よう子すもなく取り出したメモ帳に走り書きをする。

「ふむふむ～。それで、今日のお仕事はもう終わり？　徹夜で作業する人もいると思うけど、そこまではチェックしないの？」

「さすがに、ね……それに、大おお目めに見ていいでしょ。明日は本番で今日しか残ってないんだからね」

「うんうん、そうだよねっ。お祭りだもん、ちょっとくらいはいいよねっ！」

　しきりに頷うなずいて、それからアキはメモ帳をポケットに仕舞いながら、

「そういえばそういえばっ、演劇部も頑がん張ばってたよ！　一日目はトリだし、二日目は午後一番でどっちもお客が多く入る時間帯だからかな、稽けい古こにも熱が入ってていい感じだったもん」

「ってことは、練習見たの？」

　雪子は今日一日走り回っていたのに、演劇部一いつ行こうの姿だけは見ていなかった。たまたま時間がかち合わないのかもしれないが、そうだとしても遭そう遇ぐう率が低すぎる。

　とりあえず部室に行って、いなければその場で待っているつもりでいたが、練習場所が分かるならまずはそちらに行ったほうが早く済む。

「それで、連中はどこに？」

「昼前に第一体育館でリハーサルした後は、ずっとあそこにいたはずだよっ」

　言って、アキがピンと立てた人差し指の先には、薄暗い天井。

　視線を上へ下へと往復させた雪子は眉み間けんに皺しわを寄せ、「むぅ」と小さく唸うなる。

「この上は職員室じゃ？」

「やっだ白しろ銀がねさんってば、つまらないボケはいらないよ！　そうじゃなくて、屋上屋上っ」

「……あぁ、うん、屋上よね、屋上……」

　曖あい昧まいに頷うなずいた雪子は、首くび筋すじを指で搔かきながら乾いた笑い声を出す。ボケたつもりなど欠片かけらも無かったのだが、よく考えなくともそんな場所で演劇の練習をしているはずがなかった。となれば、ボケだと思われても仕方ない。

　どうにも疲れが溜たまって頭が回っていないことを自覚させられ、やれやれと深く吐と息いきをつく。これはもう、さっさと帰ったほうが身の為ためだろう。

　活力に溢あふれたアキに別れを告げて屋上へ行こうとした雪ゆき子こは、

「……ん？」

　いくつかの雑音が耳に入ってきたことでそれを止めた。

　複数の足音と、何やら話している声。ほんの僅わずかに聞こえて来たそれは、徐々に大きく、やがて廊下に響ひびくほど明確に近づいてきた。

「あっ、どうやら向こうも終わったみたいだね！」

　雪子が振り返るのと、アキの弾はずんだ声が発せられたのはほぼ同時だった。

　言葉の通り、薄暗い廊下の先にある上階へと続く階段に、よく見れば人ひと影かげが降りてくる姿があった。一人や二人ではなく、交わしている会話も同どう時じ多数で聞こえて来る。

「──から、やっぱりこう、ぶんっ、て思いっきりやっちゃったほうが良くない？」

「派は手でなのはいいねぇ」

「でもそれだと確実に死人が出ない？」

「ほら男子ぃ、もっとキリキリ歩けー」

「せっ、先せん輩ぱい……そろそろ、限界が……」

「あらあらだらしない。ね、まどかさん？」

「無理なら私が代わりますよ？」

「いえっ！　頑がん張ばらせて頂きます！」

「ぅわあいつきたねぇ……！」

「やっぱり殺陣たてはもっと本格的に、刺さし身み包ぼう丁ちようをさぁ……」

　取り留めの無い、しかもなにやら血ち生なま臭ぐさい言葉も行き交っているその会話は間違いなく演劇部のものだと雪子にも分かる。

　遅くまで練習していたのだろうからもっとげっそりとしていても良さそうな気もするが、どうやら体力はかなりあるらしい。距離と光の加か減げんで見えるようになった先頭を歩く女生徒など、何故なぜだかプラスチックのバットを振り回しながら楽しげな様よう子すでいる。

　つくづくこの学校の演劇部は分からない、と感想を抱いていると、向こうからも発見されたようで、

「あっ、白しろ銀がねさんと、えぇと、ほら、あのはしっこいスクープの鬼おにがいるよ！」

「むむ、出迎えってヤツ？　愛されてるわねぇー」

「うわあたしも愛されてぇー！」

　さらにテンションを上げて近づいて来る。耳と頭が痛くなりそうな状況だったが、疲れのせいかそこまで気にならない。

　ぼんやりと、明かりの少ない中で距離が縮まった集団の中から遊ゆう矢やの姿を探す。見知った演劇部員は手を振ったり挨あい拶さつをしたりして横を通り過ぎ、大荷物らしい段ボール箱を持った男子部員は余よ裕ゆうの欠片かけらも無い必死の表情でよたよたと歩いて行き、そのさらに後ろに、求めていた姿があった。

「あ……っ」

　白のスポーツウェア上下に身を包んだ遊ゆう矢やが視し界かいに入った時、雪ゆき子この心臓は一度大きく跳ねた。

　無意識に反応した鼓こ動どうにより、数時間前に聞いたある出来事が思い出される。

　あまり考えたくないことだったせいか、次々と起こる問題に忙ぼう殺さつされていたせいか、とにかく奥底に閉じ籠こもっていた記き憶おくが、当人を見たことで反応して起き出してしまった。

　雪子は胸に手を当て、じっと遊矢を見つめる。隣となりを歩く佐さ倉くら千ち恵えとなにやら話していた幼おさな馴な染じみは、その視線に気づいて微笑ほほえんだ。それはいつものことなのだが、今日に限って雪子の胸は痛みを覚えた。

　まどかや千恵が何かを言ったような気がしたが、内容は頭に入ってこないので生なま返事しか出来ない。

「……雪ちゃんどうしたの？」

　──気がつけばアキもいなくなり、第二家庭科室のドアも閉まっていた。

　そして目の前に、遊矢だけが残っていた。

　ハッとした雪子は慌あわてて首を横に振り、

「いやっ、別に何でもないわ！　は、早く戻るわよ」

　踵きびすを返し、正面玄関へ向かって歩く。その動作は自分でも分かるくらいぎくしゃくしていたが、どうにも直らない。

「あんまり急がなくてもいいよー。どーせ女性陣じんが着替え終わるまでは入れないしねー」

　すぐ後ろから聞こえる遊矢の声はいつもながらのんびりしていた。そのせいか、少しだけ雪子に落ち着きが戻る。

　しかし、何と言っていいかは分からない。

　訊ききたいことはあるが、どう切り出していいのやら、こういうことに慣れていない雪子には定てい型けい詩しも上手うまい探り方も思いつかない。

　焦しよう燥そう感だけが募り、それでも必死に頭を回転させ、うんうん唸うなりながら機械的な動きで靴を履はき替えて校舎の外へ出て──

　ようやくで雪子の頭脳が捻ひねり出した言葉は、

「そっ、そういえば演劇の練習具合はどうなのよ!?」

「んー……結けつ構こう慣れてきたけど──って、どうして雪ちゃんは頭抱え込んでるの？」

　本当は直球で訊くつもりだったのにも関わらず口から出た言葉に、自じ責せきしまくる。

　自分のチキンっぷりに情なさけなく思いながら……『でも待てよ』、と考え直した。少し遠回りになるが、何気なく聞き出すにはこっちのほうがいいのかもしれない。

　それに、よく考えるまでも無く、最近はあまり話をしていなかった。本題は別にあるとして、今日あった出来事や昨日までの些さ細さいでどうしようもない話を含めて、とにかく色々と話したい。別にアパートへ帰ってからでも出来るのだが、互いに疲れているので、家に着いて風ふ呂ろに入ったらすぐに寝てしまう予感をビシビシと感じる。

　結果オーライ、と気を取り直した雪ゆき子こは、サークル棟とうへ向かう下りの道をゆっくり歩く。

　横に並んだ遊ゆう矢やの緩んだ笑顔を見ながら、

「えーっと、遊矢はあれでしょ？　まどかさんの恋人役だったわよね？」

「んー……どちらかというと、まどかさんが僕の恋人役、なのかなー」

　とんちのような遊矢の答えに、雪子の表情は渋くなる。

「……なんの違いがあるのよ、それ」

「えーと、まどかさんは僕のことを恋人だと思ってるんだけど、僕の方はまどかさんを恋人だと思ってないんだよねー」

「はぃ？　それじゃ、恋人同士じゃないわけ？」

「そだねー。僕の恋人は六分の一あやねちゃん人形、って設定らしいし」

「……………………ちょっと待ちなさいよ？」

　一度深しん呼吸をした雪子は、さて……、と情報を整理する。

　まどかは遊矢の恋人。

　遊矢の恋人はあやねちゃん人形。

　──あやねちゃんって誰？

　これは一応、三角関係？

　というか、

「あんたたちがやるの、青春恋愛劇じゃなかったの？」

「千ち恵えちゃん曰いわく、現代風倒とう錯さく的てき青春恋愛劇だって。なんだか難しそうだよねー。でもキャッチコピーは『フルスイングな恋愛模も様よう☆ぽろりもあるよ！』だよ？　わくわくするよねー？」

「……むしろ違う意味で心臓が痛くなりそうだわ」

　軽い頭痛を感じて額ひたいに手を当てて、雪子は先週演劇部に乗り込んで交わした会話を思い出す。




『いくらなんでも高校の学園祭で濡ぬれ場はどうかと思います！』

『あら、でも皆は賛成してくれたのよ？　実際に素す肌はだを晒さらすのは私だけという条件だけれど』

『内部の賛同があっても、後で学校側から色々と言われますよ！　廃はい部ぶの可能性だって！』

『ちゃんと校長先生の許可を得ましたから平気ですよ』

『なっ……!?』

『芸術に理解のある校長先生で、撮影用にビデオカメラを用意すると、喜んで』

『……………………』




　あの時、問題は、部に所属する人間だけではなく、学校のトップにあると強く思ったものだ。

　その後、一応遊ゆう矢やの方から説得するように言って置いたのだが……

「それで、結局濡ぬれ場はどうなったの？　もしかしなくてもやるんでしょ」

　断定的な言葉だったが、外れるとは思えない。遊矢には『やらずに済むよう抵抗しなさい！』と言い含めたが、『あの』演劇部の面めん々めんが、そんな面白そうなことを簡単に却きやつ下かするはずがないのだ。

　そしてその予想を裏付けるように、遊矢は頷うなずいてみせた。

「千ち恵えちゃんが言うには、『学園祭の演劇部の発表は物もの見み遊ゆ山さんで初しよ見けんの客が多いっす、途中途中で視覚的にも聴覚的にも興こう奮ふんさせる演出をしないとダメっすよー』、ってことらしいよ？　色々考えてるよねー」

「その興奮させる演出が濡ぬれ場ってのはどうなんだか。下手へたなことして廃はい部ぶになっても知らないわよ？」

　心配半分、咎とがめる気持ちが半分という配分で雪ゆき子こがそう言ってやると、何故なぜだか遊矢は笑みを深めた。

「そんなに刺し激げき的じゃないから大丈夫だと思うよ。どっちかというとただのラブシーンだし……えーと、例えば、そうだねー」

　足を止めた遊矢は、視線を宙に漂わせる。

　何がしたいのか理解出来ない雪子は奇き行こうじみた行動を訝いぶかしげに見やり、腕を組む。左手に持った紙袋が小さく揺れるが、それが収まっても遊矢は何も喋しやべらない。

　しばしそのままで時間が過ぎ、精神状態が不ふ審しんから苛いらつきへと移行し始めようかという時、遊矢は動いた。

　一つ頷いて、それから雪子へと向き直る。

「例えば三十分が過ぎる頃の、ちょっと集中力が怪しくなる時間帯のシーンはね」

　そして遊矢はおもむろに、

「僕がまどかさんで、雪ちゃんが僕だとすると」

　一歩で雪子との距離をほぼ零ゼロにして、

「こんな感じかな？」

　首に両腕を回して、抱きついてきた。

「…………へ？」

　憮ぶ然ぜんと腕を組んだままでいた雪子は突然の行為に呆あつ気けに取られ、間の抜けた声を出す以外に何も出来ない。
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　自分の首には確かに二つの細い腕が絡んでいる感かん触しよくがある。

　体の前面にはぴたりとくっついた衣服と温かな感触がある。

　左耳の横には微かすかな息いき遣づかいが、そのこそばゆい感触が──

「ひゃうっ?!」

　放心しかけていたところに新たな刺し激げきが加わり、口からは思わず悲鳴に似た声が出た。

　その自分でもびっくりするくらい女の子っぽい声に、雪ゆき子こはようやく我に返る。

　瞬しゆん時じに現状を把握。続いている行為と刺し激げきに、脊せき髄ずいからもどかしくもぞくぞくする感覚が神経を昇ってくるように脳をちりつかせ──

　パニクった。

「やっ、ちょっ、だ、やめっ──!?」

「むー？　うー、むぅんぅー」

「ひぁっ!?　だめ、舌っ、く、嚙かん──」

　折り畳たたまれていた両腕と共に身み悶もだえるようにして体を動かし、どうにかして遊ゆう矢やを振りほどこうとする。

　本来ならば力任せになんとか出来ないことも無いが、上手うまく力が入らない。

　が、雪子が暴れたことで遊矢はあっさりと首を固定していた腕を解ほどいた。その瞬間に雪子は慌あわてて飛び退のき、真っ赤な顔で左耳を抑えて怒ど鳴なった。

「あっ、あんたなにしてんのよ?!　いきなり、あんなっ…………耳を！」

　抱きついてきた遊ゆう矢やは、何を思ったのか雪ゆき子この耳たぶを口に含んだのだ。

　甘あま嚙かみ、口付けたままの喋しやべりと今も残っている歯と舌の感かん触しよくに、ちょっと涼しい程度の秋の夜風ではまるで冷れい却きやく効果が及ばないほどに顔が熱く火ほ照てっている。

　一方、行為に及んだ遊矢は平へい素そと変わらない笑顔でのんびりと答えた。

「だからラブシーンの実演だってば」

「なっ……今のをまどかさんがやるわけ!?」

「まどかさんのほうがテクニシャンだよ？」

　妙みような返事がきたがその意味するところから想像すると、かなり過激な内容だと雪子は確信した。

　それなのに、

「んなことやっても舞台上なんでしょ!?　遠くの人からは何やってるかまるで分からないじゃないのよ！」

「あ、でも僕がまどかさんの上着を脱がすから素す肌はだが見えるよ。客席からは背中しか見えないけどねー」

「じゃあ正面のあんたからは!?」

「くっついてるから見えないよー。でも雪ちゃんの時にはありえなかった感触が素す敵てきだよ？」

　気にしている部分をいともあっさり言ってくれる遊矢に対し、恥ずかしさではなく頭に血が上るのを雪子は感じた。

　そのふやけた笑顔に前まえ蹴げりをぶちこんでやろうかという衝しよう動どうが湧わき起こり──一人の女生徒の顔が脳のう裏りを過よぎったことで、沈ちん静せい化した。

　ぐっと握っていた拳こぶしを緩め、口を噤つぐみ、顎あごを引いて遊矢の足元を見る。表情を見なくて済むように。

「……れ？　雪ゆきちゃん？」

　いつものパターンなら蹴りが飛んできたか、少なくとも騒ぎはする雪子が大人おとなしくなったことに違い和わを感じたようで、のんびりとした遊矢の声はややトーンが落ちている。

　基本的に遊矢は鋭い。緊きん張ちよう感を失い注意力も薄いというのに、ほんのちょっとした機き微びには高こう確率で気がつく。

　だから次の一言で大体は察するだろうと思いながら、雪子は口を開いた。

「確かにあたしはまどかさんみたく胸がおっきくないわよ──赤あか石いしさんとは違って」

　嫌いや味みと、牽けん制せいと、僅わずかな怯おびえを含んだ言葉は、やけに響ひびいて聞こえた。

　一いつ拍ぱくを置けば縛いましめが解けたように、グラウンドや校舎から人の声や物音もする。が、今度はそれが妙みように遠くに聞こえる。

　雪子の耳に届くのは、数歩離れた距離にいる遊矢の息いき遣づかい。

　ジリ、とずらした靴がアスファルトの地面と擦すれる音。

　弱い風にさわさわと表面が靡なびく白いウェア。

　そして、空気を伝わって感じる気配。

　何を考えているのか、何を感じているのかまでは分からない。

　しかし、ほぼ確実にこちらの意図は伝わっているだろうに、息を吞むことも空気を張り詰めさせることも無いその空気に、雪ゆき子こは痺しびれを切らして顔を上げた。

　案あんの定じよう、遊ゆう矢やの表情には驚きもなければ引きつった様よう子すも無い。ただやんわりと笑みを浮かべて、自然体の、いつもの水みな瀬せ遊矢のままだった。

　例え感覚を奪われてなくとも変わらないだろう態度の幼おさな馴な染じみに、雪子はため息混まじりに言ってやった。

「……で、どうなの？　雑誌やＣＭで活躍中のグラビアアイドルに告白された感想は。ついでだから穂ほ坂さか副会長の告白を断った時の話も聞きたいわね」

「あ、やっぱり玲れいから聞いたんだねー」

「反応すべきはそこじゃないでしょ？　それにどうしてバカ沢ざわの名前が出てくんのよ。アキから聞いたのかもしれないじゃない」

「赤あか石いしさんだけなら武む藤とうさんかもだけど、穂坂先せん輩ぱいのことは玲以外は知らないはずだから。武藤さんが知ってたら、もうとっくに学校新聞に載せられちゃってるよ」

「あ、そっか…………って、別に情報元はどうでもいいのよ！　赤石智とも子こよ、赤石智子！　彼女に告白されて、しかも最近ちょくちょく顔をあわせてるらしいじゃないの」

　それは数時間前に聞いた情報だった。

　井い沢ざわ玲曰いわく、

『赤石智子な。あの挑ちよう発はつ的な胸が特徴な芸能クラスの女だけどよ、なんでも遊矢に告こくったらしいな。今週に入って二度も話しているところを見かけたから両方に探り入れたら、ビンゴだ。詳しよう細さいまでは聞き出せなかったが、返事はまだっぽいぜ──さて、どうするよ？』

　意味ありげに笑みを見せた彼には何も言わずに立ち去ったが、それ以い降こう雪子の頭の中ではずっと『赤石智子』と『告白』の二つの単語がこびりついて離れなかった。

　そして今、実際に口にしてみたが……やはり、不安が募る。

　まだ、ということは迷っているということだ。

　決断を後押しするつもりはないが、もし気持ちが傾いているのなら──

　嫌な想像が膨ふくらみそうになり慌あわててその考えを振り払い、雪子は吞のん気きそうに突っ立っている遊矢を見み据すえる。

「で、どうするのよ？」

「どうしようかなぁ」

「……考えてないわけ？」

「ん～、そういうわけじゃないんだけどね。返事は学園祭の後でいいって言われたから、ギリギリまで保留にしておこうと思って」

　さらりと核かく心しんには触れない回答。

　はぐらかされたような気がしたが、雪ゆき子こは癇かん癪しやくを起こしたりはしなかった。

『ギリギリまで保留』という言葉に、胸の内で燃えるものがあったからだ。

「──つまり、明後日あさつてまでが勝負ってことね」

　雪子が取る行動は一つだけだ。

　売られた喧けん嘩かに対する行動は、昔から変わらない。

「相手にとって不足はなし、か。向こうもハンデ持ちだしね」

　遊ゆう矢やのことをいつ好きになったのかは知らない。これまでにどんなアプローチをしていたかも分からない。しかし一番共きよう有ゆう時間の長い自分が知らないということは、イコール大した時間は費やせていない、ということだ。

　その上で学園祭が終わるまでという、土日を挟んで一週間という短い期間の勝負に出た。

　いくら相手が可愛かわいくて胸が大きい芸能人でも、限られた時間で出来ることは少ない。残すところはあと二日だ。

　しかもその二日は、事情を知った自分が戦線に加わる──

「ふっ……久しぶりに燃えてきたわ」

「ね、雪ちゃんさっきっからどうしてトリップしてるの？　怪しいよ、指差して笑われるよ。誰もいないから僕が代わりに笑う？」

「…………あんたは人の気を削そぐ天才だわね……」

　高こう揚ようしていた戦意もやる気もあっさり萎しおれ、雪子はがっくりと脱だつ力りよくした。

　と、紙袋が指をすり抜け地面に落ちてかさりと音を立てる。

　はぁ、と一息吐はいて、紙袋を拾う。軽く払って砂を落とし、それからぐっと背せ筋すじを伸ばす。

「……疲れた。今日はさっさと帰りましょ。戦いは明日からでいいわ……」

「よくわからないけどそろそろ部室も空あいてるだろうし、帰ろっかー」

　まるで告白の件など気にしていないように、遊矢はのんびりそう言って歩き出す。

　もう一度吐と息いきをついて、雪子はその後を追う。

　いつも笑ってばかりで背も高くなく、玩具おもちや扱いなのか女おんな受うけがいい幼おさな馴な染じみの背中を見ながら、ふと思いついて、

「そういえば赤あか石いしさんとあんたにどんな繫つながりがあるの？　もしかして、一ひと目め惚ぼれ？」

　少しくらいは情報を集めておこうと、問い質ただす。

　遊矢は前を向いたまま「むー」と小さく唸うなった後で、

「春に校内で何人かの男子生徒に絡まれていた時、助けに入ったんだよ──雪ちゃんが」

「はぃ？　覚えてないけど、それでどうしてあんたに惚れるの？」

「確か初めは僕がまぁ落ち着こうよって彼らに言ったんだけどね。それがむかついたのか、僕の胸むな倉ぐらを摑つかんで脅おどしてきたら」

「あたしが介かい入にゆうした、と……印いん象しよう的にはちょっと弱い気がするけど……」

　言いながら、まあ好きになる切っ掛けなんて人それぞれか、と思い直す。

　人生を左右するような大事が起きて芽め生ばえる恋心もあれば、ふとした瞬間に萌ほう芽がする愛情もある。

　なんにせよ、負けたくなければ勝たなくてはならない。

　学園祭という一大イベントはその舞台として相応ふさわし──

「あぁっ!?」

　ようやく気が付けた事実に、雪ゆき子こは驚きよう愕がくした。

「明日も明後日あさつても委員の仕事があるじゃないのよ！」

　呆ぼう然ぜんと、再び手から紙袋が落ちる。

　そして前にいた遊ゆう矢やは振り返り、『なんで今いま頃ごろそんなことを言い出すんだろう』と言いたげに首を傾かしげていた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　何かの音が鳴り響ひびいていることに気づき、美み樹きは薄っすらと目を開けた。

　ぼんやりと頭を起こし、耳みみ障ざわりでない程度の低音が響ひびく中、自分が寝てしまっていたことに気がつく。

　食堂で夕食を摂とり、部屋に戻った後は特にすることもなく、横になって本を読んでいた記き憶おくがある。どうもそのままうたた寝してしまったようだった。

　──そこまで覚かく醒せいして、やっとで先さき程ほどから鳴っている音の正体がドアをノックする音だと気がついた。

　慌あわててベッドから起きた美樹は、ややだるい四し肢しを動かしてドアへと近づき、開けた。

　そこにいたのは隣りん室しつの同級生で、明るく染めた茶ちや髪ぱつとよく焼いた肌はだの、十一時というかなり遅めの門限を破る常じよう習しゆう犯はんという噂うわさを聞いていた。

　彼女は持っていた小包を差し出して、

「これさ、寮りよう母ぼのおばちゃんから預かってたのよ。下で会った時、『あなた高たか嶺みねさんのお隣となりよね？』って渡されてさ。いや、うっかり忘れてて遅くなっちゃったよ」

「はぃ…………ど、どうもありがとうございます」

「ん、ども。それじゃ、バイッ」

　美樹が小包を受け取ると、顔の前に翳かざした手を振り、美樹の視し界かいから歩いて消えた。

　元気だなぁ、と思いながら小包を机に置いて時計を見ると、もう十時近くになっていた。二時間以上寝ていたようで、すっきりしない頭はまだ眠り足りないと訴えている。

　明日は学園祭だというのにこの気の抜け具合に、美み樹きは苦く笑しよう気味に頰ほおを緩ませ、それから誰からの届け物だろうと小包に貼はられた紙の差出人を見た。

「あ……」

　書かれていたのは北ほつ海かい道どうの祖父の名前で、美樹は苦笑を微笑に変えた。

　小さい頃から忙しかった両親に代わって美樹を育ててくれた祖そ父ふ母ぼの顔が瞬しゆん時じに思い出され、美樹は口くち元もとを綻ほころばす。趣味で骨こつ董とう屋を営む祖父は初はつ孫まごの美樹をとても可愛かわいがってくれていて、東京行きに一番反対した人物でもあった。叔母おばが教員として働いている学校であるならば、と最後に折れたのだが、今も週に一度は心配して電話をくれる。

　心配の原因を、美樹はよく理解していた。

　一人っ子で子供の少ない田舎いなか育ちという環かん境きようも手伝って、美樹は人ひと見み知しりの激しい内気な性格に育った。それを自分でも良くないと思い、両親の海外赴ふ任にんを契けい機きに何日もろくに眠れないほどの恐怖と不安を押し切って東京の高校へ進学したのだから、孫まご想おもいの祖父が落ち着いていられるはずもない。

　机にベッド、小さなタンスと本棚という飾り気のない部屋に一つだけある置物──机の上の写真立て。その中で笑う祖父母を見て、美樹の胸の中で安あん堵ど感が湧わき上がる。

　田舎の祖父母に思いを馳はせ、それからまだ肝かん心じんの中身を見ていなかったと、包みを開け始める。荷物が届いた報告と感謝の電話は明日の朝にかけようと思いながら、ガサガサと包装紙を剝はがすと、そこにはボール紙で出来た箱があった。

　慎しん重ちような手つきでそれを開けると、中には黒っぽい小箱が入っていた。取り出してみるとそれは金属製で、くすんだ群ぐん青じよう色だと分かる。蓋ふたには何か彫られた跡があったが、長い年月の中ですっかり読み取れなくなっている。

「綺き麗れい……」

　一ひと目め見て、美樹はその小箱が気に入った。

　派は手でさに欠けるどころか、普通なら廃はい棄きすべきか迷うような年代物の褪あせた小箱。それでも小さい頃から骨こつ董とう品に囲まれながら祖父母に育てられた美樹には、素敵に見えた。

　と、そこでようやく、小箱と一緒にメモ用紙程てい度どの紙が入っていたことに気が付いて、美樹はそれを手に取り読んでみる。

　それは祖父からの手紙で、『元気にしているか？』といういつもの挨あい拶さつから始まり、この小箱を手に入れた経けい緯いが書かれていた。

　祖父の骨董仲間がオランダで手に入れた物で、少なくとも四百年は前に造られた宝石箱らしいが、アンティークとしての価か値ちは殆ほとんどないという。しかし実用に耐える代しろ物ものなので、小物入れとして使ってやって欲しい──と。

「うん……大事に使うね」

　口元だけ笑みを作って呟つぶやいて、美み樹きは包装紙とボール紙の箱を畳たたみ、紐ひもとまとめてゴミ箱に捨てた。

　残された贈り物の宝石箱をどこに置こうか迷いながら手に取り、まだ中を見ていなかったと気づいて蓋ふたに手をかけた。

　留め具のついていない蓋は、中にカットされたケーキが数個入るくらいの本体の割に重く、年代物だと感じさせる。

「んっ……」

　やや力を籠こめると、蝶ちよう番つがいが軋きしむ音を立てて、ゆっくりと開いた。

　蓋は垂直になるまで開けたところで動かなくなり、美樹は中がどういう造りになっているのかと覗のぞき込み、




　中から放たれた視し界かいを埋める強烈な光に、反射的に頭を引いた。




「ぁ────────」

　悲鳴を上げることも出来ず、立ち上がろうとした拍子にイスは倒れ、美樹自身もよろめいて床に転ぶ。

　手から零こぼれ落ちた宝石箱は机の上で横倒しになり、青い光を放ち続けていた。

　呆ぼう然ぜんとする美樹の前で、青い光は宙に何かを描いていく。それが六ろく芒ぼう星せいと呼ばれる形だと頭の片かた隅すみで理解はするが、その周辺に描かれる文字や模も様ようは見たこともなく、意味するところも分からない。

　ほんの数秒で青い光は三つの六芒星と、その周辺に何かを描いた。そして青く輝く宙に描かれた線はより一層強く輝き、鼓こ膜まくに響ひびく甲かん高だかい音を立て──

　爆発したように、青い光が部屋を埋めた。

「────────！」

　喉のどが震え何か発したが、美樹の耳には届かない。硬く閉じた瞼まぶたの向こうは光が溢あふれていることだけが分かり、何でこんな事態になったのかはまるで分からない。

　美樹は、荷が届いたのを含めて、夢の中にいるのだと強く思った。そうでなければ説明が出来ない。

　だが鼓こ動どうは重く跳ねて、腋わきに感じる汗は生々しい。

　そして瞼を通して眼球が感じる光量は次第に弱まり、部屋は静せい寂じやくと共に元の状態へ戻って行くことが分かる。

　夢は、まだ覚めない。

　覚めないまま、

「おや、これはまたずいぶんと変わった事態ですね」

　美み樹きの耳は、自分以外の声を捉とらえた。

　発信源は、恐らくベッドの横、窓の前。

　しかし声は窓の向こうからではなく、間違いなく同じ室内から聞こえて来た。

「さて、そろそろ目を開けてもらえますか？　これを現実と伝える為ためにも、どうか私の姿を見てください」

　丁てい寧ねいな口く調ちようは男の人の声だった。同学年の男子よりも高く、それでいて耳に優しい。

　その声に導かれるように、美樹は恐る恐る瞼まぶたを開けた。

　床に近い低い視点から見る、自分に宛あてがわれた部屋。

　閉じられたカーテンの前に、見覚えのない男が立っていた。

　年の頃は二十歳さい前後。赤毛をオールバックで固め、茶色のクラシックスーツに白いネクタイをした青年が、その紅あかい瞳で美樹のことを見つめていた。

　テレビや雑誌でも見たことがないほど端たん整せいな顔に薄っすらと笑みを浮かべた彼は、柔らかな物もの腰ごしで一礼した。

「初めまして、お嬢じようさん──ああ、心配しなくても大丈夫ですよ。物もの盗とりや不法侵しん入にゆう者の類たぐいではありません。私はシゼムと言う名の上位悪あく魔まで、たった今貴女あなたに招かれた者です」

「ぇ…………ぁ、悪魔……？」

　擦かすれた声で訊たずねると、シゼムと名乗った男は再さい度ど頭を下げた。昔の映画で紳しん士しがやるような大おお袈げ裟さなそれは、不ふ思し議ぎと違い和わ感かんがない。

「そう、悪魔です──さあお嬢さん、願いを唱となえてください。どんな内容でも……とはいきませんが、およそ望む限りの願いは叶かなえられるでしょう」

　現実離れした現れ方をした男が、現実味みのないことを言っている。

　美樹は震える手を口元へやり、小指の先を犬けん歯しで嚙かんだ。痛みと指の感かん触しよくがあり、そして目の前の光景は変わらない。

　相変わらず見知らぬ美形の青年はカーテンの前に恭うやうやしく立ち、微笑ほほえみながら美樹を見ている。彼以外はいつもの部屋のままだ。

「さあ──貴女の願いを」

　三度聞こえた彼の声に、ようやく美樹は理解した。

　この夢は覚めないのだ、と……













二章　認識の変貌







　十月最初の土曜日午前九時──『台たい風ふう祭さい』が開幕した。

　それから十分後、早くも学校内はヒートアップして大変なことになっていた。

　とある教室では客の持った皿にたこ焼きを飛ばすというパフォーマンスを行い、熱々のたこ焼きを客の顔に命めい中ちゆうさせて乱らん闘とう騒ぎが起きていた。三年校舎二階の廊下では『スーパーデストロイビーチフラッグ』と名づけられたイベントの第一回目の第一試合が始まり、タイル敷きの廊下になんのクッションもない状態で勢い良くダイビングした三人の生徒は揃そろって皮ひ膚ふを擦すり剝むき、悶もだえ転げた。ボクシング部のプレハブ小屋では『三分五百円で部員を殴なぐり放ほう題だい』という殴られ屋に影えい響きようを受けた企画が開始、一人目の客は調子に乗りやすいタイプのいじめられっ子で、ラッキーパンチが指名部員の顔面にヒット、いい気になって次発を繰り出そうとして、逆にボコボコに殴られ他の部員が慌あわてて止めに入った。

　初日の朝っぱらだというのにロケットスタートを決めたかのような盛り上がりをみせ、次々と巻き起こるトラブルに、あちらこちらで一人の女生徒を呼ぶ声が発せられていた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「ああもうっ、道を開けないと怪け我がするわよっ?!」

『天てん中ちゆう殺さつ』の三文字を背負った白しろ銀がね雪ゆき子こは、一年校舎の三階をダッシュしていた。

　心得たもので、通行していた生徒は雪子の姿を認めた瞬間慌てて端はしに寄る。邪じや魔まになれば強制排はい除じよをくらうと誰もが知っているのだ。そしてもうぽつぽつといる気が早い外部からの客は、そんな周りの様よう子すと怒ど濤とうの勢いで走って来る羽は織おりを着た女生徒に驚き、他の人に倣ならって避ひ難なんといった具合だ。

　誰の妨害も誰かの排除もなく目的の教室まで辿たどり着いた雪子は、急ブレーキをかけて靴底を鳴らす。慣かん性せいで体が横に流れる前に『南国喫きつ茶さサイドビーチ』と書かれた紙が貼はってあるドアに指を引っ掛け、スライドさせた勢いでその場に留まる。

　派は手でな音を立てて開いたドアに、中に居た殆ほとんどの人は雪子へと視線を移し、そのうち半数は顔色を青ざめさせた。それらは全て席に着いた客ではなく、立っている店側の人間だ。

　ずかずかと教室内に入った雪子は、すぐ近くに設けられたレジに居たエプロンを装着した女生徒を睨にらみつけて、

「責任者を出して。もしくは男子全員蹴け散ちらさせて」

　ひぃっ、と息を吞む彼女では話になるまいと、他のエプロン姿の生徒へとターゲット変更。エプロンを着けた生徒は全員女生徒なのだが、その内の一人がカーテンで仕切った厨ちゆう房ぼうスペースの方をちらちら見ていた。

　その視線の先に客には見えない白のカッターシャツに黒のスラックスという格かつ好こうの男子が、思いっきり顔を青白くさせていた。

　どうやらこいつか、と当たりをつけた雪ゆき子こが大おお股またで歩み寄ると、小こ刻きざみに震え出す。

　半歩の間を空あけて対たい峙じした彼は雪子より頭二つは大きい巨体だったが、見る影もなく縮こまっていた。

　大おお柄がらな彼を遠えん慮りよなく睨にらむと、それだけで目め端はしに涙を溜ためた。が、雪子には容よう赦しやするつもりなど微み塵じんも無い。

「あんたが責任者ね？」

「は……はぃ」

「で、浜辺でもないのに水着にエプロンなんて不ふ埒らちな格好で客寄せまではギリで許すとして…………ボッタクリまでするなんて、いい度ど胸きようしてるわね？」

「あぅ、あ、それは、あの、ちょっとした手違いで……」

　怯おびえまくった責任者は助けを求めるように視線をあちこちへ動かす。しかし誰も期待には応えてくれないようで、一人として動く気配はない。

　そんな中、雪子は目を細くしてテーブルクロスで飾られた机を見る。そこにはチップスとチョコレートが置かれた紙皿とジュースが入った紙コップ。

「あれが南国セット？　五百円らしいけど、同じのを注文してサービス料金を別に二千円取られたって騒いだバカがいるんだけど……心当たり、あるわよね？」

「な、ないです」

「あー、そぉ。思い出すまで打撃入れたら入院レベルの怪け我がになっちゃうけど、今の証言に間違いないわね？」

「ごめんなさいあります三分前にそれっぽい客が出て行きましたぁっ！」

「根こん性じようないわね……とりあえず、初しよ犯はんだから払い戻しをすれば無かったことにしてあげるわ。次はそこの窓から投げ出すわよ」

「すっ、すみませんでしたぁっ!!」

　大おお袈げ裟さなくらい大声で謝る責任者に背を向けた雪子は、七つあるテーブルに着いた男性客と前から見たらエプロン以外は何も着けていないように見える巧こう妙みような着方をした店員たちに睨みを利かせる。

「いい？　客のセクハラに乗じて追加料金取とったり、オプション付けて変なサービス始めたら……男は病院送り、女子はその格好のまま学外マラソンの刑に処すわよ。それを心して営業を続けるように」

　その言葉に店員だけでなく、客も顔色を青くしてコクコクと何度も頷うなずく。

　この様よう子すならもう間違いは起きないだろうと少しだけ満足し、雪ゆき子こは『南国喫きつ茶さサイドビーチ』を後にした。

『台たい風ふう祭さい』が始まってからこれでもう六件目のトラブルだった。正式な開始時刻は午前九時ジャストなのだが、飲食系の店はフライングで始めている場合も少なくない。そのせいで雪子は開始前から走り回る羽は目めになり、早くも仕事放ほう棄きが頭を過よぎっていた。

　しかし本当に止めることなど出来ず、苛いら々いらしながら早歩きで廊下を歩く。気がかりで仕方ないことがあるというのに、自由が利かない状況が恨うらめしい。

　今いま頃ごろ、遊ゆう矢やは何をしているだろうか？

　最後の通し稽げい古こは朝あさ一いちで行うと聞いていた。今頃はそれも終わり、フリーのはずだ。十時から第二体育館で井い沢ざわ玲れいがバンド演奏をするはずなので、その時になれば捕まえられるはずだった。

　──雪子の時間が空あいていれば、だが。

「くっ……こうしている間にも赤あか石いしさんの魔の手が…………って、もしかすると……」

　雪子は歩みを止めずに思し考こうを巡らせた。

　今日は学園祭で土曜だ。それなりに人気のタレントである赤石智とも子こなら、本ほん来らい学校が休みの日に仕事が入っている可能性は高く、もしかしたら朝から晩まで自由時間がないかもしれない。あったとしてもほんの数時間かもしれない。

　そう思えば忙ぼう殺さつ気味の雪子も、少しは精神に余よ裕ゆうが……

「なぁ、やっぱさっきの赤石智子かな？」

「っぽいよな。でも横にいたあれ、水みな瀬せだろ。どういう関係だ？」

「わかんね。人違いじゃねーの」

　……すれ違った男子生徒三人が交わしていた会話が、あっさりと余裕を奪い取った。

　敵は既に遊矢と接触している。

　となれば、雪子も黙っているわけには──

「っ、こんな時にまたっ!?」

　羽は織おりのポケットで携帯電話が震え、空気を読まずに着信メロディーが鳴り響ひびく。朝に生徒会室に顔を出した際に小こ林ばやしと呼ばれていた一年生役員からプリペイド式の携帯電話が支給されたため、いつでもトラブル報告とエマージェンシーが届くようになっているのだ。

　厄やつ介かいなことをしてくれて、と心の中で毒づきながら携帯を取り出し通話状態にすると、すぐに慌あわただしい声が聞こえて来た。

『あっ、白しろ銀がねさん大変です！　三年のＫ組で行われているお化け屋や敷しきで、闇やみに乗じてセクハラされたという女性が……』

「……おっけ、すぐ行くわ」

　短く返して通話を切り、素早い動作で携帯を仕舞う。

　そして颯さつ爽そうと走り出した。

　次々と問題は起こるが、放って置いても数は減らない。ならば迅じん速そくに潰つぶし、一刻でも早く自由な時間を作る。それから遊ゆう矢やと二人で学園祭を回る。宝探し系のイベントや海かい鮮せんお好み焼きやボリューム満点のクレープなど、行きたい所や食べたい物はいくつもある。伊達だてに見回りをしていたわけではなく、どこで何をやっているかにかなり詳しくなっているのだ。

　全てはその時の為ために──赤あか石いし智とも子こに負けない為に。

　雪子は羽は織おりとスカートをはためかせ、三年校舎目め指ざして階段を飛ぶように駆け下りた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　今日と明日の二日間はホームルームも出席確認も無い。しかし風かざ見み野のの生徒の大たい半はんは九時前に登校し朝あさ一いちから『台たい風ふう祭さい』を楽しもうとの意気込みだったようで、九時半を過ぎて校門から続くなだらかで長い坂道を歩いているのは、外部からの客が殆ほとんどのようだった。手に持ったパンフレットや興味深そうにあちこちへ視線を移しているのですぐにそれと分かる。

　だが美み樹きは風見野の生徒にも関わらず、緊きん張ちようと不安が見る者に伝わるくらいのおどおどした様よう子すで坂道を歩いていた。

「そんなに気を張らなくとも大丈夫ですよ。私の姿は普通の人間には見えないように設定してありますから」

　声の主は、美樹の隣となりを歩く青年だった。大学生と思おぼしき外見年ねん齢れいの、容よう姿しだけでなく動作や言葉遣づかいも美しい赤毛の男。背は百七十半なかば程度で、手足が長くスーツが良く似に合あう。

　彼をちらりと見た美樹は、しかしすぐに視線を地面へと戻し、俯うつむいたまま歩く。

「本当に……見えないんですか？」

「ええ。もちろん、例外はあります。私の同種である天使や悪あく魔ま、霊れい感かんを持つ者、何らかの魔法効果を身に受けた人間──つまり、ごく稀き少しような相手だけです。そして人間相手ならば見えはしても私が悪魔だとは分かりませんよ。だからご安心を」

　丁てい寧ねいな口く調ちようで礼れい儀ぎ正しい説明をしてくれた彼に、美樹は顔を合わせないまま頷うなずいた。

　自分には見えているのに他人には見えない──信じ難い話ではある。

　しかしそれを言えば、昨夜の出来事はどう理解すればいいのか？

　未だに良く分からない、昨夜起きた不ふ思し議ぎな現象を思い出しながら、美樹は信じるしかないと自分に言い聞かせた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「──とは言っても、今の貴女あなたには意味が通じていないのでしょうね」

　どこからか部屋に現れ、シゼムと名乗った彼はそう呟つぶやいて笑い、

「失礼、あまりに珍しい状況なものでしたので。私も驚いているのですよ。もちろん、貴女あなたほどではありませんが」

　シゼムはゆったりと自然な動作で倒れたままの美み樹きへ近づき、その手を取って引き上げた。細身に見える彼の手は簡単に美樹の体を立ち上がらせ、続いて傍そばに転がっていたイスを一いち瞥べつする。

　たったそれだけで、倒れていたイスは糸で吊つられたように持ち上がり、呆ぼう然ぜんとした美樹へと方向を変えて床に落ちる。

　そしてシゼムにやんわりと押される形で、美樹はイスの上に座った。

　美樹は再び元の位置に戻ったシゼムを見つめるが、上手うまく焦しよう点てんが合わなかった。夢む幻げんのような出来事に、認にん識しき処理が間に合わない。焦っているわけではないが、どこにも実感というものが感じられないのだ。

　そんな状態を理解してか、シゼムという名のスーツの彼は優しく微笑ほほえんだ。見る者を落ち着かせ、魅み了りようさせるその笑みは、正常な状態ならば美樹の顔は赤せき面めんしたに違いないほど美しかった。が、今の美樹には意識を強く向けさせる程度の効果しかない。

　それでも少しだけ思し考こう力を取り戻せた美樹は、恐る恐る、突然現あらわれた男へ声をかけた。

「あの、あなたは、その……何で、どうやって……」

　──かけたはいいが、言葉が上手く見つからない。しどろもどろになり、自分の言葉に混乱しそうになる。

　だが何となくは伝わったようで、声が返って来た。

「先さき程ほども言いましたが、私は悪あく魔まです。シゼムという名の上位悪魔──悪魔は能力によって下位、中位、上位の三段階に識しき別べつされています。天使なら七段階になりますが……両者に共通して二つ名を持つ者は強大な力を扱えるのですが、残念ながら私には二つ名はありません。がっかりさせたのであれば申し訳ないのですが」

　苦く笑しようをするように肩を竦すくめる。

　道どう化けを演じるようなその姿に少しだけ安あん堵どした美樹は、まだ不ふ審しんは拭はらいきれないものの、

「……その、本当に悪魔なんですか？」

　最も納なつ得とく出来ない部分を訊たずねる。

「ええ、そうです。信じられないのは仕方ありませんが……ああ、うっかりしていました。貴女の名前を訊きくのを忘れていましたね」

「え……その、」

「安心してください、名前を知ったからといって何かするわけではありません。疑わしいのは充分に自覚していますが、呼び出され契約印いんを刻まれた者は自らを呼び出した召しよう喚かん者を決して傷つけることは出来ません。証しよう拠こを見せようにも、出来ないものをしてみせる……という矛む盾じゆんの証明はさすがに難なん題だいなので無理ですが、ね」

　迷いなくすらすらと語るシゼムの言い分は、ようやく正常稼か働どうを始めた美み樹きの頭で理解出来るものだった。

「……………………高たか嶺みね美樹、です」

「ありがとうございます──では美樹さん。少し事情を説明しましょう」

　一礼したシゼムはすっと肩の高さまで腕を上げ、掌てのひらを天井へ向ける。するとそこへ、机の上にあったはずの宝石箱が落下した。美樹は慌あわてて机を見るが、そこにはやはり宝石箱の影はなくなっている。

　驚きと不安を募らせてシゼムを見れば、彼は興味深そうに美樹の祖父が送ってきた宝石箱を眺ながめていた。

「やはり……これは召しよう喚かん術じゆつ具ぐですね。それも強力な──何度でも使用可能な収束型ですか。これほどの逸いつ品ぴんを創り出すとは、いつの時代の魔ま術じゆつ師かは知りませんが大したものです」

「あの……？」

「ああ、失礼しました。私がここに現れた原因なのですが、やはりこの小箱がそうでした」

「お祖父じいちゃんがくれた宝石箱が……？」

　それはつまり宝石箱の中に彼がいたということなのだろうか……と考えかけて、美樹はその回答を否定した。

　仮にも骨こつ董とう屋を営む祖父が検けん分ぶんもせずに贈り物をするはずがない。祖父以い前ぜんにも何人もの人があの宝石箱に触れ、蓋ふたを開けているはずだった。その時に悪あく魔まが出てくるような事態になっていないのは間違いないだろう。

「この小箱ですが、召喚術具と呼ばれる一種の魔術儀ぎ式しきに使われる装置なのですよ」

「召喚術具……装置……」

　解説を始めたシゼムの言葉に耳を傾けながら、美樹は聞いた覚えのない単語に眉まゆをひそめる。

　シゼムは頷うなずき、話を続けた。

「悪魔や天使をこの現げん世せに召喚するには莫ばく大だいな霊れい力りよくが必要となります。それこそ数万人分ぶんの霊力か、一人の人間の魂たましいを捧げる程ほどの力を──ですが、人間は研けん鑚さんする生き物としてはかなり優秀です。召喚に必要な霊力を確保する為ために様々な研究をし、呪じゆ文もんや魔法陣じん、結けつ界かい内で生いけ贄にえを使用することで霊力を増大、コストパフォーマンスを実現させました。

　召喚術具はその一例です。ポピュラーな物は宝石などの霊力を貯ため易やすい鉱物を使用した蓄ちく積せき型の術具なのですが、この小箱のように周囲の霊力を集める物も僅わずかではありますが存在します。その中でもこれはかなりの代しろ物ものですね。恐らく効果は小さな島を覆おおうほどに広く、また集めた霊力の増幅と召喚起き動どうまでこなす……素晴らしい技術の塊かたまりです」

「これが、そんな……」

　ただの古く素す敵てきな宝石箱だと思っていたものの正体に、美樹は少しだけ今の状況が理解出来た。彼はあの召しよう喚かん術じゆつ具ぐを装置と言った。ならば恐らく、開けた時点で作動する仕組みになっていたのだろう。

　だが、まだ納なつ得とくは出来ない。納得出来るだけの情報は揃そろっていない。

「ならどうして、おじ……私の祖父が開けた時には何も起こらなかったんですか……？」

「単純です──稀き代たいの召喚術具といえるでしょうこの小箱ですが、それでも召喚に必要な霊れい力りよくを集めるまでには全然至いたっていないのですよ」

「え…………？」

「人口とその密度の問題です。いくら世界的な大都市といえども、一ブロックに住む人間の数などたかが知れています。一つの建物に数万人を押し込め、その場で使用するなら話は違ってきますが、ね。

　つまり普通にこの召喚術具を使用したところで、召喚が実現する可能性は無いに等しい──ですが、召しよう来らいならば話は別です。住宅街のように人が密集している場所でこれを開けば、かなりの率で召来が可能でしょう」

　言って、シゼムは笑みを深めた。

　大事な物を扱う手つきで宝石箱の蓋ふたを閉めて、美み樹きに持たせる。

　そうしておいて、彼は片手でネクタイを緩め、下に着たシャツのボタンも上うえ二つを外す。

　自分の部屋で異い性せいが服を脱ごうとしているその光景に、美樹は赤せき面めんして目を逸そらし、

「これをご覧らんください」

　シゼムの声に、躊躇ためらいながらも恥ずかしさを堪こらえて、前を向く。

　はだけられた彼の首元──鎖さ骨こつの間に、何かの印しるしがあった。赤で描かれた円と梵ぼん字じのようなものが。

「これは契約印いんと言うのですが、名称通り契約を満まん了りようした暁あかつきには消える印です。これが消えた場合、我々はあまり長く現げん世せいに滞たい在ざい出来ません……出来ませんが、少しの間ならば留まることも可能です。

　そんな、既に現世にいる契約印の無い悪あく魔まや天使を呼び出し再契約を行う召来ならば、召喚と同じ方法で必要とする霊力はずっと少なくて済むのです」

「じゃあ……シゼムさんは、その召来で……？」

「そうです。自分で言うのもなんですが、私は少し変わり種だねなので。契約が満了した後も現世を観光していたのですよ。魔ま界かいに帰ればまたつまらない生活に逆ぎやく戻もどりなので、その前に楽しもうと思ったものですから」

　言って、シゼムはカーテンの閉まった窓まど枠わくに腰掛けるように体勢を崩し、表情をやや真ま面じ目めなものに変えた。

「我々を召喚した人間は望むがままと言ってもいいほど、どんな願いでも叶かなえられます。しかしその契約は代だい償しようを必要とし、願いが現実レベルから外れれば外れるだけ代償も大きくなるのです。こちらの意思で代だい償しようを引き下げることは出来ますが、私はビジネスと割り切るタイプなのでそんなことはしませんし、他の天使や悪あく魔まも同じでしょう。

　──美み樹きさん、偶然に私を召しよう来らいした貴女あなたは、当然ですが願いを叶かなえる権利を持っています。しかしそれは諸もろ刃はの剣つるぎで、この後の人生を失う可能性も孕はらんでいます。

　ですから、今すぐに願いを言えとは言いません。良く考え、その上で私の力が必要でないのであれば、くだらない願いの一つでも言って頂ければ最小限の損失で済ませましょう。私は観光を続け、貴女は今まで通りに過ごす……それでどうですか？」

　訊たずねられ、美樹はキュッと胸の前で手を握る。

「私は…………」

　どうしたいのだろう、と考える。

　降って湧わいたこの事態に、何かを犠ぎ牲せいにしなくてはならないという願いに、美樹の思し考こうはまとまらない。

　漠ばく然ぜんと──願いはあると、感じている。しかしそれは何なのか。少し前まで頭の中が真っ白だったせいか、それとも迫られるとすり抜けてしまう性質なのかは分からないが、すぐに出てこない。

　もどかしい気持ちが溢あふれそうになり唇を嚙かむ美樹に、優しい声がかけられた。

「今日はもう休んだ方がいいみたいですね。大丈夫、時間はあります。後こう悔かいの無い結末の為ために何日か考えるのもいいでしょう」

　自分のことを思いやるような言葉に彼を見上げれば、シゼムは姿勢を正して微笑ほほえんでいた。

「では、年とし頃ごろの少女の寝しん所じよにいつまでもいるのはマナー違反なので、私はこの辺りで消えるとします。明日の朝、目覚めの後にまた来ます」

　そう言うと、シゼムの体は消え失せた。消失という言葉が当てはまる、一瞬で姿を消すという不ふ思し議ぎな現象に、今いま更さらながら彼は『悪魔』だという実感が湧わいてくる。

『ああ、言い忘れていましたが、美樹さんが呼べば私はすぐに駆けつけます。この星の裏側にいようと他の惑わく星せいにいようと、一秒以内に参さん上じようさせてもらいますよ』

　頭の中に響ひびく、シゼムの声。どこから聞こえてくるのかは分からないが、これは空気を震わせて聞こえる音の類たぐいではないのだろうと、美樹は漠然とながら判断した。

『それでは、良い夢を──』

　別れの言葉が響く。

　……どうやらどこかへ行ったようだと美樹が認めたのは、たっぷり五分は経たった後だった。だが同時に、呼べば本当に現れるのだろうという予感もあった。

　独りになって美樹はのろのろと立ち上がった。手の中に残されていた宝石箱は、最も早はやただのアンティークではなく、場違いな魔法のアイテムと認識が変わってしまっている。

　召しよう喚かん術じゆつ具ぐである宝石箱を机の引き出しに仕舞い、深く息を吐く。

　そして倒れるようにベッドへ身を預け、布ふ団とんと静せい寂じやくに包まれる。

　それから数時間、美み樹きは眠れない夜を過ごした。

　うたた寝をしてしまったことが原因ではないのは、明らかだった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　朝になり、昨夜のことが現実かどうかの判断がつかないまま着替えと朝食を終えて部屋に戻った美樹は、そこに赤毛の青年が当たり前のように存在し朝の挨あい拶さつを寄よ越こしたことで、嫌でも現実と認めざるを得なくなった。

　だが、願いはまだ決まっていない。それを伝えると、シゼムは「慎しん重ちようになるのはいいことですよ」と微笑ほほえんだ。

　そしてこう助言もしてくれた。

「ただ、願いというものは深く考えても分からない場合が多々あります。そんな時は日常生活を過ごし、その中で見つけるという方法もありますよ。普段から思う何気ない望みこそが最も叶かなえたい願いである……あながち間違いではないはずです」

　──そして今、美樹は通い慣れた学校の坂を歩いている。

　学園祭というのは日常とは少し違うかもしれない。だがそれは『日常の中の非日常』だ。特殊ではあれど、それほど外れてはいないだろう。

　それに美樹は、二つの理由でどうしても学校へ来たかった。

　一つは親友の雪ゆき子こに今の状態を話し、相談に乗ってもらうこと。

　そしてもう一つは……密ひそかに想いを寄せている人の舞台を見るため。

　右手首の腕時計を見れば、九時四十分になろうという時刻だった。

　井い沢ざわ玲れいがボーカルを務めるバンドのライブが始まるまで、あと二十分という時刻だった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　出だしからトラブルと騒動が目め白じろ押おしの『台たい風ふう祭さい』は、火消し役の雪子からすれば休む間もなく奮ふん戦せんを迫られる最悪のスタートを切った。

　実働開始から早一時間、蹴けりをくらわせた人数は既に二ふた桁けた台。その中にはナンパ目的らしい外部からの客も含まれている。屋や台たいやイベントスペースになっていない場所ではあちらこちらで客引きが行われているのだが、借金を抱えて終わりたくない気持ちが強いのか、女生徒は肌はだ寒さむいのを堪こらえて露ろ出しゆつの多い服装で宣伝をしている姿が目立っていた。

　それが結果的にトラブルを増加させる手助けをしているので雪子としては勘かん弁べんしてもらいたいのだが、向こうも必死だ。しかもお祭りムードで多少のことではへこたれない。

　体力には自信がある雪ゆき子ことはいえ、こうも走り回っていては半はん日にち持たない。その上、雪子の姿を見かけた人たちの中には『うちの店に寄って行って！』『これ食べてください！』と好意か嫌がらせか分からないくらいに声をかけてくる者もいる。あまりに度が過ぎるので蹴け倒たおした人数は三人いた。

　ランニングよりもやや速いペースで第二グラウンドから校舎側へと走りながら、楽しげに学園祭を過ごしている人数が徐々に増えてきていることに、雪子は苛いら立だちを隠かすさずに叫んだ。

「ああああああああっ、もうどうして初日くらい生徒のみの参加にしないのよっ」

　声に反応し、何人かが足を止めて雪子を注視する。だがそんな視線を意識してどうこう思う余よ裕ゆうも無い。

　今も特別校舎にある化学実験室で行われている、実験と手品をミックスした公こう開かい実験手品で爆発物を扱うという情報をキャッチした学園祭実じつ行こう委員が事実確認に向かっており、万が一の時に備えて近くにいて欲しいと要求されていた。

　そうでなければこの外気の涼しい季節に額ひたいに汗を浮かべながら走ったりしない。

　今いま頃ごろ遊ゆう矢やは何をしているのだろうか、と雪子は思いを馳はせる。

　自分がこんな面めん倒どうで厄やつ介かいで終わりの見えない労働に追われているというのに、あのボケた笑顔の幼おさな馴な染じみは赤あか石いし智とも子こと──

「くっ……今に見てなさいよ……！」

　仕事に区切りがついたらその時は必ず……、と胸に誓ちかい、雪子は第二体育館の前の道を走り抜け──

「ずいぶんと忙しそうだなぁ？」

　──ようとしたところに聞き慣れた声が届き、足を止める。

　くるりと振り向けば、そこには思った通りの人物が体育館の壁に寄りかかって立っていた。

「……バカ沢ざわ、もうライブが始まる時間じゃないの？　なに油あぶら売うってんのよ」

「オレは特にやることねーし。体調は万ばん全ぜん、客もそこそこ入っているみたいだしな。あと五分もすれば体育館の半分はオレの客で埋まるだろうから、それからスタンバればいいんだよ」

「相変わらず大物ぶったバカっぷりね……にしても……」

　出番まで十分を切っているはずなのにいつも通りへらへらしている玲れいだが、さすがにステージに立つだけあって、服装がそれっぽいものになっていた。黒い革のツナギを身につけているのだが、下は普通に穿はいて、ジッパーは上げず袖そでも通さず腰の辺りで縛しばってまとめていた。上に着ているのは英語で何やら書かれた白いティーシャツで、残念ながら雪子の英語力では訳すどころか読むことも叶かなわない。

「似非えせパンクロッカーって感じねー。そんなカッコで歌が下手へたなら本当に悲ひ惨さんなライブになりそうだわ」

「誰に言ってんだ、オレに死角はどこにもねぇ。そんなことより──」

　不意に、玲れいの表情が曇った。

　お気に入りらしい銀のチョーカーを指先で弄いじり、視線を外して遠くを見る。雪ゆき子こはなんとなくそちらを向いたが、何人か歩いている人や遠くに一年校舎が見えるだけだ。特別興きよう味みを誘うようなものはない。

　もしかしてこの男も緊きん張ちようしているのだろうかと思うが、さすがに笑う気にはなれなかった。いや、本当ならば笑い飛ばしたいしその方がリラックス出来るのだとも思うが、その目がいやに深しん刻こくな色を帯びていて、軽かる口くちを叩たたける雰ふん囲い気きではなかったのだ。

　明後日あさつての方向を見たまま、玲はぼそりと言った。

「どっちかっつーと心配なのは遊ゆう矢やの方だな」

「は？　どうして遊矢が……」

　聞き返そうとして、雪子は自分も思い当たる要素があることに気がついた。

　ただでさえトラブルに巻き込まれやすい遊矢が一緒にいるだろう相手は、そこそこ以上に顔が知られている赤あか石いし智とも子こだ。彼女のファン、もしくは元もと々もと遊矢に善よからぬ感情を抱いている者がその光景を見て、どう思うか？

　そして遊矢に自衛するだけの能力はなく、頼りになりそうな人物も近くにいない。

　危険だ。かなり危険だ。

　ならば……、と考えた雪子の出した結論は、シンプルなものだった。

　──自分がそうなればいい。

「……ま、考えすぎだな。いくらなんでもそう簡単に巻き込まれるようなことは──」

「いいえ、安心なんて出来ないわ！　それに赤石さんの妨ぼう害がいも出来るし、一いつ石せき二にち鳥ようよ！」

「あん？　雪ゆき姫ひめ、お前何なに言って……？」

　雪子と同じ危き惧ぐを抱いていた（はずの）玲は訝いぶかしげに片かた眉まゆを上げ、なにやら得え体たいの知れないモノを見るような目になっていた。

　だが、雪子の中では既に決意が出来上がっている。

　ぐっと握った拳こぶしを前に突き出し、攻撃的に笑みを浮かべ、

「そうよ、別に遊矢と一緒でも治安維い持じは可能だわ！　ああもうっ、なんで気づかなかったのかな、あたしってば肝かん心じんなところで間ま抜ぬけだわっ」

「いや雪姫が間抜けなのは充分に知っているが、んなことより何を……」

「っさい、バカ沢ざわには関係ないの！　あたしはこれから遊矢を攫さらって──じゃなくて、見つけ次第奪だつ回かいして……って、こんな時にまたっ?!」

　ポケットの中で震える携帯の素そっ気け無い着信音が鳴り出し、雪子はそれを取り出すと同時に電話に出る。表ひよう示じを見なくとも相手は学園祭実じつ行こう委員か生徒会役員の二に択たくなので、

「もしもし、今からやることが出来たから、」

『そんなことより大変です！　一年Ｂ組の蕎麦そば屋でプロレスラーみたいなガタイの客が暴れているんですよ！　あぁっ、責任者がネックハンギングツリーをくらって泡あわ噴ふいてます!?』

「っ、分かったわよ、行くわよ！」

　躊ちゆう躇ちよは一瞬、苛いら立だたしく返事をすると、雪ゆき子こは携帯を仕舞う。

　遊ゆう矢やを探そうとした矢や先さきにこれだ。無視してもいいのだが、怪け我が人が出ると後あと味あじが悪い。

　悔くやしさに歯を嚙かみ締しめた雪子は、すぐ近くでくつくつと笑う声を聞き、相手を睨にらむ。

「何がおかしいのよバカ代表」

「いんや、別に？　それよか早く行ったほうがいいぜ」

　何やら含みのある言い方をした玲れいは、

「さて、オレも行くか。遊矢のことだ、ステージが始まる頃には来てくれるだろうしな。好感度アップの為ためにも、晴れ舞台を派は手でに決めるとするわ」

「……もし赤あか石いしさんがいたら、邪じや魔まする気とか……ないわよね？」

　ほんの少しだがその展開を望みつつ言うと、玲はせせら笑って手をひらひらと横に振った。

「ハッ、赤石智とも子こ如ごときが何しようが知ったこっちゃねぇよ。このオレが難なん航こうしているんだ、そこいらのタレントが落とせるような柔やわな相手じゃねぇっつーの」

「……っそ。聞いたあたしがバカだったわ──それじゃ」

　自分は男だというのに自信たっぷりな玲に呆あきれ、雪子はその場を走り去った。

　人と屋や台たいを避けながら一年校舎を目指す中、雪子はふと思った。

　あの自信は少しだけ羨うらやましい。

　十年以上という付き合いがあっても不安に駆られている自分に比べ、半年の付き合いしかない玲は遊矢のことを全て知っているかのように、そして自分自身に対する絶対の評価を持って、顔もスタイルも抜ばつ群ぐんで人気のある赤石智子を『如き』と言い切る。

　玲が本気で遊矢を狙っているかどうかは、まだいまいち分からない。軽かる口くちが多い男だから、言葉は信用に足らない。

　だが……それでも、あの自信は本気だろう。

　負けるとは微み塵じんにも思っていない。

　自分は、少しとはいえ不安に感じているのに。

「………………走りながら考えることじゃないわね」

　今日はまだ一度も見ていない遊矢の顔を思い浮かべたのを最後に、雪子は雑ざつ念ねんを振り払うべくスピードを上げる。

　これから行うだろう戦闘は、これっぽっちも不安に感じなかった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　やっとで辿たどり着いた第二体育館の前で、美み樹きは泣きそうな顔で呟つぶやいた。

「あぅ……やっぱりもう始まっちゃってる……」

「仕方ありませんね。もう十時二十分を過ぎていますから」

　独り言のつもりだったが、隣となりにいるシゼムは律りち儀ぎに言葉を返した。

　そう、美み樹きの腕時計も十時二十一分と表ひよう示じしている。そして玲れいの率ひきいるバンドのライブが行われるのは十時から四十分間。

　遅くとも五分前には到着する……はず、だった。普段通りならば。

　第一の誤ご算さんは、人の多さ。人ひと込ごみの苦にが手てな美樹はそれだけでも苦痛なのに、宣伝と客引きという役割の生徒たちは遠えん慮りよも容よう赦しやもなく美樹に声をかけ、チラシを渡し、強ごう引いんに手を引っ張って行こうとする人までいた。

　断りきれなかった美樹は芝しば生ふの上に作られた甘かん味み処どころで仕方なしにあんみつを食べ、それから早歩きで第二体育館を目指した。その時点でライブは始まりそうな時間だった。

　第二の誤算は、最短ルート上でイベントが行われていて、道が封ふう鎖さされていたのだ。ヒーローショーのようなそのイベントによって美樹は遠回りせざるを得なくなり……結果、二十分という遅刻をする羽は目めになった。

　少し離れたその場にいても聞こえて来る騒がしい音は、中に入れば耳がおかしくなるほどの大音量なのだろう。最近の音楽はあまり聞かない美樹にとって、恐らく日本のロックバンドのコピーと思われるその演奏に魅み力りよくは感じない。

　が、歌っているのが井い沢ざわ玲となれば話は別だ。

　ゆっくりと覚かく悟ごを決めて、美樹は二つある入り口のうち、薄く開かれている後ろ側の入り口へと向かった。当然のようにシゼムも付いて来る。学園祭期間は体育館にはシートが張られているので靴を履はき替える必要はない。各校舎の床にはシートは張られていないが、後日の掃除が企画側には義務付けられているので同じく土ど足そく禁止ではないはずだった。

　ドアの狭い隙すき間まに体を横にして入ると、

「ぁ────」

　鼓こ膜まくが震えているのが自じ覚かく出来るほどの音が美樹を襲おそった。思わず耳を手で押さえ、それでも中へちゃんと入る。

　エレキギターとドラムの音が一ひと際きわ大きく、シンセサイザーはやや控えめながらも高こう音おん域いきで聴覚を刺し激げきする。ドンドンと体の内側に響ひびく音の波に、自分がいる場所があやふやになったような感覚がある。

　そして、

「『ぅおっしゃ───────、ガンガン飛ばせぇぇェェっっ！』」

　離れたステージの上では、玲が気持ち良さそうに叫んでいた。

　どうやら間かん奏そう中のようで、歌いはせずに好き勝手に客を煽あおっている。そして客も、まだ午前中だというのに軽く三百を超えるだろう人数がステージに群がり、口々に何かを言ったり叫んだりしていた。

　暗がりの中、ライトを浴びているのは玲れいを含めたステージ上の演奏者だけ。その中でも一ひと際きわ目立つ玲の姿は、汗かそれとも目の錯さつ覚かくか、輝いてさえ見える。
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　僅わずかな間見み惚ほれていた美み樹きは、そのまま一番後ろの壁かべ際ぎわへと移動した。

　前に行きたい気持ちは、ある。しかしあの熱気の中に飛び込む勇気は無く、自分の隣となりにいる悪あく魔まの青年の存在も気になる。

　壁に寄りかかる形でステージを見つめていると、間かん奏そうが終わり、玲は歌い始めた。

　歌詞は乱暴で、初めて聞くのでコピーとして上手うまいのかどうかは分からない。

　だが体の芯しんまで響ひびくような声量と体温を上げるように熱気を誘ゆう発はつさせる歌声は、音おん程ていがどうとかいう細かいことを考えられなくさせるほどインパクトがあり、そして心地良かった。

　改めて美樹は思った。

　何をやっても出来る人は出来るのだと。そしてその代表のような彼は、野生の獣けもののような美しさを感じさせる彼は、やっぱり手の届かない存在なのだと実感した。

　当たり前だが、ステージで歌う玲は美樹のことなど見ていない。館内の前半分は観客が大おお勢ぜいいて、それらを見渡すように、『自分に向けて歌っている』と錯覚させるような目め線せんだ。

　尤もつとも、距離が離れているのでそれは気のせいかもしれなかった。

　だが、自分のことなど気にも留めていないことは確実だった。

　──自じ虐じやく的な思し考こうに胸が痛んだ、その時。

「これは…………珍しいことがあるものですね」

　シゼムの呟つぶやきが、不ふ思し議ぎなことに大音量にかき消されることなく美み樹きの耳に届いた。

　暗がりの中で隣となりを見れば、美樹より頭一つ分ぶん近く上にあるシゼムの顔には微かすかな動どう揺ようが浮かんでいた。見ようによっては感かん嘆たんとも取れる表情の彼は、先さき程ほどまで美樹も見ていたステージの一点に視線を注そそいでいた。

　壇だん上じように作られたステージで気持ち良さそうに歌っている井い沢ざわ玲れいを見ながら、シゼムは優ゆう雅がに口元を緩めて、言った。




「ボーカルの彼は人間ではありません。私と同じ悪あく魔まです」




　一瞬の空白の後、割れんばかりの音が美樹を包んだ。

　しかし以前のような体の中に響ひびき渡る音には感じず、水の中に潜もぐっている時のようなぼんやりとした音に聞こえる。

　ステージでは今も玲が歌っていて、ライトを浴びて気持ち良さそうに笑っていた。なのにその光景が、どうにも現実味みがない。

　──違う、と美樹は思った。

　現実味がないのは、先程聞いた言葉のほうだ。

「井沢くんが、悪魔…………そんな……」

　何かの冗じよう談だんだと思って笑おうとしたが、頰ほおが引きつっているのが自分でも感じられ、美樹は口を閉ざしてシゼムの顔を見上げた。

　赤毛の青年も美樹を見ていて、微笑ほほえみながら、しかし目と声は真しん摯しに告げる。

「信じ難いでしょうが、事実です。彼は私と同じ、召しよう喚かんによってこの世界に現れた悪魔ですよ。どうやら下位の悪魔のようですが……それでも普通の人間と比べれば能力差は歴れき然ぜんとしているはずです。心当たりはありませんか？」

　その言葉に、美樹の心臓は小さく跳ねた。

　玲がどれだけ運動が出来て格かく闘とうが強いかはよく知っている。勉強に関してはあまり聞かないが、会話内容を聞く限り思し考こう力も高い。知識も意い外がいなくらい豊富だ。

　そしてなにより──その存在感。今もステージ上で、ボーカルだからという理由を除いても誰より目立っているその姿。

　ただそこにいるだけで他を圧倒するだけのものが、確かに彼には備わっている。

　そして美樹はそれに近いものを、自分の隣にいる青年からも感じていた。

「本当に…………井沢くんが……？」

　呟くと、堰せきを切ったように頭の中に疑問が満ちる。

　シゼムと同じ悪あく魔まだとして、彼はどの様ようにして誰に呼び出されたのか？

　契約者の願いは何だったのか？

　それ以前に、どうして普通の人間に混ざって半年近くも高校生活を過ごしているのか？

「う…………ここじゃ……」

　考えをまとめようにも、脳を揺らす大音量の中ではまともに思し考こうが働かない。

　美み樹きは頭と同じくどこかふわついた体でのろのろと歩き、入り口の狭い隙すき間まに肩をぶつけながら外に出た。

　陽光の眩まぶしさと熱気に満ちた館内との温度差が刺し激げきとなり、やや汗ばんでいた額ひたいと首くび筋すじに涼しい外気が触れて、ぼやけた頭を覚かく醒せいさせる手助けになる。

「大丈夫ですか？　彼と親しい間あいだ柄がらだったのなら、ショックを受けるのも無理はありませんが……」

　後ろからかけられるシゼムの声は明らかに美樹を気き遣づかっているもので、そのおかげで美樹は少しだけ心が落ち着いた。

　ざり、というアルファルトを踏み締める靴くつ裏うらの感かん触しよくが、喧やかましい背後からの騒音と共に現実感を伝えてくる。

　俯うつむいた視し界かいの中でシゼムが横に回り込むのが分かり、美樹は磨かれた直後のような彼の黒い革靴を見ながら質問すべき内容を要約しようと考えた。

　聞きたいことは、たくさんある。

　だが『日常』を求めた先でそれ自体を切り崩され、何から聞けばいいのか分からない。

　何度も話をし、よく笑い、雪ゆき子こをからかい、目立ち、見ているだけで幸せになれるほど楽しそうに日々を過ごしていた玲れいが、本当の意味で自分とは違う存在だという事実──

　と、美樹の脳のう裏りに一人のクラスメイトの姿が過よぎった。

　玲と仲が良い、自分の親友の幼おさな馴な染じみに当たる少年の笑顔。

　彼は、井い沢ざわ玲が悪魔だということを知っているのだろうか？

　自分よりずっとずっと近い位置にいる彼は──

「あ、やっぱり高たか嶺みねさんだった」

　美樹は体を震わせた。

　今正まさに考えていた相手の声が大音量で鈍った聴覚に届いたのだから、驚かずにはいられない。

　振り返ると、体育館の入り口のすぐ傍そばに、遊ゆう矢やがやんわりとした笑顔を浮かべて立っていた。

「さっき来たんだよね？　すぐ出て行くからどうしたのかと思ったんだけど、体調でも悪くしたかな？」

「あの……ううん、そうじゃなくって……」

　煮え切らないその言葉に遊矢は首を傾かしげ、心配そうな目で美樹を見る。

　浮かんだばかりの疑問を晴らす、絶ぜつ好こうの機会だった。

　もしかしたら知らないのかもしれない。はぐらかされるかもしれない。

　だが、聞かなくては何も始まらない。終わってもくれない。

　だから美み樹きはありったけの勇気を振り絞しぼって、遊ゆう矢やに──

「あ、それとさー」

　訊きこうとして開けられた口は、彼の視線が横に動くのを見て、固まった。

「お隣となりの外人さんは、知り合いの人？」

「ぇ……!?」

　隣には、シゼムがいる。

　いるのは確かだが、訊たずねられるとはこれっぽっちも思っていなかった。

　動どう揺ようし言葉が思いつかない美樹がシゼムを見上げると、彼は微笑と共に一礼した。

「ええ、シゼムといいます。美樹さんのお祖父じいさんの知り合いで、観光ついでに学園祭の案内をしてもらっているのですよ」

「あー、そうなんだ。日本語、上じよう手ずだね？」

「語学に長たけているのは数少ない特技でして」

　すらすらと噓うそをつくシゼムに、遊矢は人ひと見み知しりも屈くつ託たくもなく話す。

　その光景に、美樹は介かい入にゆうすることが出来ずにそわそわとスカートの裾すそを握るだけだ。

　そこに、

「遊矢くん、そろそろ次の曲になるみたい」

　ドアの隙すき間まから頭だけを出して、驚く程ほど可愛かわいい女の子が声をかけた。

　彼女に、直接ではないが、美樹は見覚えがある。芸能クラスの赤あか石いし智とも子こで、テレビや雑誌で度たび々たび見かける注目株かぶのタレントだった。

　美樹はどうして彼女が遊矢に話しかけるのか分からなかったが、遊矢はそれが自然なようで、にこやかに半分振り向き、

「うん、ありがと。それじゃー高たか嶺みねさん、またねー」

　美樹へと小さく手を振り、館内へと戻って行った。

　二人の姿が消え、にわかに美樹の心臓の鼓こ動どうが速まった。

「今…………水みな瀬せくん」

「はい。私のことが見えていましたね」

　否定をしないシゼムを見上げ、

「どうして……!?」

「簡単です。彼は魔法影えい響きよう下かにあるからですよ。恐らくは契約の代だい償しように、何らかの感覚か機能かを失っている……そんなところでしょうか」

　心なしかシゼムの声も弾はずんでいるのは彼も驚いているからだと思い、美樹は胸に詰まっていた息を吐いた。

　契約。代だい償しよう。

　それが示すことは、つまり……

「水みな瀬せくんが、井い沢ざわくんを呼び出したの……？」

「さぁ、そこまでは分かりませんが……確率的には高いですね。倍ばい率りつでいえば一・一倍といったところでしょうか」

　また一つ、自分が愛していた日常が剝はく離りしていく感覚に、美み樹きは目の前が重く沈んでしまうような気がした。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「『──午後一時になりましたー！　皆はお祭りをエンジョイしてるかなっ？　あっちゃんはめっちゃ楽しんでるよ！　気分は右う翼よくの過か激げき派って感じ？　発はつ煙えん筒とうとバリケードを用意しろってね！　ということでー、放送室は我われ々われ新聞部有ゆう志しが乗っ取った！　イェー！』」

　テンションが上がったまま落ちてこない印いん象しようの強い武む藤とうアキの声がスピーカーから聞こえて来た時、雪ゆき子こは目をぎらつかせてあるものを見ていた。

　コ型に作られた一年校舎の窪くぼみ部分に設けられた屋や台たいの数々。軒のき並なみ並ぶそれらで作られた道に、標ひよう的てきである水瀬遊ゆう矢やと赤あか石いし智とも子このカップルがいた。

　──カップル。

「『えー、我々が要求するものはっ。明日のイベントの大だい盛せい況きようであります！　明日の午後二時から第一体育館で行われる一大イベント、栄えあるミス風かざ見み野のを選ぶミスコンねっ。審査員と観客の拍手によって雌し雄ゆうが決するこのイベントに、ぜひともご参加をっ！　他た薦せんによって選ばれた候補者の皆さんは、誰もが納なつ得とくするハイパーな美少女揃ぞろいだよっ！　エントリーされそうなのは──』」

　姦かしましいアキの声は完全に無視し、雪子は黙って廊下の窓を開けた。

　ちなみにいるのは三階で、下には屋台と多くの客たち。

　隙すき間まが無いというわけではないが、充分なスペースがあるわけでもない。

　しかし雪子は躊躇ためらいなく窓まど枠わくを蹴けり、前日同どう様ように宙へと舞った。それに気づいた人々の歓声だか悲鳴だか分からない声が聞こえるが、やっぱり無視。

　風を切り、羽は織おりとスカートをはためかせ、ぐんぐんと地上に迫る。

　タン、という小さく軽い音だけを立て、雪子は硬いアスファルトの地面に着地した。

　狙い通りに降りた先で、足の痺しびれもなく立ち上がる。

　目の前には遊矢と智子の即そく席せきカップルが、たこ焼きの入った容器を片手に立ち尽くしていた。

「ちょお[image: ][image: ][image: ]っと会わないうちに、ずいぶんと仲良くなったのねえ？」

　そういう雪子の目の焦しよう点てんは、遊矢の腕に絡んだ智子の腕に合わされていた。自分と同い年とは思えない豊ほう満まんな胸がぴったりとくっついている様よう子すに、それだけで血圧が急上昇する。

　白いニットのカーディガンを着ているのに胸の大きさが誇こ示じされているというのは、同性で持たざる者からすれば羨うらやましい限りで、しかも赤あか紫むらさき色のチェック柄がらフレアースカートから伸びる足はほっそりとしていて、秋物ファッションなのにスタイルの良さが際立っている。肩にかけられた赤いポシェットも可愛かわいらしい。

　それに比べて雪ゆき子こは、ミニスカートはいいとして、地味なトレーナーに羽は織おりという美意識からは程ほど遠とおい服装だ。……学園祭なのに学生服姿すがたの遊ゆう矢やよりはマシだが。

　ともあれ、見た目は違い和わ感バリバリなのに態度だけ見れば恋人同どう士しに見えなくも無い二人は、突とつ然ぜん登場した雪子に驚いたようだったが、遊矢はすぐに気を取り直したようで、

「や、雪ちゃんお疲れー」

「だ、誰かと思ったら……白しろ銀がねさんだったの。登場の仕方といい服装といい、お猿さんみたいだったわ」

　引きつった頰ほおを笑顔で隠かくし嘲あざける智とも子こに、雪子の眉まゆがぴくんと跳ねる。

「猿、ね……言ってくれるわ、巨きよ乳にゆう女子高生タレントなんて恥ずかしいキャッチコピーの付いた露ろ出しゆつ要よう員いんさんが」

　精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくを籠こめて、雪子は挑ちよう発はつ的に笑ってみせる。疲れと苛いら立だちのせいで凶きよう悪あくな笑みになっているだろうなと、自覚しながら。

　対して、赤あか石いし智子は口元に手を当てがい、目にも声にも動どう揺ようを見せずに言った。

「あらら、露出しても喜ぶ人が少ない控えめすぎるスタイルの人には羨ましい？　しかもわたしと遊矢くんの楽しい一時を邪じや魔まするなんて、ひどいことするのねぇ。もしかしてもしかすると、僻ひがんでたりする？」

「誰がよっ！　……それにしても、テレビや雑誌とは全ぜん然ぜん態度が違うわね。普段は猫ねこ被かぶってるわけ？」

　グラビアもやるが、どちらかといえば清せい純じゆん派はに属するはずの『赤石智子』とは違う、生なま身みの女子高生──しかもかなり口が悪いタイプのそれに、怒りよりも違和感が先行する。

　戸と惑まどうという程ほどではないがいまいち調子の出ない雪子に対し、智子は手を下ろしてしっかりと遊矢の腕を抱えた。

「別に普段も作ってるわけじゃないよ？　ただ、好きな人の前だといつも以上に素直になっちゃうだけで」

　その発言に、雪子たちを囲む野や次じ馬うまがざわついた。

　風かざ見み野のの学生ならば雪子と遊矢の関係は知っているだろうが、今日はそうでない外部の人も混ざっている。そしてその外部の人も知っている可能性が高いのが、赤石智子という芸能クラスの有名人。

　そんな彼女が『好きな人』と言ったのだから、騒ぎにならない方がおかしい。

　この場に芸能関係者がいて記事にでもされたらどうするつもりかと、敵側であるはずの雪ゆき子こはにわかに心配になり……しかし、もしかしたら、という閃ひらめきに背せ筋すじに緊きん張ちようが走った。

　今の発言が噂うわさになり、それが雑誌なりテレビなりに取り上げられた場合。今の様よう子すからすると、関係を勘かんぐられても彼女は否定しないだろう。むしろ好機とばかりに肯定するかもしれない。

　そうやって外そと堀ぼりを埋めるつもりなのか、そこまではさすがに分からない。しかし相手は芸能人だ。一ひと筋すじ縄なわでいくはずもなく、搦からめ手ての一つや二つは使ってもおかしくない。

「くっ……やっぱり手て強ごわいわね……」

　呟つぶやいて、苦にが々にがしく奥歯を嚙かんだ。

　少なくとも、この場では『赤あか石いし智とも子こは水みな瀬せ遊ゆう矢やに好意を持っている』と知れ渡った。同時にそれは明確な宣せん戦せん布ふ告こくでもある。

　もちろん雪子も負けじと返したいのだが…………言葉に、迷ってしまう。

　場の勢いで『あたしも好きよ』と言ってしまうのには物もの凄すごい抵抗があった。長々と十年以上も友人関係でいたのだから、それを切り崩す自分史に残りそうなシーンはもっとロマンチックな、例えば雪降る夜の公園とか、夜景が望める観かん覧らん車の中でとか、そういった場所で誰にも聞かれることなく告白したい。

　美み樹きをはじめとして多くの人にはバレているのだろうが、踏ん切りをつける告白を自分から言うにはかなりの勇気とムードがいるのだ。

　だから雪子は、周囲のざわめきも厭いとわずに身長の変わらない遊矢に身を寄せる智子に向かって、多少引きつった笑顔でこう言った。

「告白するのは勝手だけど、あたしは遊矢の保護者よ？　今までも、そしてこれからも、そいつの近くで降りかかる火ひの粉こを払う義務があるの。勘かん違ちがいして突っ走るのは別にいいけど、友好的とは程ほど遠とおい態度を取るんなら──強制排はい除じよするわよ」

「うわぁ、暴力に訴えるなんてやっぱり野や蛮ばんなんだ。それにそのセリフ、誰が信じると思ってるの？　まあ、白しろ銀がねさんがそう言い張るのなら別にいいけど。保護者も必要ないし、御お役やく御ご免めんにしてあげる」

「へぇ、襲おそってくる奴やつ等らから遊矢を守れるっていうの？　あたしへの逆さか恨うらみが遊矢に行っているのは認めるけど、赤石さんの場合もファンがうるさそうだけど？」

「ふふん、そこは安心して。わたしの周りには優秀な人がいるんだから」

　言って、智子は寄り添った姿勢のまま左手を高く挙げた。

　何をする気だろうと雪子が思った次の瞬間、野や次じ馬うまの中から十数人の男たちが我われ先さきにと現れ、雪子と智子たちの間に立ち塞ふさがった。

　もう十月になったというのに白いティーシャツ姿の彼等は、服装以外の共通点として誰もが筋きん肉にく質しつな体をしていて、見る者に不快感を与えまくる。

「なっ……何よ、あんたたちはっ!?」

　うろたえつつも雪ゆき子こが問うと、代表なのかスキンヘッドの男がずいっと前に出た。

「我々はぁっ！　風かざ見み野の生せいによる赤あか石いし智とも子こ公認ファンクラブ『スィートガード』だ！」

　怒ど鳴なるように言いながらバッと背を見せる。すると無地だと思っていたシャツの背に、赤石智子のバストショットがカラープリントされていた。

　それを合図のように、全員が背を向ける。男たちの数だけ智子の顔が自分を向き、思わず雪子は後ずさった。

「いっ、今時バックプリントって……しかもそれ手作りでしょ!?」

「例え事務所が作っていようと市販品に愛などない！　手作りこそ究極の愛がある、至し上じようの誇りがあるのだ！　無む論ろんオフィシャルグッズは購入済みだがな！」

「うっわ、物もの凄すごく痛い集団ね……」

　それなりに人気があるとはいえ、歌手でもなければドラマで活かつ躍やくしているわけでもない。そんな彼女にここまで熱狂的なファンが、しかも同校の生徒だけで十人以上もいるとは想像していなかった。

「で、こいつらが何よ？」

　テンションは冷水をかけられたように下がり、ついでにマッチョな集団がピチッとした写真刷りのシャツを着ている光景は長時間見るに耐えられるものじゃなく、簡かん潔けつにいこうと雪子は訊たずねる。

　すると男たちで隠かくれた向こう側から、

「見ての通り、学内でのボディーガードを務めてくれる筋肉達磨だるま隊たいの人たちよ。大たい抵ていの火ひの粉こならちゃちゃっと振り払ってくれるんだから」

「勿もつ体たい無いお言葉です、智子ちゃん！」

「ねぇハゲ、その図ずう体たいと顔でちゃん付けして呼ぶのは気持ち悪いわよ」

「だだ黙れぇ！　頭のことは言うなぁ?!」

　つるりと丸まった頭まで赤くして怒る姿に、雪子はつい、

「ねぇタコ、あんた本当に同じ高校生？　ひょっとしなくても、歳としごまかしてない？」

「タコとも老ふけ顔とも言うなぁぁぁぁ！」

「……こんなのが頼りになるとは思えないけど？」

　男たちで出来た壁の向こうにそう言うと、今までのようにすぐには返事がなかった。

　ややあって、

「……バリケードにはなるもん」

「うわ、こいつら飼い主に見放されたわ」

　少し哀あわれに思った雪子は、感情のままの目で彼等を見る。

　慌あわてた様よう子すの彼等は姿勢を正し、代表格であるスキンヘッドが振り返り、

「とっ、智子ちゃんの為ためなら我々は死ぬ気で任に当たります！　例えにっくき交際相手だろうとも守ります！　ですから今しばらくの間、見放さないでください!!」

　声を張り上げるスキンヘッドに、他の仲間からも追つい従しようの声が飛ぶ。

　しかし、

「こらハゲタコ後ろ向いたらバックプリントが見えるから前を向いて、ってその顔かお見続けるのも嫌だから横向き続けなさい。あと大声もうざったいから小声にして」

　雪ゆき子こは冷れい徹てつに障害でしかない男へ好き放ほう題だい言う。

　当然だがスキンヘッドは怒り、地じ団だん駄だを踏んだ。

「くぅぅ、これだからちょっと顔の綺き麗れいなだけの女子は！　どうしてこうも高たか飛び車しやなのだ！」

「そうだそうだ！　ちょっと美人だからって調子に乗んな！」

「でも俺少しだけ貶けなされた団長が羨うらやましかった……」

「あ、実は僕も……」

「ぬぅっ、裏切り者には死を!?」

　にわかにバタバタし始めた赤あか石いし智とも子こファンたちは、仲間割れにも似た小こ競ぜり合いを始める。

　もういい加か減げん鬱うつ陶とうしくなってきた雪子は、事の顚てん末まつまで見届ける気はさらさらなかった。

　だんっ、と右足で強く地面を踏み締めて、

「あんたらそろそろ消えなさいっ！」

　言い放ち、それと同時に跳ちよう躍やくした。

　蹴けりながら数えてみると、十七人。誰もが筋肉に包まれていた男たちは見た目だけは強そうだったが別に格かく闘とう経験者ではなかったようで、動きは隙すきだらけだった。力ちから自慢というそれだけで雪子に敵かなうわけもなく。

　結果、雪子が全員倒すのに二分と要いらなかった。

　死し屍し累るい々るいと学園祭にも屋や台たいの前にも似に合あわない光景となった後、雪子はゆらりと立ち上がり、軽く羽は織おりを手で払いながら恋こい敵がたきを見る。

　頭は緩そうだったが確かにバリケードくらいにはなりそうだった彼等があっさりと倒され尽くした現場を目もく撃げきして、智子は青ざめてこそいなかったものの、表情は固まっていた。隣となりの遊ゆう矢やはもごもごと口を動かしていて、たこ焼きが入っていたはずのパックが空からなところ見ると、どうやらマイペースに食事をしていたらしい。

　恐怖心がどうこうというより慣れの問題だろう。周囲を取り巻く人々の中にも『ああ、やっぱり』と言わんばかりの表情をしている者もいる。

　だが学校を休みがちな芸能人は慣れていないらしく、遊矢を摑つかむ腕にも力が入っているようだった。

「……で、こいつらは役立たずだって証明出来たけど、これでも遊矢を守れるって言うのかしら？　それとも前言撤てつ回かいしとく？」

　目の前で大の男が十人以上蹴け散ちらされたのだから、怯おびえるのも無理はない。

　だが智とも子こは気き丈じようにも顎あごを引き、顔色は優れないまま、真っ直ぐに雪ゆき子こを見た。

　そこには今までの明るい中に軽さが窺うかがえる笑みはなく、真剣さだけを残したような毅き然ぜんとした表情がある。

「……白しろ銀がねさんがとっても強いのは分かったけど、だからって退ひかないよ」

　余よ裕ゆうの表れだった微笑がない分、そこに確かつ固ことした決意があるのが理解出来て、雪子も笑みを消した。

　いつだったか、律りつ乃のは雪子を挑ちよう発はつするためだけに遊ゆう矢やに引っ付いていたことがあった。

　先さき程ほどまでの雰ふん囲い気きはそれに近かったのだが、今は違う。隣となりの遊矢が抜けたとぼけ顔でいなければ緊きん迫ぱく感が場を支配しそうなほど、彼女の本気が伝わって来る。

　唾つばを飲み込んで身構える雪子に、赤あか石いし智子は毅き然ぜんとした声で言った。

「ただの保護者で友人なだけの相手に、ごちゃごちゃ言われる筋すじ合あいはないから」

「っ…………それは……」

　言葉に詰まり、雪子はそれ以上何も言えない。

　智子の言葉は正せい論ろんだった。だからこそ、反はん論ろん出来ない。

　友人であれば、色いろ恋こい沙ざ汰たに多少口くちを出すこともありだ。

　保護者であれば、危険に関して介かい入にゆうするのは当たり前だ。

　しかし遊矢が誰と付き合うかという濃い内容になれば、祝福するかしないか程度の、従兄弟いとこの結婚に対する意見程度にしか干かん渉しようする権利はない。

　智子が遊矢に対して望んでいる関係は保護者でも友人でもなく、恋人なのだから。

　肌はだで感じる場の空気は冷え、雪子の発言を待っているようでもあった。

　何を言えばいいかに迷い、雪子はちらりと遊矢の顔を見る。口元にソースが付いていた。子供かあいつは、と情なさけない気分になる。

　──違う、と雪子は思い直した。

　情けないと感じたのは、自分自身への感想だ。

　俯うつむいて、歯を嚙かみ締しめる。威い勢せい良く十数人ばかし蹴けり倒したからといって、それだけで張り合えるようなことではないと分かっていたはずなのに、この体ていたらく。

　……雪子が何も言えないと察したのか、空気が僅わずかに動いた。恐らくは赤石智子が何かを言おうとしたのだろう。

　しかしそれよりほんの少しだけ早く、電子音が鳴り響ひびいた。

　流行はやりの曲を着信音としたその知らせに顔を上げれば、智子がポシェットから携帯電話を取り出すところが見えた。

　やや顔をしかめた彼女は携帯を耳に当て、

「赤石です…………あ、はい、今は学園祭で……えぇ…………、分かりました。二時までに行きます……はい、失礼します」

　雪ゆき子ことの対話とは違う丁てい寧ねいな口く調ちようで短く通話を終えると、智とも子こは携帯を仕舞う。その際に彼女の表情が曇り息を吐いたのが雪子からは見えた。

　だがそれは一瞬。ポシェットを閉じて前を向いた智子の顔は、敵ながら見事なくらい魅み力りよく的な笑顔だった。

「ちょっとスケジュールが変わっちゃったから、残念だけど今日はここまでにしとくね」

　雪子へ言った後で、終しゆう始しぼやっとしたままマイペースを貫つらぬいていた遊ゆう矢やへと向き直り、

「遊矢くん、今日は楽しかったよ。明日は一日オフだから、また朝から今度は後こう夜や祭さいまで、一緒に過ごそうね？　それじゃ……」

　体を離してぺこりと頭を下げ、その場を離れるべく身を翻ひるがえす……と思われたが、何かに気づいたように小さく口を開けた。

「あ、遊矢くん、口元にソースが付いてるよ？」

　言いながら遊矢の顔へ手を伸ばすが、その前に何も考えていなさそうな顔の遊矢の指が該がい当とう箇所を勘かんであて、たこ焼きのソースを人差し指と親指で拭ぬぐう。

　その指を、遊矢の手首を優しく摑つかんで自分へと引き寄せた智子が、

「綺き麗れいにしないと、ね？」

　ぱくりと、自分の口に含んだ。

「なっ、なっ、なっ──?!」

　驚き言葉にならない声をあげる雪子をさっくり無視し、智子は丁寧に指を舐なめる。濡ぬれた音を立てて口から引き抜かれた指を、念を入れるように小さく出した舌で下品にならない程度に舐め上げ、それからポシェットから取り出したハンカチで指を拭ふいた。

　ハンカチがあるなら初めからそれを使えばいいのに、そうしなかった──それが自分を挑ちよう発はつする為ためだと解かい釈しやくした雪子は、こめかみをひくつかせ強烈な怒ど気きを込めて智子の笑顔を凝ぎよう視しする。

　が、全く動じること無く、薄っすらと頰ほおを桜さくら色に染めた智子は再さい度ど頭を下げて、

「それじゃ遊矢くん、また明日ね」

　とびっきりの微笑ほほえみと挨あい拶さつを残し、赤あか石いし智子は可か憐れんな後ろ姿で去って行った。

　残されたのは拳こぶしを振るわせた雪子と、たこ焼きの入っていたパックを片手に手を振る遊矢と、野や次じ馬うまと、伸のされたファンクラブ員たち。

　誰もその場から動かないまま智子の姿は見えなくなり──

「あ、僕もそろそろ時間だ～」

　口を開いたのは遊矢だった。

「……え、朝の練習で最後じゃ……？」

　話が違うと言う雪子に対し、遊矢は腕時計を見ながらのほほんと笑い、

「一時半から一時間、部室でセリフ合わせを通しでやるんだよ。朝の最終稽げい古この土ど壇たん場ばでいくつかセリフ変更したから、念には念を入れてってやつだねー」

「それじゃ、つまり、」

「うん、三時に舞台だから自由時間は終わり」

「そんなっ!?」

　重病の告こく知ちをされた患かん者じやのように、雪ゆき子こは顔色を変えて慌あわてふためき、

「それじゃイベント巡りは!?　型抜きに挑ちよう戦せんは!?　お好み焼きに焼きそばに大おお判ばん焼やきにあんず飴あめに綿わた菓が子しは!?」

「あ、綿菓子は止めといた方がいいよー。爆ばく裂れつ堂どうの臨りん時じ営業で、カラフルで綺き麗れいに見えるけど粉ふん末まつの辛から子しや七味がかかっているみたいで、口の中が大変だよ？」

「じゃなくてっ、一緒に回るのはいつになるのよ!?」

「んー……明日の舞台が終わってからかなぁ」

「午後からってことじゃないのよ！」

　雪子は思いっきり頭を抱えて、予定外がい過ぎるスケジュールを呪のろった。誰が悪いのかと聞かれれば真っ先に神様の名前を上げるくらい、わざとらしい程に歯車が嚙かみ合っていない。

　しかもタイミングが最悪なことに、右の腰辺りからすっかり聞き慣れた電子音が鳴り出した。

　取るまでもなく、内容は分かる。出動要よう請せい。スクランブルだ。

　遊ゆう矢やの視線も羽は織おりのポケットへと一瞬落おち、すぐに引き上げられるとにっこり笑い、

「じゃ、雪ちゃんも大変そうだから、また後でねー。ちなみに舞台の後も練習あって、今日は玲れいに送ってもらう約束したからー」

「ちょ、待っ、ああもううるさいわねこの携帯──遊矢っ!?」

　携帯を取り出すのに気を取られているうちに、遊矢は走り出していた。逃げるという感じではなく軽い走りで、追えばすぐに捕まえられる。

　しかし手の中で鳴り続ける携帯を無視するわけにもいかず、未み練れんを残しまくりながらも雪子は電話に出た。

「──なによ!?」

『すっ、すいません！　第二体育館なんですけどっ、ライブが！　過熱しすぎて、暴ぼう動どう状態になっちゃっていて……ぅわっ!?　そのっ、僕等では、痛っ、手に負えなく……！』

「分かったわよ行くわよ行きゃあいいんでしょ行けばっ！」

　怒ど鳴なり散らして通話を切った頃には、遊矢の姿はもうどこにもない。行き先は分かっているが、追いついたところで楽しく学園祭を回れるわけでもない。

　雪子はがっくりと頭を下げ、硬い地面に膝ひざと手をつき、肩を震わせる。

　そしてそのままの姿勢で、喉のどを鳴らすようにして笑い声を漏らす。

　思い通りにいかなさすぎて、いっそ清すが々すがしく思えてきたのだ。

「…………上等だわ。これ以下があるんなら出てきてみろって感じよね……」

　空から元気に似た笑いは、確かに痛快ではない。逆ぎやつ境きようで出る笑いはどうしようもなく虚うつろなものか、これからの挽ばん回かいを誓ちかう狼煙のろしか、そのどちらかだ。

　雪ゆき子この場合──

　勢いよく立ち上がり、ぐるりと首を回して、今はもうその姿のない方向を見る。遊ゆう矢やではなく、数分前に智とも子こが去って行った道だ。

　そちらへ顔を向けて、すぅっ──と息を吸って肺を膨ふくらませ、

「あたしはっ、負けないわよ！」

　精せい一いつ杯ぱいの大声で叫んだ。

　当とう然ぜん雪子だって、智子に聞こえるとは思っていない。

　だが負け犬の遠とお吠ぼえとも思っていない。

　これは宣せん戦せん布ふ告こくではなく、決意表ひよう明めい。

　脳のう裏りに焼き付いていた赤あか石いし智子の背中を強く見つめ、それから雪子は踵きびすを返す。

　敵は自分の仕事をしに行った。雪子も自分の仕事をする為ために、足を踏み出す。

　場を囲んでいた野や次じ馬うまの一部は、慌あわてて雪子の為に道を空あけた。
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　走り去って行く親友の姿を見つめ、美み樹きは暗あん鬱うつとした気分のまま俯うつむいた。

　学校中を走り回っているはずの雪子を探していた美樹だが、なかなか見つけることは出来なかった。早く見つけて時間を貰もらい、玲れいが悪あく魔まであることを知っているかを聞き……そして遊矢が契約者ではないかという疑問を晴らしたかった。

　だが、徐々に増える人ひと込ごみの中を二時間以上もあちこち巡ったものの、一向に見つからない。あちこちで目もく撃げき情報は囁ささやかれていたが、すぐに別の場所に行ってしまうのだから難なん航こうするのも仕方がなかった。

　そして一年校舎の四階廊ろう下かを歩いていた時、誰か女生徒が三階から飛び降りた、とざわついているのを聞いて、美樹は慌てて窓へと走り寄った。三階から飛び降りるような女生徒は、知りうる限り一人しか思い浮かばなかったからだ。

　想像通り、雪子の姿が人ひと垣がきの輪の中にあった。対たい峙じしているのは遊矢と智子だとも分かり、何やら和なごやかとは遠い雰ふん囲い気きになっているのも分かる。

　すぐに下まで降りようと思った美樹は、しかしその場を動かなかった。

　動けなくなった、の方が正しいのかもしれない。

「あれが美樹さんのご友人ですか……いやはや、偶然というものは続くものですね。こうも続けば関連性を疑わずにはいられませんが」

　シゼムが漏らした言葉が、美樹を三度固かたまらせた。

　窓に当てていた手に力が入り、爪の下が薄っすらと白く染まる。

「それ、どういう意味ですか……？」

　視線は動かさず、眼下の三人を捉とらえたまま。なにやら雪ゆき子こと赤あか石いし智とも子こらしき人が言い合いをしているようで、遊ゆう矢やはただその場にいるだけにも見える。

　その中で、美み樹きの視線はポニーテールの似に合あう親友に釘くぎ付づけられていた。

「ゆっこちゃんが、何か……」

　恐る恐る、何かの間違いか勘かん違ちがいであって欲しいと思いながら、美樹は訊たずねる。

「何か、あるんですか？」

「残念ながら……と言った方がいいのかもしれませんね。どうやら彼女にも私の姿が見えるようです」

「そんな……!?」

　振り向こうとした美樹の肩に、そっとシゼムの手が触れた。それが落ち着くよう促うながされていると思え、美樹は唇を嚙かんでガラスの向こうにいる親友を見つめる。

「どうも先さき程ほどの──そう、対たい峙じしている少年とは違い、魔法によって強化されているようですね。中心点は……右足、ですか」

「……間違いないんですか？」

「ええ。貴女あなたにも心当たりがあるのではないですか？　彼女は人間離れした身しん体たい能力を得ているはずです。常じよう人じんには不可能なことも彼女ならば可能でしょう。あの悪あく魔まの少年と同じく、存在するステージが違うのです。目立たないはずがありません」

　そう言われてしまえば、美樹は思い当たることがいくつも浮かんでしまう。

　出会いからして、白しろ銀がね雪子という女生徒は一ひと際きわ目立ち、そして輝いていた。その後も輝きは鈍るどころか増してさえいる。

　その理由の一つが魔法という名の奇き跡せきであるとすれば……納なつ得とくが、出来てしまう。

「恐らくはあの少年が召しよう喚かんを行い、その恩おん恵けいを彼女が受けた──そんなところでしょう。モデルとしては素晴らしいケースだといえます。あの程度の奇跡ならば失うものは少なく、しかし人間社会の中では飛び抜けた存在となれる、良い例です」

　下げ界かいでは雪子と遊矢たちの間にティーシャツ姿の男たちが割り込むように立ちはだかり、

「富や権力、そして個人的な能力……延えん命めいも含み、契約によって魔法を使えば様々な奇跡を起こすことが出来ます。ですが、昨夜もいいましたがそれには代だい償しようが伴います。度を越した願いを望めば、破は滅めつが近づくだけです」

　言い争うようなやり取りの後、雪子は男たちを文字通り蹴け散ちらし、

「その点、彼女のように身体強化を行うだけならば、代償は数百日の寿じゆ命みよう程度で済みますよ。たったそれだけで、あのように優れた力を手に入れることが出来ます。もちろん、彼女が得た力以上のものも得ることは可能ですよ」

　騒ぎは沈ちん静せい化して、智子が、そして遊矢が順にどこかへと消え……

「要はリスクに比例する取しゆ捨しや選択です。失うものが大きくとも得るものがそれに見合うだけの価か値ちがあると思うのであればベットすればいい、というわけですね。普通ならば契約後の自分の姿は想像するしかないのですが、その意味で美み樹きさんは非常に運がいい。魔法の恩おん恵けいを受けた者を実際に目もく撃げきし、模も範はん的ともいえる成功例を知ることが出来たのですから」

　一度は膝ひざをついた雪ゆき子こだったが、すぐに立ち上がり、南西側の校門のある方を向き、叫んだ。その声は窓を閉めていたにも関わらず、美樹の耳にも届いた。

　負けない、と叫んだ友人が何を考えているのか、それは分からない。

　しかし走り去る後ろ姿は美しくも格かつ好こうのいい、いつも憧れていた彼女そのものだった。

「──彼女のようになりたいのですか？　これまではどうだったかは知りませんが、今の貴女あなたなら簡単なことですよ、美樹さん」

　美樹の心を読んだように、シゼムの安らぎすら感じさせる落ち着いた声が聞こえて来る。

「ただ、願えばいい。そうすれば私が叶かなえましょう。無む論ろん代だい償しようは必要ですが、大したことはありません……などと言うのは意識誘ゆう導どうしているようで少しばかり怪しいですね」

　自じ嘲ちようするような声がし、美樹は隣となりの男性を見上げる。

　美び系けいの外国人にしか見えない悪あく魔まは、天使という方がしっくりくる微笑を湛たたえていた。

「時間はあります。ゆっくり考えてください。悪魔の私が言うのもどうかと思いますが、甘い誘ゆう惑わくには罠わなが仕掛けてあるものです。時には知らない内に自らが敷ふ設せつしてしまう場合も、ね。だから焦らず、悔くいのない答えを見つけ出してください」

　諭さとすような言葉は、乾いた大地に清し水みずが染み入るように美樹の中へと入り込んできた。

　度たび重かさなる新事実に衝しよう撃げきを受けた心が疲れているのかもしれないと、美樹は窓ガラスから剝はがすようにして指を離し、息を吐く。

　これ以上の負ふ荷かがあったら、本当に倒れかねない。

　学園祭の喧けん騒そうから置き去られたような不ふ思し議ぎな静けさの中、美樹はとぼとぼと廊下を歩き始めた。ぼんやりと、絶えず浮かぶ疑問を考えないようにしながら。

　美樹は今、一人になれる部屋へ戻りたかった。

　落ち着いて考える時間が必要だった。
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「おかしいわね。来ると思ったのに」

　第一体育館に並べられた数百ものパイプイスに座る人々の顔や頭を見ながら呟つぶやいて、雪子は諦あきらめてイスに座り直した。

　今日はまだ親友である高たか嶺みね美樹に会っていなかった。尤もつとも、自分が忙しく走り回っていたのが原因だと雪子も分かっている。

　本来ならば今も走り回っていなければならないのだろうが、演劇部が上演する三時から五十分間は休きゆう憩けい時間ということにした。勝手に決めたが、文句を言われる筋すじ合あいはないと思い、雪ゆき子こは堂々とサボるべく携帯の電源もオフにした。

　四時には『台たい風ふう祭さい』初日も終わる。しかし、どうせその後も明日の準備やら何やらで働く者は多く残り、雪子もまた走り回ることになる。

　それなら一時間弱の休憩くらいどうってことはないはずだ──と自らが立てた理論に頷うなずいて、それから右みぎ隣どなりの席を見た。

　隣りん席せきには雪子が脱いだ羽は織おりが畳たたんで置いてある。美み樹きの姿を見つけたら一緒に見ようと誘うべく場所取りをしておいたのだ。

　だが、来ると思っていた美樹は、上じよう演えん時間二分前の今になっても現れなかった。

　まだ館内は明るいが、すぐに照明は落ちるだろう。そして幕が開けば、劇は始まる。雪子が陣じん取どった場所は後部列ではあるがセンターで、美樹の性格を考えれば後からこの場所まで来られるとは思えない。遅れてきたら後ろで立ち見をする方を選ぶだろう。

　人に気を遣つかい過ぎの、優しいとも臆おく病びようともいえる親友の控えめな笑顔を思い浮かべ、雪子はぼぅ……と校こう章しようの入った幕を見つめた。

「それにしても、客入りが凄すごいわねぇ……」

　少なくとも五百はあるイスが完かん璧ぺきに埋まっていて、立ち見の客も少なくない。七月にも演劇部の舞台は観みたが、他校からも参加があったその時ですらいくらか空くう席せきはあった。

　いつからうちの学校の演劇部はこうも大だい人気になったのだろうと、さすがに雪子も首を捻ひねりたくなる。

　しかも客の大たい半はんは男性だ。小声で友人同士囁ささやきあう姿も見られ、何故なぜだかそわそわしているように見える。

　と、舞台袖そでに繫つながるドアから見覚えのある顔が出てきた。

　制服姿すがたの佐さ倉くら千ち恵えは素早く館内に満ちた客の顔を見渡し、そして雪子を見つけると明るく弾はじけるような笑みを浮かべ、小走りで壁沿いを行き、通路を横切り、颯さつ爽そうと雪子のいる場所までやって来た。

「白しろ銀がねさん、どもっす。来てくれて嬉うれしいっすよー」

「そりゃ観に来ますって。にしても佐倉先せん輩ぱい、こんな所に居ていいんですか？　もう始まる時間ですよ？」

「自分は明日の為ためにここで観るのが仕事っす。というわけっすから、隣に座ってもいいっすか？　予想通りとはいえ空席がなくて困ってたんすよ」

「あ、別にいいですよ」

　美樹の為に取って置いた席だが、結果的に無む駄だになったところだったので、千恵の申し出を断る理由はなかった。

　置いておいた羽は織おりを自分の膝ひざの上に避ひ難なんさせると、千ち恵えはそこに腰掛け、腕組みをして前を向く。

「もうすぐ照明が落ちて、ナレーションの後に開幕っす。いや、それにしても盛せい況きようで何よりっすよー。これは儲もうけが期待出来るっす！」

「…………え？　お金、取るんですか？」

　体育館の壁に貼はってあったポスターはちらりと見ただけの雪ゆき子こだが、有料という明記はないような気がする。極ごく小しようの文字で書かれていたという詐さ欺ぎまがいの手口だとすれば、暴ぼう動どうが起きかねない。

　だがそんな不安を他所よそに、千恵はきししと含み笑いをし、

「有料なのは男性客のみっすよ。退出時に払うシステムで一人につき五百円、撮影が発覚した場合は罰金一万円っす」

「えと…………どうしてそんなことに？」

「生徒会から出る援助金じゃ足りないんすよ。どうせ足りないなら貰もらわないで、客から金を取った方がいいっす。そのための過か剰じようともいえるセクシー演出っすよ！」

「…………だから男だけから取ると？」

「本当に演劇に興味があって来る人ならば男でもお金はいらないっす。でもその識しき別べつが出来ない以上、とっとと払えって感じっすね」

　誇らしげに語られる言葉に、雪子は乾いた笑いで応えた。なんだかなぁと思っていると、照明はゆっくりと消え始める。

　──演劇部の学園祭上じよう演えんが、始まった。




　隣となりに座る千恵の説明も交えると、ストーリーはそう複雑ではないようだった。

　まどか演じる女子大生がアルバイトで友人の弟である遊ゆう矢やの家庭教師をやることになり、教師と生徒の関係から恋人になる──しかし遊矢は手製の人形に心を奪われていて、幸せな恋人同士とは程ほど遠とおい。

　中ちゆう盤ばん以降は遊矢がどうして人形に好意を抱きまどかを微び妙みように避けているのか……という問題に焦しよう点てんを当て、友情や笑いを混ぜつつ時にバイオレンスもありと、確かに観客を退たい屈くつさせない流れだった。特にまどかがカッターシャツ一枚と思われる姿で出てきた時など、男の歓声が飛び交った。

　雪子の感想としては──七月も思ったことだが、あまり演技のことは分からない。部長である西さい苑えんまどかが飛び抜けて上手うまいというのは素人しろうと目めにも明らかだったが、他の部員は誰が上手くて誰が劣るとかは区別がつかないし、構成がどうとか言われても首を傾かしげるしか出来ない。

　だがやはりというか、まどかの演ずる女子大生の一いつ挙きよ一動には意識が引きずられるように見み惚ほれてしまった。

　元々大人おとなっぽいまどかが赤いスタイリッシュなスーツに身を包み、おっとりとした普段の様よう子すからは考えられない程ほどきびきびと動き、空気を震わせるだけの力ある響ひびきの凜りんとした言葉を発する姿を見れば、思わず別人ではないかと疑ってしまう程だ。

　だが、それ以上に──

「『いい加か減げん、俺の邪じや魔まをしないでくれますか？　恋人の特権と言うつもりなら、その関係を破は棄きさせてもらいますよ』」

「『私はあなたの為ためを想って……』」

「『誰かの為、なんて傲ごう慢まんな考えで俺の邪魔をしていたわけですか』」

　舞台上の彼は冷れい笑しようすると、軽けい蔑べつの眼まな差ざしを赤いスーツのまどかへ向ける。それを受けた彼女は半歩下がり、しかしそれ以上退ひくことはなかった。
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　つい五分前、まどかの露ろ出しゆつした肌はだに秩ちつ序じよを失ったかのような狂乱っぷりを見せた人たちがいるとは思えない程、体育館の中は静まり返っていた。舞台の上にいる三人の男女が──その内、主役二人が醸かもし出す緊きん迫ぱく感に、吞まれてしまっているのだ。

　雪ゆき子こがやや冷静でいられるのは、置いてきぼりを食らったような感覚があったからだ。

　ストーリーに、ではなく、演じている遊矢の姿に。

「…………偽にせ者もの、ってわけじゃ、ないのよね……」

　つい、そう呟つぶやいてしまう程ほどに、遊ゆう矢やの印いん象しようは普段と全く違う。

　黒いタートルネックのセータに茶色のジーンズという落ち着いた服装もそうだし、六対四で分け自然な形でセットされた髪もそうだし、口く調ちようもそうだ。

　だが一番違うのは、その雰ふん囲い気き。

　雪ゆき子こが知る水みな瀬せ遊矢は見る者の体たい感かん温度を下げるような無む機き質しつに鈍く光る瞳をしておらず、言葉の端はし々ばしに棘とげを含ませもしない。

　いつも朗らかに笑っていて、抜けた雰囲気が漂っている幼おさな馴な染じみの姿は、舞台の上にはない。

　やがて舞台は暗くなり、幕が両サイドからスライドして閉じられた。これで三度目になるので、シーン切り替えに伴うセット変更をしているのだと分かる。

　その僅わずかな時間を利用して、雪子は隣となりで腕組みをしたまま微び動どうだにしない千ち恵えに顔を寄せ、声を抑えて訊たずねた。

「……あの、もしかしてなんですけど」

「なんっすか？　分かり難い場面とかあったっすか？」

「いえ、そうじゃなくて、その……遊矢の奴やつ、ひょっとして上手うまいんですか？」

　普段の言動はアレだが演劇にかける情熱と知識に関してはハイレベルな彼女にそう訊きくと、暗がりの中、千恵はぽかんと口を開け、

「……見ての通り、凄すごいっすよ。白しろ銀がねさんにも分かると思うっすけど」

「なんとなく、は」

「正直、うちの男子じゃ太刀たち打ち出来ないっす。というか、相手が部長でなければ水瀬くんが一番目立つはずっすよ。対たい等とう以上に演技が出来ているのは部長だけっすから、逆に言えば部長がいないと他の皆が吞まれてしまうかもしれないくらいっす」

　抑えられた千恵の声は、それでも興こう奮ふんを多分に孕はらんでいた。

　暗い館内にナレーションが流れても、千恵の話は終わらない。

「水瀬くんの演技が部長に劣っている要因はただ一つ、声の張りが弱いところだけっす、肺はい活かつ量りようと腹ふつ筋きんが足りないからっす。こればっかりは普段から鍛きたえて腹ふく式しき呼吸を当たり前にするような日常を過ごしている部長には勝てないっす。……でも、それ以外ではタメ張れてるんすよ。本当に凄すごいっす」

「はぁ……思わぬ才能って奴なのかな……」

　今までクラス単位の演劇程てい度どしかやったことのないはずの遊矢が、真ま面じ目めに演劇をしている人にべた褒ぼめされている。

　それが雪子には少しだけショックだった。緊きん張ちよう感かんがなくとも張り詰めた演技が出来るという事実もそうだが、十年以上共に過ごしても分かっていない部分はいくらでもあると知らされたからだ。

「でも、本当に助かるっす。純じゆん正せい部員だけでやれるなら質が落ちてもそっちの方がいいっすけど、本格的にピンチだったっすから」

　ぼそりと呟つぶやいた千ち恵えは、何故なぜだか苦く笑しようするようにして頭を搔かいていた。

「この『台たい風ふう祭さい』が、三年生の最後の舞台なんすよ。だからつい力を入れちゃって自じ滅めつするところだったっす。水みな瀬せくんがいなければ納なつ得とくのいかない結果になっていたと思うっす。感謝してもし足りないくらいっすよ」

　言われて、ようやく雪ゆき子こはそれに気がついた。

　体育会系けいの部の大たい半はんは夏に三年生が引退し、文化系も大たい抵ていの部は引き継ぎが済んで代替わりしている。しかし演劇部はまだ三年のまどかが部長で、学園祭を契けい機きに引退ということになっていたのだろう。

　だから脚きやく本ほん担当の千恵は全力を尽くそうと頑がん張ばり、役者たちもそれに応えようとしたのだろう。……男子部員の自滅に関してはノーコメントだが。

　遊ゆう矢やも、頼まれた時点でそのことを承しよう知ちしていたのだろう。だから自分に相談もせずあっさりと引き受けたのだと、雪子はやっと理解出来た。自分たちにとっては初めての学園祭だが、しかしあと二年巡ってくる。優先すべきは何か、考えるまでも無い。

「はー……ったく、説明もしないで何でも一人で抱えたがるんだから……」

　ため息混じりに雪子が呟くのとほぼ同時にナレーションは途と切ぎれ、幕が開いた。

　そして始まった劇の終しゆう盤ばんは、プラスチックバットが客席に飛んできたりアドリブらしき恋人とのデート暴ばく露ろ合戦がされたり舞台下から飛び乗って登場した男子部員が滑って転んで動かなくなったり、とにかくハプニングに満ちた展開になったが、それでも最後は感動的に終わり、観客からの盛大な拍手で幕を閉じた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　騒がしかった一日も、闇やみの帳とばりが落ちて夜になれば落ち着きを取り戻す。

　一部では熱に浮かれたまま夜を過ごす者もいるだろうが、美み樹きは静か過ぎるほどの静せい寂じやくに包まれ、ベッドに横たわっていた。

　時刻は既に夜の十二時を回っている。心身ともに疲れ脳は休息を求めていたが、それでも眠気は訪れなかった。

　魔法の影えい響きようを受けていた親友。

　召しよう喚かん者であった親友の幼おさな馴な染じみ。

　そして、悪あく魔まだという想い人。

　この街で近しい立場にいる数少ない人の内、三人も現実とはずれた領りよう域いきにいることが分かってしまった。

　シゼムはこの場には居ない。朝には戻ると言い、またどこかへと消えてしまった。

「…………願い、かぁ……」

　昨夜は何も考え付かなかった。思い浮かぶものなどなかった。

　しかし一日経たった今は、明確な願望が一つだけだが存在した。

　だが──その願いを唱となえていいのか、美み樹きは迷っていた。

　叶かなえたい願いと抱き続けるだけで満足する願いは違う。

　自分にとって、それは本当に叶えたい願いなのか──今度はそこで迷っていた。

　照明の点ついていない部屋は暗く、ちゃんと掃除はしているはずなのにどこか空気が濁にごって感じられる。重く、沈ちん殿でんしているのは空気ではなく自分の心だと理解はしていても、明確な変化は訪れない。

　今夜もまた眠れない夜になる予感と共に、美樹は枕まくらに顔を押し付け、ため息を外に漏らさないようにした。













三章　決意の日







『台たい風ふう祭さい』二日目は日曜日で、午前中の盛せい況きようぶりを見れば前日よりも来客数すうが多くなるのは確実といえる大おお賑にぎわいだった。

　そんな中、雪ゆき子こは相変わらず走り回り、口と蹴けりでトラブルを収め、風かざ見み野の生せい以外の客にも認にん知ちが広まり始めていた。

　学内のあちらこちらに『天てん中ちゆう殺さつの彼女に要注意！』『蹴りと血が舞う、人も舞う』『危険！　デンジャー！　とにかくヤバイ！』──と、不ふ穏おんなコピーと共に顔写真や全体写真、実際に蹴りを放っている場面などが写ったポスターが貼はられているのもかなり大きい。恐らくは新聞部辺りの仕し業わざだろうと睨にらむ雪子だったが、隅すみの方に生徒会の文字も入っているので、これも任務の一つだと剝はがすのは諦あきらめた。

　朝あさ一いちから活動を始め何件か数えていられないほどのトラブルを処理し、時刻は午後の一時を過ぎた頃。お昼時で飲食系の教室や屋や台たいは大賑わいとなっている。

　雪子はというと、お腹は減っていない。飲食系の店で暴れたり難なん癖くせをつけたりする相手に制せい裁さいを下した後で次の予定が入っていない場合、店側から飲食物を振る舞われることが多く、胃と喉のどだけは満足状態を保っていた。

　満足していないのは、次々と起こる出動要よう請せいに砂漠化が進む心の方だ。

「あ─────、もうっ！　どうしてこんなに暇ひま人じんが大おお勢ぜいいんのよっ!?」

　昨日きのう同様、堪こらえきれずに叫んだ言葉は青空の下に響ひびき、周囲の人を驚かせた。

　今日もいい天気の為ためか飲食系イベント系問わず千せん客きやく万ばん来らいのようで、人が増えるだけ事件も起きる。起きてしまえば雪ゆき子この出番となって、現場へ急行を強いられる。

　さすがに風かざ見み野の生せいは大人おとなしくなってきたのだが、その分ぶん外部からの客が問題を起こしまくる。彼等の場合は問答無む用ように蹴けりを喰らわせるわけにもいかないので、とりあえず手近な所にある机やらスチール缶やらを破壊することで頭を冷やさせ、現場にいた文化祭実じつ行こう委員や企画の責任者からの説教もしくは丁てい重ちような退出願いによって場を収め……、とやっているので余よ計けいに手間がかかる。

　溜たまる一方のストレスに頰ほおを膨ふくらませ肩を怒らせ人ひと込ごみの中を歩いていると、斜め掛けの襷たすき以上に目立つだんだら模も様ようの羽は織おりを見た人たちはなにやら囁ささやきつつ道を空あける。その反応も怪かい獣じゆうか珍ちん獣じゆう扱いを受けているようで苛いら々いらする。

　こんなことをしている場合じゃないのに、と焦る気持ちも湧わき起こり、雪子の歩みは普段よりも荒々しくなっていた。

　そろそろ十二時二十分から始まった演劇部の舞台も終わりを迎える頃だ。つまり、遊ゆう矢やがフリーになる時間はもうすぐということになる。

　なのに一向に仕事は減らず、次々と鳴る電話を握り潰つぶしたくなる。その衝しよう動どうをなんとか堪えていた時、

「あっ……」

　微かすかに聞き覚えのある声が耳じ朶だに響き、雪子は声の聞こえた方を振り向いた。そちらには特別校舎があって、その玄関口ぐちから出てきたばかりの彼女が声の主だとすぐに気づく。

　学園祭の今日も制服姿すがたの彼女は、生徒会副会長の穂ほ坂さか望のぞみだった。

　立ち竦すくむように足を止めた彼女を見て、一昨日おとといのアレから顔をあわせていなかったことに気づき、途と端たんに雪子は気まずさを覚える。

　向こうもそれは同じだったようで、表情は明らかに沈み、視線は自分と雪子の足元の間を彷徨さまよっていた。

　妙みような沈ちん黙もくのまま数秒が過ぎ……先に動きを見せたのは、穂坂──望の方だった。

　躊躇ためらいがちではあったものの雪子の方へと歩み寄ると、目を合わさないように俯うつむきながらお腹の前でもじもじと指を絡ませつつ、口を開いた。

「その…………忙しそうですね」

「……そりゃ、次から次へとトラブル報告が届いてその処理をしてますから。ところで会長の姿を見かけませんけど、どこで油を売ってるんですか？　出来れば空高くまで蹴け飛とばしたいんですけど」

　ふと気づいたのだが、この数日間、雪ゆき子こは武たけ内うちを見ていない。自分にこんな重労働を半なかば強ごう引いんに押し付けておいて、今日も二度ほど顔を出す羽は目めになった生徒会室にもいなかった。

　自分だけ楽をするタイプには見えなかったが、見えないからといってそうだとも限らない。

　望のぞみは俯うつむいたまま首を横に振り、

「会長は親しん戚せきの不幸で昨日から宮みや崎ざき県へ行っているから、学校にはいないの。だから責任者は私と実行委員長の岡おか本もとさんなの」

「あー…………」

　責任者は二人共とも女性だった。

　さすがに同性に蹴りを見舞う気にはなれない雪子は、溜たまったストレスは誰にぶつけるべきか迷いながらも飲み下し、盛大にため息をついた。

　するとタイミングが良いのか悪いのか、また携帯電話に着信がくる。

　うんざりしながら電話に出ると、

『あっ、大変です、大変です！　二年校舎の屋上でリアルプロレス同好会が、転てん落らく防止の金かな網あみの上からダイビングボディプレスをしてみせるって！　五分後に決行って！』

　何度か聞いた声に、雪子は軽い頭痛を覚えた。風かざ見み野のの学生は割と元気が余っている印いん象しようが元々あったが、いくらなんでも弾はじけすぎだ。

　結果として処理係の自分にお鉢はちが回ってくるのでいい加か減げんにしてもらいたいが、それを電話相手に言っても仕方がない。

　雪子はわしゃわしゃと前髪を搔かきながら、今いる場所から二年校舎の屋上まで行くのにかかる時間をざっと計算し、

「……分かったわ、三分くらいでそこに──」

「…………待って」

　止めたのは、会話内容を聞いていた望だった。相変わらずおずおずとしたやりきれない態度ではあるが、それでも雪子の目を見て手を差し出していた。

「電話、代わって」

「は、え？　別にいいけど……」

　理由も分からず携帯を渡すと、望はすぐにそれを耳に当て、

「私です、副会長の穂坂です。あの、今の件だけどね、あなたたちでなんとかして」

『えぇっ、そんな!?』

　軽く突き放すような言葉に、啞あ然ぜんとしたのは電話の向こうの実行委員だけではなく、雪子もだった。

　どういうことだと問い詰めようとするが、その前に望に手で制される。そうしておいて彼女は事務的な口く調ちようで電話相手へと話す。

「相手は風かざ見み野のの生徒なのだから、白しろ銀がねさんの名前を出せば大人おとなしくなるはずです。それでもダメなら生徒会権けん限げんで脅おどしちゃっていいから。怖がらないで出来る限りやってみて。いざとなったら私が直接行きます」

　口調は柔らかめだが、そこには有う無むを言わさない迫力が備わっていた。

　それが電話の向こうにも伝わったのか、か細い声が返って来た。

『は……はい。やってみます……』

　望のぞみは頷うなずいて、「頑がん張ばってください」と言って通話を切る。

　そして戸と惑まどったままの雪ゆき子こに携帯を返し、再び視線を逸そらしつつも立ち去る様よう子すはない。

　もじもじとしながら、穂ほ坂さか望はちらりと雪子を見て、それからまた俯うつむいて、

「…………本当はね、やらなくても良かったの」

　ぽつりと、独り言のように呟つぶやいた。

　当然ながら雪子はその言葉だけで何かが理解出来るような頭ず脳のうの持ち主ではないので、戸惑いながら聞き返すことしか出来ない。

「へ、ぇ？　あれ、えっと……何を？」

「……特別執しつ行こう委員としての白銀さんの役割は、ただそこにいるだけで良かったの。ある程度のトラブルの種が芽め生ばえるのを防ぐことが目的だったから、それ以上のことは……実際に起きたトラブルへの対処は文化祭実じつ行こう委員と生徒会役員の仕事で、その……白銀さんにお鉢はちが回るとしたら私たちだけじゃ収しゆう拾しゆう出来ない暴力沙ざ汰たが起きた時だけのはずだったの」

　彼女の口から訥とつ々とつと語られる新事実に、雪子はぽかんと口を開けてしまった。

　与えられた役目に従い今まで走り回っていたはずなのに、本来ならば殆ほとんど何もしなくて良かったらしい。

　だがそれが本当ならどうして昨日今日と電話が鳴り続け、次々と呼び出しがかかるような状況になっていたのか？

　意味が分からず声を発せられない雪子に、望は寒さに震えるように自らの体を抱きながら言った。

「私が、言わなかったの。会長がいないから私が伝えておかないといけなかったのに、他の生徒会役員にも文化祭実行委員にも、言わずにおいたの……」

「それは…………わざと、ってこと？」

　訊ききながら、雪子は相手の反応を見る。

　ぐっと顎あごを引いて、腕を摑つかむ手には力を込めて。

　穂坂望は、こくりと頷いた。

　雪子は、本来ならばその瞬間に怒りのままに喚わめき散らしていたのだろうが、何故なぜだか穏おだやかな精神状態になっていた。ストレスも蟠わだかまりも疑問も、全部ひっくるめてどこかへ消えたように感じられず、それに戸と惑まどうことも出来ない。

　理由は何となく分かっていた。自分が悪いと分かっている子供を前にした親はこんな気持ちになるのだろうと、漠ばく然ぜんとだが理解出来た気もする。

　だから雪ゆき子こは、嫌いや味みのつもりはなく訊たずねた。

「あたしが忙しく駆けずり回っている姿が見たかったの？　それとも、遊ゆう矢やと一緒に過ごさせたくなかったから？」

「………………そう。嫌がらせのつもりだったし、仕事を放ほう棄きするなら『やっぱりいい加か減げんな人だ』って嘲あざけることも出来たから……なのに、白しろ銀がねさんはちゃんと働いて、水みな瀬せ君は他の人と一緒に回っているって聞いて……」

　そこまで言って、望のぞみは黙ってしまった。

　明らかに罪ざい悪あく感を両肩に載せている上級生に、何か慰なぐさめるような言葉をかけるべきか、数秒だけ雪子は迷った。

　迷って、考えて……結論として、何も言わずに待つことにした。

　彼女はまだ全てを言い切れていない気がした。だからそれを吐き出す前に勝手に蓋ふたをするような発言をすれば、胸に痞つかえたまま蟠わだかまりが残ってしまうだろうと思ったのだ。

　学園祭の喧けん騒そうと、遠巻きに過ぎ行く人々。明らかに自分たちを注視している通行人に睨にらみすら与えず、雪子はただ待ちに徹てつする。

　そして長い二分か三分が経過したと思えた頃。

「ぇっく」

　何かが鳴くような、か細くも耳に障さわる音。

　それが望の嗚お咽えつだと雪子が気づいた時、彼女はぼろぼろと涙を零こぼしていた。

「わた、し、凄すごくひどいことっ、し…………ひっぐ……」

　両手で目元を拭ぬぐい泣きじゃくりながら、望は乱れた呼吸に邪じや魔まをされつつも懸けん命めいに言葉を紡つむいで伝えようとする。

　しかし単語の端はし々ばしを拾うのも困難な程、声は音としか認にん知ち出来ないものになっていた。

　だから雪子はもう充分だと思い、

「分かったから、ほら先せん輩ぱい、泣かないで。別に大して悪いことしたわけじゃないんだから」

「ぅ……、でもっ…………」

「あたしは元々そういう役割だと思っていたから、言われなければ最後まで気づかなかったし、知らされていてもラッキーくらいにしか思ってなかっただろうしね。遊矢は遊矢で忙しいし、他の人と回るのは……まあ、ある意味では仕方ないから」

　最後は苦く笑しよう混まじりに、しかし本音を言った。

「本気で遊びまわりたかったら仕事放棄してたわよ。それに遊矢の劇は観みに行って、その間は仕事サボっていたわけだしね。だから、そんなに気にしないで」

　泣き止まない上級性に言い聞かせるように話しながら、雪ゆき子こは自分の言葉に『ああそうか』と納なつ得とくしていた。

　確かに、仕事はきつかった。辞やめたいと何度も思ったし、今も思っていた。

　しかしそれでもやっていたのは一度引き受けた責任と、普ふ段だん自分が迷めい惑わくをかけている人たちに対する謝罪の気持ちもあり……そして、学園祭を自分たちの手で造り上げる手伝いをしているという感覚があったからだ。

　疲れるし、楽しくもないし、うんざりしていた。

　しかしそれでも強制されてやってはいなかったと、今いま更さらながら気が付いた。意地もあったが、やると決めたらやり切りたかった。

　だから目の前で泣いている望のぞみを恨うらむ気持ちは湧わいてこず、むしろ正直に話してくれたことに嬉うれしくすら思っていた。

　武たけ内うちや玲れいが言っていた通り、根は優しい人なのだろう。だから自分がちょっとした嫌がらせのつもりでしたことが予想以上の結果になったことに、罪ざい悪あく感が生まれてしまったのだ。

　ポンポンと、上級生にする行為としてはちょっとあれだが優しく背中を撫なでるように叩たたいてあげると、望は少しずつ落ち着きを取り戻すように呼吸が整っていく。

　ややあって、ポケットから出したハンカチで涙とその跡を拭ぬぐった望は顔を上げた。目は赤く腫はれ、表情は曇ったままで、お祭りの雰ふん囲い気きとは程ほど遠とおい顔をしていた。

　そんな彼女に微笑ほほえみかけて、雪子は思う。

　元はといえば原因は自分にある。望が嫌がらせをしたいと思ってしまったのにはそれだけの理由があって、その理由は赤あか石いし智とも子こが抱いているものと同じはずだ。

　昨日の晩、それに気づいていなければ、きっと今のように笑ってはいられなかったのだろう。自分の駄だ目めな部分に目が行かず、怒って罵ば倒とうしてしまっていたのかもしれない。

　そうならなかったことに安あん堵どして、同時にこれ以上似たような問題を起こしてはいけないと、決意を強固なものとする。

　そして決意を実行に移す為ためには、この場にずっといるわけにはいかなかった。

「それじゃ、先せん輩ぱい。あたしが見回りをするのはここまでにしていいの？」

「……そう、です。初めから──」

「あ、過ぎたことはもう気にしないで。あたしはこれから自由行動出来るだけで充分だし、先輩があたしに抱いている感情も当たり前といえば当たり前の反応だと思うから。だから……ごめんなさい」

「え…………その……？」

　謝しや罪ざいしていた相手に逆に謝られ、望は戸と惑まどったように口をもごつかせる。

　ちゃんと説明するべきなのだろうが、この場にこれ以上いては舞台が終わった遊ゆう矢やを捕まえられなくなる可能性が高くなる。

　雪ゆき子こは望のぞみの両肩を軽く押して距離を取り、

「あたしはこれからやることがあるので、失礼させてもらいます。穂ほ坂さか先せん輩ぱいも仕事ばかりじゃなくて、学園祭を楽しんでくださいね」

「あのっ──」

「それじゃ！」

　言うが早いか、一秒後には彼女に背を向け、雪子は走り出していた。

　望には少し悪いが、その分も含めて、これからの行動で色々と示す必要があるのだ。

　目指すは第一体育館。

　出遅れた分も一気に取り戻すべく、人ひと込ごみも気にせずダッシュする。

　昨日の舞台以い来らい姿を見ていない遊ゆう矢やの元へ行くべく、雪子は軽快に『ぶちまかしで倒せたら五千円！』イベントを行っていた相撲すもう部を跳ね飛ばし、人ひと目めを集めながら駆け抜けて行った。




　最短ルートの特別校舎内は人口密度の関係でパスした雪子は、校舎を回り込む形で体育館へ僅わずか三十秒足らずで辿たどり着いた。

　二つある入り口は両方共とも開放され、それぞれに箱を持った演劇部女子が男性客から五百円の観かん賞しよう料金を受け取っていた。既に出ていた人の数を見るに、どうやら舞台が終わってから多少の時間が経たっているらしかった。

　だが、金を払って出て来た男たちが他所よそに行こうとせず適当な場所に留まっているのは何故なぜかというと──彼等の視線の先を見れば、一目瞭りよう然ぜん。

　下げ駄た箱の近くにある鉄柱の傍そば。ブランド物のバッグを片手に、赤あか石いし智とも子こが立っていた。

　彼女もすぐに雪子が来たことに気づき、ちらりとだがこちらを見た。しかしすぐに手首に着けた腕時計に視線を落とし、何事もなかったかのように姿勢を正す。

　その反応が『あんたなんて眼がん中ちゆうに無いし構ったりしないんだから』と暗あんに言われたように感じ、雪子はそれ相応の対応をすることにした。

　ずんずんと大おお股またで歩いて智子に近づき、無む視し出来ないよう正面に回り込む。

　そして出来る限りの笑顔を作り、挨あい拶さつをした。

「へぇ、出待ちをする芸能人なんて初めて見るわ。よっぽど暇ひまなのね」

　いきなりの挑ちよう発はつに、そっぽを向こうとした智子の眉まゆが律りち儀ぎに跳ねる。

　傾きかけていた顔を真っ直ぐに戻し、これぞ芸能人と言わんばかりの微笑ほほえみを浮かべた智子は唇の下に広げた手を当て、

「……あらあら、せっかくの学園祭に羽は織おりにトレーナー姿の色気と外がい観かん意識がゼロの人に言われるなんて、とっても心しん外がい。さっさとお仕事に戻ったらどうかしらー？」

「残念ながら、もう仕事は終わったのよ。フリーなわけ。だから遊ゆう矢やと一緒に回ろうと思ってね」

　服装に関しては痛いところを突かれたが、それでも雪ゆき子こは笑みを崩さず返し、肩から斜め掛けしていた『特別執しつ行こう委員』と書かれた襷たすきを外し、くしゃくしゃにして羽は織おりのポケットに突っ込んだ。

　相手もやはり手て強ごわく、微笑ほほえんだまま握った手の親指を下に突き出した。

「一昨日おとといきやがれ、って感じかな。遊ゆう矢やくんはわたしと楽しく過ごす先せん約やく済ずみなの。邪じや魔ま者は馬に蹴けられて消えちゃってくれると嬉うれしいな？」

「先約って、確か押し付けがましく一方的に言っていただけよねぇ？　妄もう想そう豊かなストーカーの発想ね」

「……あらー、妄想豊かなのはどっちかしら。それにしても胸が貧しい人は他の部分が発達するのね？」

「…………言ってくれるわね」

「…………そっちこそ」

　笑顔のまま、互いに威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

　体育館前まえのスペースは暗あん雲うんが立ち込め稲いな光びかりが走り暴風が吹き荒れてもおかしく無い程ほどの空気と化し、周囲にいたはずの男たちは固かた唾ずを吞んで状況を見守る。

　どうにも厄やつ介かいな相手を前に、雪子も気を抜けない。それは智子も同じのようで、微笑は綺き麗れいだが余よ裕ゆうは感じられない。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気の中、いつの間にか入り口の傍そばから集金係が消えて、それでも二人の視線は交こう錯さくしたまま譲ゆずらない。

　そんな中、素すっ頓とん狂きような声が校舎側から聞こえて来た。

「や─────っぱりここにいた！　いましたよっ！　いえすっ、あっちゃんってばナイスプロファイリングだね！」

　特徴的なテンションの高い声に、雪子だけでなく智とも子こも作り笑いを崩し、裏口から繫つながる渡り廊下を振り向いた。

　制服・眼鏡めがね・腕わん章しようの三点セットが今日も変わらない武む藤とうアキがそこにいた。雪子たち目指して走り込んで、一メートル手前で急ブレーキ。

　ぴたっと止まった彼女は元気に溢あふれた笑顔で、

「やったね、メインキャラ二人同時に発見あーんどげっと！　間に合って良かった良く出来ましたっ」

　ガッツポーズを取りはしゃぎまくるアキに、雪子は若じやつ干かん引きつつ、訊たずねた。

「な、なによ、何か用でもあるの？」

「もっちろーん！　今年の学内ナンバーワン美女を決めるミス風かざ見み野のコンテストに、お二人とも見事にエントリーされましたっ。ぱちぱちぱちっ。──ということなので、控え室へれっつごーしようねっ？」

「……とりあえず、嫌」

　アキのハイなマイペースに巻き込まれる前に拒絶の意いを表して、それから何のことを言われていたのかを考える。順序が逆の気もするが、そうしないと考えているうちに捲まくし立てられよく分からないのにオーケーしてしまう可能性が高いのだ。

　ひとまずは智とも子ことの諍いさかいを保留し、言われた単語の中からキーワードと思おぼしきものを抜き出してみる。

　ミス風かざ見み野のコンテスト。エントリー。控え室へ。

　内容把は握あくは簡単で、雪ゆき子こは小さく一つ頷うなずいた。

「とりあえずじゃなくても嫌だわ」

「ええぇぇぇぇっ?!　どうして!?　やろうよ、盛り上がろうよぉっ！」

「ミスコンなんかに興味ないわよ。それに、いきなり言われても」

「昨日きのう何度も放送したよっ！　それに、白しろ銀がねさん以外の候補者には事前連れん絡らくをとったもん！」

「なんであたしにはとってないのよ！」

「だって事前に知らせたら逃げられそうだもん！」

　理由としてはかなりおかしいが雪子の性格を把握したアキの言葉に、雪子は軽い頭痛を感じた。今いま更さらだがこの友人は一般人とは違うルールで動きすぎだと思い、ため息をつく。

　しかし折れる気は無く、手を横に振り、

「とにかく、パスするわ。もっと他の人を連れて行ってよ。演劇部のまどかさんとか、そこにいる暇ひま芸能人とか」

「西さい苑えん先せん輩ぱいは一昨年おととしのミス風見野だもんっ、一度選ばれた人は二度とエントリーされないの！　それに赤あか石いしさんは昨日の時点で──」

「出るって伝えたもんねー？」

　それまで黙っていた智子が、肩にかかっていた髪を後ろに流す優ゆう雅がな仕し種ぐさをみせ、挑ちよう戦せん的てきにふふんと笑ってみせた。

「別に、誰が一番！　なんてこと自体には興味ないけど、負ける気もないしね。尤もつとも、誰かさんは勝負のステージに上がる度ど胸きようもないみたいだけど」

　言って細められた目は、明らかに雪子を捉とらえていた。

　一瞬、雪子の頭から血の気が失せる。しかしすぐに顔が熱くなる程ほどの激げき情じようが体を支配、気が付いた時には握った拳こぶしを鉄柱に打ちつけていた。

　ガィン、と鈍い金属音が響ひびき、その音の大きさに智子とアキが驚いたように体を震わせる。

　雪子はひりひりと痛む拳を引くと、アキにではなく智子に向けて、言い放った。

「──おっけ、出るわ」

　短い言葉の中に確かな決意を乗せ、宣言する。

　赤石智子が何を思って挑ちよう発はつしたのかは分からないが、挑いどまれて退ひく気はない。ついでに言えば────少々派は手でだがこれはいい機会だ。

　昨夜と今朝けさ、遊ゆう矢やに会おうと思えば会え話すことが出来たにも関わらず雪ゆき子こがそうしなかったのは、遠えん慮りよしたのでも気まずかったからでもない。

　自分なりのけじめと、一晩かけて意思を固めるためだ。

　舞台としてはかなり嫌だが、効果的でもある。

　だから雪子は攻撃的に笑みを深め、

「ミスコンだろうがなんだろうが出てやるわよ。結果にも勝ち負けにも興味なんてないけど、ね」

「あらら、もう負けた時の言い訳するの？」

「まさか、思ったことを言っただけ」

　雪子の口く調ちようで本当にそれ以上の他意はないのを悟さとったのか、智とも子こは少し不ふ審しんそうに口を噤つぐんだ。

　そこに──

「あら、雪子ちゃんミス風かざ見み野のコンテストに出るの？」

　最も早はや聞き慣れた感のある、透明度の高い大人おとなびた声。

　振り返れば体育館の入り口に、遊ゆう矢やを含めた演劇部一いち同どうが揃そろっていた。その先頭で微笑ほほえむのは、つい数分前までステージ上で恋に悩める大学生役やくをこなしていた西さい苑えんまどかだ。

　衣装である赤いスーツを着たままの彼女は事の成り行きを知らないだろうにも関わらず、深く頷うなずいて雪子へ言った。

「それなら、私たちも協力しないと駄だ目めですね？」

「……………………はぃ？」

　当たり前のように申し出るまどかに思いっきり疑問の表情で返す雪子だが、何故なぜか演劇部一いち同どうは力強く頷いていた。

「そうっすねー、あんな格かつ好こうじゃミスコンどころかコンビニのバイトも危ういっす。なんとかしないとダメっすね」

「確かあれって好きな服着きてアピールするんだよね」

「特技披ひ露ろうもあるわよ。白しろ銀がねさん何やんの？　やっぱ瓦かわら割わりか板割り？」

　好き勝手に意見を出し合う彼女等らは、頼りになるのか自じ爆ばくに陥る要因なのか判断が難しい。というか物もの凄すごく楽しそうな様よう子すを見るに、目的の為ための手段というよりは手段の為の目的という印いん象しようがどうにも強い。

「…………すっごく不安……だけど」

　何はともあれ、出ることは決めてしまった。最善を尽くすのに力を借りることも必要ならば、甘んじて受けないといけない。

　戦闘モードに入り沸ふつ々ふつとやる気が満ちる中、雪子は現在の敵へと視線を移した。

　周囲に多くの異い性せいがいながら、彼女が見ていたのは演劇部の女連れん中ちゆうの傍そばでぼぅっと立っている遊ゆう矢やだった。ラストがやや荒れた展開だったのでセーターが伸びていたり髪かみ型がたが乱れていたりするものの、いつもよりはしゃんとして見える、自分の幼おさな馴な染じみ。

　どれだけの想いを視線に込めているのか、雪ゆき子こには分からない。

　だが、自分の想いが劣っているとは思わなかった。
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　行き交う人に紛まぎれるように、美み樹きはひっそりと歩いていた。

　南西に位置する校門から入って来たのは昨日と同じだが、違う点が二つある。

　一つは、今の時刻がもうすぐ二時になろうとしていること。昨夜も眠れぬままベッドの上で過ごした結果、うとうとと眠りについたのは夜が明けてから。起きたのは時計の針が十二時も半分以上過すぎた後だった。

　それなりに楽しみにしていた演劇部の舞台を観みることは叶かなわず、それだけでも多た少しよう落ち込んでしまった。

　もう一つ違う点は、既に寄り道をした後だということ。

「……しかし、あんな所に置いてきて良かったのですか？　折せつ角かくのレアアイテムです、誰かに奪われる危険性がある場所に放置するというのは得とく策さくではありませんよ」

「きっと……大丈夫です」

　控えめに返すも、シゼムが心配するほど大おお袈げ裟さなことをしたつもりは、美樹にはない。

　考え抜いた結論として──美樹は、雪子に訊たずねることにした。遊矢と玲れいのことも含めて話してもらえる限りを聞いて、自分のことも相談することにした。

　だから具体的な物ぶつ証しようとして祖父から送られてきた宝石箱──召しよう喚かん術じゆつ具ぐを持って来たのだが、小箱とはいえ金属が使われた昔の品は、持ち歩くには少し重いしかさばる。

　なので学園祭期き間かん中も開放されている図書館に、ひとまず預ける形で置いて来たのだ。

　図書館は図書室に比べれば出入りは少ないが、それでも一般生徒よりも多く訪れて活用し、働いている司し書しよとも面めん識しきがある。だから入って右側、受付カウンターの奥にあるパソコンデスクの下に『少しの間置おかせてください』と張り紙をして置いて来た。

　今日は図書館利用者は皆かい無むに等しいだろうし、張り紙には署名もしてきたので司書の人なら触ることもないだろう。

　身軽になったところで雪子を探そうと、とりあえず図書館から一番近い特別校舎へと繫つながる道を歩いているのだが……美樹の口からは嘆たん息そく混じりの声が漏れていた。

「ゆっこちゃん、どこにいるのかな……」

　昨日より多い人の数と、一つの所に留まらない仕事。そして何より携帯にかけても出ない為ため、見つけるのは至し難なんの業わざと思われた。

　美み樹きはちらりと、隣となりを涼しげな顔で歩くシゼムを見た。彼に頼めば見つけてくれそうだが、そんなことまで頼るのは悪い気がした。それに、完全にシゼムを信用したわけではなかった。普通の人には知覚されない悪あく魔まという存在を、ただでさえ人ひと見み知しりで内気な美樹があっさりと受け入れられるはずもない。

　だから途と方ほうに暮れて宛あても無く歩き続けるしか──

「おや？　あちらにずいぶんと人が集まっているようですね」

　独り言のようなシゼムの声に、美樹は顔を上げて彼の視線の先を見た。何人──何十人かの人が、確かにどこかを目指して移動しているようだった。

「本当ですね……あの先にあるのは体育館と校舎の裏口なんですけど……」

　何か特別なイベントでもやるのだろうかと疑問に思うが、あまり学園祭に乗り気でなかった美樹は体育館や特別校舎内ないの各教室で行われる催し物のタイムスケジュールを覚えていない。

　だが運が良いことに、道のすぐ先に掲示板が立っていた。

　そこにあったいくつもの宣伝と告こく知ちの張り紙の中に、二時から第一体育館で行われるイベントについても書かれていた。

「ミス風かざ見み野のコンテスト……？」
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「れっでぃ───す、あーっんど、じぇんとるめ─────ん！　って言っても、ここにいるのは殆ほとんどヤロウばっかりだけど、よくぞ集まってくれましたぁっ！」

『うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!』

「みんな───、かーわいいオンナノコは好きですかぁっ!?」

『好きだぁぁぁぁぁぁぁ！』

『大好きだぁ─────！』

「美少女に飢えていますかぁっ!?」

『うぉぉぉぉぉぉおおおお!!』

「おーけぃ！　今日は風見野高校選えりすぐりの美少女たちがたっぷりと目の保養をさせてあげるから、一生の思い出にしてねっ！」

『ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおぉおおおおぉぉおおおおおおぉっ!!』




　下りた幕の向こうから響ひびいて来る武む藤とうアキと観客の声に、雪ゆき子こはうんざり気分でぼやいた。

「……盛り上がってるわねー」

　雪ゆき子こたちミス風かざ見み野のにエントリーされた五人の候補者は、舞台袖そでで待機していた。そこまで地鳴りのように声が聞こえてくるのは、ハッキリ言って異常としか思えなかった。

　どこか遠い国に連れ去られてしまったような疎そ外がい感というか、現実味みの無い妙みような熱気を居い心地ごこち悪く感じ、雪子はやれやれと頭を振った。

　と、前にいた智とも子こがこちらを向いていて、目が合った。不ふ審しんに思っているのか引いているのか分かり難い──が、とにかく好意的な意味が籠こめられていないことは確かだった。

「……いくらイロモノだからって、その格かつ好こうはどうかと思うな」

　ぼそりと言われた内容に雪子は、くっと小さく呻うめく。反論したいが、自分でもそうだなー、と思っているので何も言えない。

　候補者たちは自分で持ってきた衣装を着ているのだが、自己紹しよう介かいと共に晒さらすまでは黒い布で首から下を覆おおって隠かくし、てるてる坊ぼう主ずのような姿でいる。

　しかし最さい後尾の雪子だけは演劇部の手によって、フードを被かぶった上に足元まで完全に隠しているという、怪しさ五割増しの格好だった。演劇部の脚きやく本ほん・演出担たん当とうの千ち恵えから色々と指示を受け、特別校舎で着替えてからこの格好のままでいる。

　着ているのは恥ずかしいが、脱ぐのはもっと恥ずかしい。好意か厚意かただの遊び心かは知らないが衣装と髪かみ型がたが変えられた今、体の九割七分近くを隠しているフード付きローブは欠かせない必ひつ須すアイテムだ。

「それではっ！　只ただ今いまより、ミス風見野コンテストの始まりでぇす！」

　アキの声が届くと共に、それまでは壁かべ越ごしに響ひびいていたようにぶれて聞こえていた歓声が、生の音声で伝わって来る。雪子のいる場所からは見えないが、幕が開き緞どん帳ちようが上がったのだろうと推すい測そく出来る。

　いよいよだ、と思うとさすがの雪子も心しん拍ぱく数すうが上がる。目立つことには慣れているが、堂々と見世物を演じることには慣れていない。演劇部の人や目の前にいる赤あか石いし智子はよくこんな緊きん張ちようと不安の中で演技が出来ると、真剣に凄すごいと思う。

「さぁてそれではエントリーナンバー、一番！　二年芸能クラスに在ざい籍せき、ファンの人からは『ウリちゃん』の愛あい称しようで呼ばれている可愛かわいらしさ抜ばつ群ぐんのアイドル候補生、近こん藤どう猪いの子こさん！」

「はぁ[image: ][image: ][image: ]い！」

　元気良く幼い返事をし、並んでいた中で先頭にいた背の低い上級生がパタパタと駆けてステージへ出て行った。と、ほぼ同時に物もの凄すごい歓声が聴覚を襲おそう。

　フード越しに耳を押さえながら雪子は、いよいよ始まったお祭り騒ぎに、深しん呼吸をして気を落ち着かせようとする。

　ステージでは司会のアキが促うながすままに候補者が自己紹介を始めていた。さすがは芸能クラスの生徒というべきか、すらすらと答えつつも元気の良さをアピールすることを忘れていない。布の下は何を着ていたのかまでは分からないが、観客が一ひと際きわ盛り上がった声を聞くに、ただの私服ではなさそうだった。

　ややあって二人目が呼ばれ、残り三人になった時。

「あなたと遊ゆう矢やくん、小さい頃からの知り合いなのよね？」

　前を向いたまま、唐とう突とつと言っても過言ではないタイミングで智とも子こが言った。

　暇ひま潰つぶしの世せ間けん話のつもりなのかと思い、雪ゆき子こは智子の平静っぷりに呆あきれてしまう。

　自分がこんなにも緊きん張ちようしているのに……と頰ほおを膨ふくらませながら、素そっ気け無なく質問に答えた。

「そうよ。幼稚園からの知り合い」

「わたしは……その頃かな、劇団に入ったの。小さな、知名度も低い劇団だったけどね。中学まではずっと舞台俳はい優ゆうに囲まれてたんだ」

「へぇ？　そうなんだ」

　意い外がいな内容に雪子は素すで驚いた。去年辺あたりから雑誌のグラビアで注目を浴び、今年に入ってからはテレビのＣＭでも見かけられるようになったタレント──という、ぽっと出の印いん象しようが強い赤あか石いし智子がそんな小さな頃から芸能界に片足を突っ込んでいたとは、初はつ耳みみだった。

「十年かなぁ。それだけ経たっても演技はそこそこにしか出来なくてさ。でもね、劇団長が顔の広い人で、中学生になった頃からわたしのことを色々な人に売り込んでくれたのよ。それでグラビアモデルを探しているカメラマンさんに紹介してもらって、タレントとしてならモノになるかもしれないって言われて。ちょっと悔しいけどそうすることにしたの。芸能界で働くことが夢だったから。役者としてなら申し分なかったんだけどね」

　三人目の候補者がステージへと消え、歓声が沸わき起こる。

　それが収まるのを待って、

「だからわたし、表情や声から他人の考えや感情を見抜くのが上手うまいのよ。ずっと演技の世界を見て、他人に信じ込ませる演技も、自分を偽いつわるだけの演技も、色々と見てきたからさ。かなり自信があるのね。自じ慢まん出来るくらい」

「大した特技ね」

　言いながら雪子が思い浮かべたのは、知覚するだけでその人の感情や本質を理解する力を持った、小さな天使のことだった。彼女はちゃんと召しよう喚かん者の魂たましいを解かい放ほう出来たのだろうかと、今いま更さらながらに思い馳はせる。

　一方、智子の話はまだ終わらず、

「だから初めて遊矢くんと会った時はさ──白しろ銀がねさんに助けられた時、彼が何を思って私のことを助けてくれたのかを知ろうとして、驚いちゃった」

「へ？　なんでよ？」

「優しい笑顔で、『もう大丈夫みたいだよー』って吞のん気きな声で話すのに、何も感じられなかったから」

「……何も？」

「そ、なーんにも。下した心ごころだけじゃなくて、好意も親切心も、なーんにも感じられなかったの。見ず知らずの人を助けておいて、そこに何も感じられないの。凄すごく不ふ思し議ぎな感覚で、凄く気になっちゃった。いつの間にか登校する時は必ず姿を探していたし、遠くに見つけただけで嬉うれしく思えるほど惹ひかれちゃった」

「…………どうして今、そんな話を？」

　今までのように敵意を露あらわにするのではない、静かな会話。

　告白にも似た想いの吐と露ろに、雪ゆき子こは戸と惑まどうしかなかった。

　しかし智とも子こが振り向いて次の一言を声にした時、その意図を理解した。

「わたしの本気を伝えたかったから」

　言い終わると同時に、

「はぁい、それではエントリーナンバー四番！　一年芸能クラスに在ざい籍せき──」

　アキのコールが聞こえ、智子は前を向いてステージ中央へと歩いて行った。

　歓声が一ひと際きわ大きく聞こえる中、雪子は静かに目を閉じた。

『わたしの本気を伝えたかったから』

　雑音に邪じや魔まされること無くリフレインした、その言葉の意味。

　別に言われるまでもなく、彼女が本気だということは疑う余よ地ちが無かった。

　芸能人という特別な職種の彼女が、人前で堂々と遊矢に寄り添い、好意を隠かくそうとしなかった。それだけで軽い気持ちではないと判はん断だん出来る。

　だが今の言葉は、そういう意味で言ったのではない。これまでの敵意や宣せん戦せん布ふ告こくとは違う、穏おだやかで真剣な会話が全てを示している。

　あれは問いかけだ。

　自分の本気を伝えることで『あなたは本気で好きなの？』と訊たずねると同時に、それを表すだけの覚かく悟ごはあるのかと問いかけているのだ。

　もちろん、雪子の勘かん違ちがいかもしれない。勝手に思い込んでいるだけかもしれない。

　そうだとしても──既に覚悟は決めた後で、その覚悟をさらに後押ししてくれたことには変わりない。

「──それじゃいよいよラストバッター！　風かざ見み野の高校随ずい一いちの知名度と攻撃力を誇る彼女の参さん戦せんが実現しましたっ！　エントリーナンバー五番、一年Ｆ組在籍の特とつ攻こう美少女、『荒あら雪ゆき姫ひめ』こと白しろ銀がね雪子さんで───っす！」

　ややカチンとくるアキのアナウンスに促うながされ、雪子はステージへと足を踏み出した。

　緊きん張ちようと不安が一歩踏み出すごとに押し寄せる。フードを被かぶっているので視し界かいが狭く、足あし元もと以外はほぼ見えないからまだなんとかなっている。

　落ち着け、落ち着け、足元注意と口の中で声に出さずに繰り返し、光量の少なかった舞台袖そでとは段違いに明るい床が姿を見せた。

　観客側からも雪ゆき子この姿が見えたらしく、歓声が一気に膨ふくれ上がり────急速に、萎しぼんだ。

　理由は分かる。他の候補者と違い、フードを被かぶって顔まで隠かくしているのだ。向こうからすれば拍子抜ぬけだろう。

　実際、ステージ中央へ行くまでの間にざわめきと共に疑問に満ちた声が聞こえて来た。

「……ありゃどういうことだ？」

「……一人だけどーして……」

「……ダミーじゃね？　本人連つれて来られなくて」

　がやがやと雑音がざわめいているのにやけに明確に聞こえる声が、さらに心しん拍ぱく数すうを上げる。隠れた顔は早くも熱くなっているし、足も前に出すのが辛つらい。

　だが雪子は意思の力で足を止めず、着ちやく衣いで水の中を歩くような感覚と苦労で進んで行く。

　事前の打ち合わせでとりあえずアキの隣となりまで行き、自己紹しよう介かいと共に衣装を隠す布を剝はぎ取ることになっていた。

　だから既にステージ上にいる四人は各々の服装を露ろ出しゆつしているのだが、気を紛まぎらわす意味も兼ねて横目で見たところ、皆派は手でなだけでなく似に合あっていた。トップの上級生は体操服姿すがたで、二人目はスコートを穿はいたテニスウェア、三人目は艶つややかな振ふり袖そでを着ていた。

　赤あか石いし智とも子こは白のレオタード姿だった。新体操の経験があるのか、単にセックスアピールで選んだのかは分からないが、凄すごく似合っていた。胸が窮きゆう屈くつそうに見えるのは狙っているとしか思えない。

　対たい抗こう意識が再さい燃ねんし、のろのろと進んでいた足でも中央へ辿たどり着いた。

　隣に立つアキの顔は見えないが、口の前にワイヤレスのマイクが突き出される。

「ではでは白しろ銀がねさんっ、自己紹介などをどーぞ！　身長体重スリーサイズに特技、此この度たびの意気込みなんかを語っちゃってくださいなっ」

　ピンマイクでも付けているのか、声は拡声器を通した大きなものだ。

　大おお勢ぜいの前に立っている点では同じなのに、アキの声には緊きん張ちようなど欠片かけらも感じられない。それを羨うらやましく思いながら、雪子は袖そで状じようになった部ぶ位いから腕を出し、前にあったマイクを奪うように摑つかみ取った。

　そして対ついの手で体を覆おおうローブを摑む。

　場内はにわかに静まり、雪子のアクションを待っているのが分かる。

　心拍数は急上昇。

　だが、高こう揚よう感も負けないくらいに体中を駆け巡っている。

　雪子は俯うつむき加か減げんだった姿勢を正し、

　肺に空気を溜ため込んで、

「一年Ｆ組、白銀雪子……」

　強ごう引いんに扱えばすぐに破ける仮かり縫ぬいだけしかされていないローブを毟むしり取り──

　真っ赤なチャイナドレスに包まれた体が露あらわになった。

「身長百六十七センチ、体重もスリーサイズも秘密！　得意なのは運動全ぜん般ぱん、苦にが手てなのは家事全般！　それからあたしのことを『荒あら雪ゆき姫ひめ』呼ばわりした奴やつには蹴けりが飛ぶから、そのつもりでいなさい！」
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　人で埋まった館内に怒ど声せいじみた大声が響ひびいた。

　観客たちの鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった上に水をぶっかけられたような顔をして、反はん響きようが収まった館内は無人の洞ほら穴あなのような静けさとなり……

　──瞬間沸ふつ騰とうしたように大だい歓声が爆発した。

　あまりの音量に顔をしかめた雪ゆき子こは、音波で体が押されるような感覚に足を踏ん張って耐え、それから自分の出来に満足する。

　演劇部という演出のセミプロ集団が考えただけあって、効果は抜ばつ群ぐん。わざわざフードを被かぶったのも、ポニーテールだった髪を二つに分けて団だん子ご状態にしたのを隠かくす為ため。その髪かみ型がたを見れば着ているのがチャイナドレスと勘かん付づく者は多かっただろうし、裾すそが短ければカンフーシューズが見えていてやはり予測がしやすかったはずだ。

　満足出来る結果だが……………………やっぱり、恥ずかしい。

　館内は熱気に包まれているとはいえ、秋にも関わらず袖そで無なしで両サイドに大だい胆たんなスリットが入ったチャイナドレスは季節外れに露ろ出しゆつが多い。

　脚きやく線せん美びにはそれなり以上に自信のある雪子だったが、見られることに快感を覚えるタイプではない。恥ずかしい。視線が露あらわになっている太ももに集中している気がして、暴れ出したい衝しよう動どうに駆られる。

　だが、これからもっと恥ずかしい思いをしなければならない。

「えー、派は手でな演出の白しろ銀がねさんっ！　意気込みなどをどーぞ！」

　促うながすアキの声に、雪ゆき子こは言葉を発する前に斜め後ろを振り向いた。

　予想通り、赤あか石いし智とも子こはこちらを見ていた。やや驚いてはいるようだったが、それでも推おし測るような、鋭い光が瞳にある。

　それを確認して、雪子は再び前を向く。

　立ち見の為ため千人近い人数が収容されているので、感覚的には一対たい千。二千の目が自分を見ていると思うと、逃げ出したくて仕方がない。

「……とりあえず、先に言っておくわ」

　それでも嚙かまずに言うことが出来て、少しほっとする。

　気合を入れ直し、腹に力を入れて、

「せっかく選出してくれた上にこんな所まで出て来ておいてなんだけど、あたしはミスコンなんかに興味はないし、結果もどうでもいいわ。だから、この場を以って棄き権けんします」

　言い切ると、予想通り館内がざわめき出した。

　しかしそれを聞かないように意識して、遮さえぎるように言葉を紡つむぐ。

「ここに立った理由は、一つだけ。この場を借りて言いたいことがあるからよ」

　そこまで言って、マイクを少し口から離す。

　自然と雪子の口から息が漏れる。ここまではちゃんと言えた。

　問題はこれからだ。

　自分では限界だと思うくらいに跳ねていた心臓は、痛みを感じるまでに鼓こ動どうを増している。

　ほんの少しでも気を緩めれば手が、足が震えて崩れ落ちてしまいそうになっている。

　目の奥が熱くなって、いつ涙が零こぼれてもおかしくないような感覚がある。

　乱れて息苦しい呼吸は、最さつ早そく吸うのと吐くのを意識しても操作できない。

　逃げ出したい、止めてしまいたい、諦あきらめてしまいたい──そう叫んでいる自分がいて、晒さらし者になっている現状に恐怖すら覚えている。

　それでも、雪子はくっと顎あごを引いた。

　ここで退ひけば二度目は無いと分かっているからだ。

　機会とシチュエーションの問題ではなく、逃げ出した白銀雪子に二度目の場に立つだけの力は無いのだ。

　自分が強いのは知っている。だが、同じくらい弱いのも熟じゆく知ちしている。好意の正体に気付いてからも足踏みばかり続けている現状がいい証しよう拠こだ。

　一度機き会かいを逃せば次が巡ってくるまで時間がかかる。

　だがせっかくの機会から逃げれば、次があってもまた逃げるだけだ。

　チャンスは、一度きり。

　──必死に息を整えようとしながら、雪ゆき子こは後ろにいる智とも子このことを想った。

　先週、彼女は遊ゆう矢やに告白している。いくら芸能人でも、舞台慣なれしていても、緊きん張ちようしていたはずだ。逃げ出したかったはずだ。

　それでも尚なお、告白した。返事が保留であったとはいえ、やるべきことはやったのだ。

　だが、遊ゆう矢やの傍そばには自分がいた。一番近い位置に、家族以外で一番長い距離を共にしている、『ただの幼おさな馴な染じみ』が。

『ただの幼馴染』が具体的に自分の前に立ちはだかった時、彼女は何を思っただろうか？

　昨晩。自分なら……と考えて、雪子は臍ほぞを嚙かむ思いをした。

　好意を持っているのは見え見えなのに、口ではその好意を否定する。そんな人間が自分の恋こい路じを阻はばんでいる。どうしようもなく大きな存在として。

　雪子にも言い分は、ある。遊矢の体を元に戻すまでは幼馴染でいると決めたという理由が。

　しかしその理由が他人には何の意味も持たないことに、昨さく晩ばん初めて気が付いた。

　一言で切り捨てれば、それは単なる勝手な都つ合ごうでしかなかったのだ。

　だから穂ほ坂さか望のぞみにも謝ったし、赤あか石いし智子にも後で謝る必要がある。

　──痺しびれを切らしたのか、館内は三度、ざわつき始めた。

　呼吸も心臓の鼓こ動どうもまるで整わない。むしろ悪化している。

　逃げ出したい気持ちは最さい高こう潮ちようで、このままだと嗚咽おえつ交まじりにへたり込んでしまいそうだった。

　やけになっても調子はまるで変わらないし、上手うまく喋しやべれないかもしれない。

　だが、『いけ、いけ、いけ──』と震える自分を鼓こ舞ぶするままに、マイクを引き寄せて、

　口を大きく開けて、

　肺に酸素があるのかも分からないまま、

　瞑つぶりたくて堪たまらない目を必死に見開いて、

　一生で一度、東京タワーのてっぺんから飛び降りるつもりで、

　自分の人じん生せい全てを賭かける勢いで、

　──叫んだ。




「水みな瀬せ遊矢はあたしの男よ！　手を出す相手にはっ、全力で立ち向かうからねっ!!」




　──どれだけの声が出たのか、雪子には分からなかった。ちゃんと言えたのかも分からない。

　ただ耳の奥がじんじんして、やっぱり目め頭がしらは熱くて、腕から力が抜けて、マイクを持った手がだらんと落ちる。

　これでようやく赤石智子と同じステージに上がれたと、小さな達たつ成せい感かんがあった。

　観客という名のその他大おお勢ぜいは、別にどうでもいい。彼女の前で堂々と言い切ることだけが目的で、穂ほ坂さか副会長のようにもしかしたら知らぬ間に恨うらみを買っていた人たちへの、後れながらではあるが、けじめが果たせれば上出来だった。

　ただ、それでも観客の中にいるはずの遊ゆう矢やの反応だけは気になり、館内に視線を巡らせ──

「ぁ…………っ?!」

　長方形の広い館内の後方に、入り口へと歩く高たか嶺みね美み樹きの姿が目に入った。

　数日振ぶりに見かけた友人の姿に、本来ならばほっとするか、今の発言を聞かれたことにこれ以上熱を上げたら倒れそうなほど熱くなっている体温を上げるところなのだが……雪ゆき子こは、硬直したまま動けなくなっていた。

　今、開けられたままのドアから体育館を出て行こうとしている美樹──それに追つい従じゆうするようにして歩く、すぐ後ろの赤毛の外国人男性が視し界かいに入ったからだ。

　遠とお目めにも分かる程ほど美形で、それほど背が高いわけでもないのに目立つ青年だった。

　だが、見た目などどうでも良かった。

　問題は、見ているだけで背せ筋すじがざわつくような、存在感と違い和わ感かん──

　雪子は似たような感覚を二ヶ月前に経験していた。商店街で出会い、一いち夜やを共にし、自分たちの手助けをしてくれて、最後には願いを叶かなえて消えた、小さな天使──彼女と初めて会った時に感じたそれと、今感じたものは酷こく似じしている。

　それだけで雪子の中で一つの確信が生まれていた。

　あれは、人間じゃない──

「はれれ？　白しろ銀がねさん、どうしちゃったの？」

「……えっ!?　あ…………いない?!」

　すぐ傍そばで聞こえたアキの声で雪子が我に返った時、美樹も赤毛の青年もその姿を消していた。

　何秒間自じ失しつしていたのかは分からないが、何分も放って置かれていたということはないと判断し、

「ごめんっ、あたしここで抜ける！」

「えぇ？　白銀さ、って、ちょっ!?」

　アキにマイクを投げると、雪子は迷わずに駆け出した。

　舞台袖そでではなく、ステージの下へと向かって。

　履はき慣れてはいないものの足にしっくり来るカンフーシューズでステージギリギリの場所を踏み切って、雪子は啞あ然ぜんとする観客へと向かって、跳んだ。

　前列に狭せま苦くるしく集っていた男たちの肩を、或あるいは後頭部を踏み台にして、前側の入り口目め指ざし次々と跳んで行く。我ながら漫画のようなことをしていると雪子も思うが、気にしている余よ裕ゆうはあまりない。

　なるべく加か重じゆうを減らすように柔らかく着地と踏み切りを繰り返し、曲きよく芸げいじみた方法で入り口まで辿たどり着いた雪ゆき子こは、床に着地すると同時に閉められていたドアを開けた。

　鉄製のドアが開ききるのを待つのももどかしく、半分開いた時点で体を隙すき間まに滑り込ませて外に出ると、素早く左右と特別校こう舎しや裏口へ視線を走らせる。

　しかし、美み樹きも赤毛の青年も見当たらない。外に出るまで少し時間がかかったとはいえ、数分と間は開いていないはずだ。

　どこに行ったかは分からないが、今いま追えばすぐに追いつける。

　問題は、

「どっちに行ったのよ……！」

　目的があってどこかに行ったか、帰ろうと思ったのか、何も分からない。

　そもそもどうしてあんな男が美樹と一緒にいるのかが分からない。

　雪子は歯は嚙がみをして、三方向に再さい度ど視線を走らせた後、

「こうなったらダメ元で──」

「雪ちゃん、どうしたの？」

　勘かんを頼りに走り出そうとした時、同じ入り口から出てきた遊ゆう矢やが小こ走ばしりで近寄ってきた。もう衣装から制服に着替えた後だ。

　あんなことを言った直後で顔を見るのは恥ずかしいが、そんなことを気にしている場合でもなかった。

　雪子は遊矢の肩を摑つかんで、

「ねぇっ、ミキがどこ行ったか知らない!?　あの子と一緒にいた男がセーレかリールゥみたいな感じがして、よく分からないけど危険なのよ！」

「一緒にいた……赤い髪の人？」

「遊矢も見たの!?」

「うん。僕はそんなに変な感じしなかったけど……たぶん、雪ちゃんが言うなら、人間じゃないんだろうね」

　その発言は雪子にとって少し意い外がいなものだった。自分が感じたものなら遊矢ならもっとハッキリ感じていていいと思ったのだが、違うという。

　感覚が欠けつ如じよしている分、そういったものには自分の方が鋭いのかもしれないと雪子は思い直した。何しろ改かい造ぞう人間もびっくりな体なのだから。

「とにかく、ミキを探すわよ。手分けして、他にも誰かに協力を……」

「雪ちゃん、携帯電話は？」

「持ってないわ。貰もらったのは羽は織おりの中で、自分のは家に置いてきて……」

「それじゃ、高たか嶺みねさんの番号教おしえて。僕のからかけるから」

　ズボンのポケットから携帯を取り出そうとする遊矢に、雪子は苛いらつきながら怒ど鳴なった。

「番号なんてそんな、覚えてないわよ！　ああもうっ、こんなことになるならちゃんと暗あん記きしておけば……！」

「んー……それじゃ、ちょっと勘かん便だよりになるけど、仕方ないかな」

　言うと、遊ゆう矢やは落ち着いた動作で肩に置かれていた雪ゆき子この手を握った。

「落ち着いて考えて。高たか嶺みねさんは、ついさっきまで体育館にいたんだよね？」

「そうよ！　だから急げば──」

「だから、落ち着いて？　ミスコンの途中でいなくなったのなら、何か心情的な問題が起こって人の多い所からいなくなりたかったのかもしれないよ。時間が差し迫っている他のイベントに行ったとか、トイレや急病の可能性もあるけど、それなら携帯を取りに戻ってからでも遅くないから。高嶺さんの場合、危ないのは何かの影えい響きようを受けて揺らいでいる時に一人になるパターンだけだよ」

「じゃあっ……じゃあ、一人になれる所って!?」

「高嶺さんが好んで使う場所……それも今日はほぼ確実に誰もいない場所に、一つだけ心こころ当あたりがあるよ。ね？」

「────────図書館！」

　目を見開いて答えた雪子に、遊矢は笑顔で頷うなずいた。

　雪子も伊達だてに特別執しつ行こう委員になって走り回ったわけではない。『台たい風ふう祭さい』当日にどの施設が開放されてどの施設が閉へい鎖さしているか、それくらいは記き憶おくしていた。

　図書室は、昨日今日は開いていないはずだった。しかし図書館は開いている。

「行くわよ遊矢！」

　言うが早いか遊矢の手を逆に摑つかんで、雪子は走り出していた。

　図書館に美み樹きがいなければ、他に思い当たる場所はない。しかし遊矢の言う通り美樹の性格ならば、何かをするなら誰もいない場所を、それも普段から慣れ親しんだ場所を選ぶはずだ。

　そこにいないのならば、少しは安心出来る。

　遊矢を連れている為ためにトップスピードの半分も速度を出せず、雪子は図書館目め指ざして走る。この辺りには屋や台たいもイベントもないので道を歩く人の数は少なく、邪じや魔まも少ないのはありがたかった。

　だが、美樹が本当にこの道を歩いて図書館へ向かったのかという、不安と期待が混ざりあった疑ぎ惑わくはこびりついたまま拭ぬぐえない。

　誰かに確認を取った方がいいだろうかと思い、雪子はすぐに行動に移すことにした。

　丁ちよう度ど、道みち沿ぞいに立てられた掲示板の前に一人の女生徒がいた。いくらお祭りとはいえ他校に赤い袴はかまの巫み女こ装しよう束ぞくで出向く人はいないはずだ。

「ぁのっ、ちょっと訊きいていい!?」

「ん？　何か？」

　振り向いた彼女は状況が状況でなければすぐに二にの句くが継げなかったくらいの美人で、走りこんできた見知らぬ人物に突然呼よびかけられてもきちんと対応をする、落ち着いた人だった。

　だが感心している余よ裕ゆうもない雪ゆき子こは慌あわただしく、

「あっちに、これくらいの背の女の子が行くの、見なかった!?　その、ボブカットで気が弱そうで、一緒に──」

「見たぞ」

　身振り手振りを駆く使ししての説明途と中ちゆうに、巫み女こ装しよう束ぞくの彼女はさらりと言った。

「赤い髪の男が一緒にいた。その子なら、向こうに行ったな」

　言葉と共に上げられた指が示したのは、図書館のある方向だった。

「っ……、ありがとっ！」

　手早く彼女に礼を言うと、雪子は再び遊ゆう矢やの手を引いて走り出す。

　今いま雪子が出来ることは、親友が早まった行動をしないように祈ることと、少しでも早く追いつくように足を動かすだけだった。
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　体育館で雪子の叫ぶ声を聞いた時──美み樹きは、自分の願いを把握した。

　視力がそれほど良くない美樹だが、何故なぜか壇だん上じようにいる雪子の姿は細かいところまで見えた。

　マイクを握る手が震え、露ろ出しゆつの多い足が今にも崩れ落ちそうになって、充血した目は涙が滲にじんでいるようだった。

　あれが、白しろ銀がね雪子だ。

　自分の良く知る、親友の姿だ。

　初めて話した時に魅み入いられた、

　自分が一番憧あこがれて、なりたかった人物。

　自分には絶対になれないと、諦あきらめていた──













四章　願う気持ち







　大きな洋館のような外観の図書館が見えた時、同時に雪ゆき子こはそのドアが閉じる瞬間を目もく撃げきしていた。

　だから図書館に辿たどり着き、木製の大きなドアを開けた瞬間、雪子は中へ向かって叫んでいた。

「ミキぃっ！」

　外に比べると薄暗く感じる館内に声が響ひびき、こちらへと振り返る人ひと影かげがあった。

　そのことに雪子はほっとして数歩前に出て、しかし影が一つではないことに気づきすぐに足を止め気を引き締める。

　美樹はドアから一番近い本棚の傍そば、入り口から六、七メートルしか離れていない場所にいた。雪子がこの場に現れたことに驚いているようだったが、それは彼女だけで、隣となりで佇たたずむ赤毛の青年は微笑を湛たたえていた。茶色のスーツに白いネクタイと、結婚式にでも出るような服装。しかし気を許せる相手ではないと、うるさいくらいに直感が教えていた。

　バタンという音が背後ですると共に、視し界かいが少しだけ明るくなった。遊ゆう矢やがドアを閉めたのだろうと、後ろは見ない。

「……ゆっこちゃん、どうして？」

　表情に多少の戸と惑まどいはあるものの、美み樹きは静かに訊きいてきた。

　それが雪子には、場所のせいか自分がピリピリしているせいか、普段とは少し違う彼女に感じられる。

　美樹の『どうして？』が何を指しているのかは分からなかったが、雪子は自分なりに判断をして、重い口く調ちようで言った。

「ミキが心配だったからよ。……その男、何者なの？」

「ほぅ、私が普通の人間でないと分かりますか」

　雪子が目で示した男が丁てい寧ねいな声で応え、顎あごに手をやり何か考えるような仕し種ぐさをする。

　元より油ゆ断だんする気は無かったが、本人が『普通の人間』ではないと認めた以上、より一層警けい戒かいを強くする。

　睨にらみを利かせる雪子に美樹が言ったのは、意い外がいな事実だった。

「シゼムさんは悪あく魔まで……私が呼び出してしまったの」

「ミキが!?」

「運命的なアクシデント、とでも言うべきですかね」

　答えたのは、スーツ姿の悪魔。掌てのひらを上に向けて胸の高さまで挙げると、

「彼女の元に送られてきたアンティークの小箱が、偶然にも稀き代たいの召しよう喚かん術じゆつ具ぐだった……なかなかに面白い偶然です」

　その手の上に、忽こつ然ぜんと暗い青色の小箱が現れた。

　瞠どう目もくする雪ゆき子こに、物理法ほう則そくを無視した何かを行ったシゼムは微笑ほほえみかけ、

「この召喚術具の特徴として、蓋ふたを開けるだけで起動するのです。それだけで後は勝手に周囲の霊れい力りよくを集め、内部で増幅と召喚起き因いんを行ってくれる……正まさに優れものですよ。この学校の敷地を覆おおうほどの効果範はん囲いはありませんが、先さき程ほどいた体育館という建物の十数個分ぶんは優に吞み込むだけの範囲はありますし、何度でも使えます」

「なるほどねー。だから高たか嶺みねさんにも使えたんだ？」

　場に似つかない遊ゆう矢やの吞のん気きな声に、美み樹きが頷うなずく。

「うん、事故みたいな感じだったけど……でも水みな瀬せくんも召喚したことがあるんでしょう？」

「それはっ──」

　知らせていなかったことを言われ、雪子はつい振り返って遊矢の顔を見ようとしてしまう。が、それは堪こらえた。

　教えていないことを知っている理由として考えられるのは、あの悪あく魔ましかいない。どうやって知ったのかは分からないが、不ふ思し議ぎなことではない。リールゥはあっさりと自分の怪け我がを治した。セーレウスは時間を超えて人を蘇そ生せいさせた。その程度のことは出来ておかしくない。

　だが、どんなことを吹き込まれたのかは分からない。事実だけを伝えられたとは限らない。

　だから雪子は慎しん重ちように言葉を選んで話した。

「遊矢は、確かに悪魔を召喚したわ。でもそれはあたしの怪我を治す為ためで、その代だい償しように……恐怖と緊きん張ちよう感かんを失ったのよ。あの時、あたしはまだ小さくてよく分からなかったけど、失った感覚のせいで死に近い場所でふらつく羽は目めになっているわ」

「……そう、だったのね」

「だからっ！　どうやってミキがそいつを呼び出したのかは知らないけど、お願いだから魔法で願いを叶かなえようなんて思わないで！　望みを言ってもそれを正しく叶えてくれるとは限らないのっ、魂たましいを占せん有ゆう出来るだけの契約を結ぶ為にひどいことになる可能性が高いのよ！」

　真しん摯しに、心の底から親友のことを想ってのその言葉に、美樹は困ったように笑みをみせた。

　その理由が分からない雪子が訊たずねようとするが、シゼムの声がそれを阻はばんだ。

「詳しいですね、お嬢じようさん。しかし、残念ながら……と言うべきか、私は魂の占有など望んでいませんよ」

「……口ではなんとでも言えるわよ」

「そうですね、それは認めます。しかし私の場合、現げん世せに召喚されたのは三週間ほど前です。その事実が証明していると思いませんか？」

「っ……どういうことよ？」

「簡単です。魂たましいの占せん有ゆうが目的ならば三週間前の時点で願いを自己解かい釈しやくして契約を結び、既に占有契約を済ませている……ということですよ。人間の欲望につけ込むのは難しいことではありません。なのに私がそうしなかった理由を、理解出来ますか？」

　優しく諭さとすように語るシゼムという名の悪あく魔まが言いたいことは、セーレウスという天使を知っている雪ゆき子こには理解出来た。

　だから渋しぶ々しぶながら口にする。

「人間に転てん生せいする気が、ないから？」

「ええ、正まさしくその通りです。いやぁ、訊きいておいて何ですが本当に良く知っている。貴女あなたに処置を施ほどこした悪魔はよほど饒じよう舌ぜつだったのですね」

　楽しげにそう言うと、シゼムは手に持っていた小箱を前に落とすようにして投げた。小箱はふわふわと浮いて雪子の右側にある受付カウンターの上に滑るように落ちる。

　手ぶらになったシゼムは本棚の側面に背を預け、腕を組んだ。

　その態度は自分が中ちゆう断だんさせた話の続きを促うながしているようで、雪子は警けい戒かいを解かずに彼を見ながら美み樹きに話しかける。

「……あいつが本当にそのつもりだとしても、あたしは信用しないわ。ミキが魂を取られて悪魔にされる可能性がある以上、見過ごせない」

「でも……悪魔になるの、私はあんまり嫌じゃないかな」

「ど、どうして!?」

　天使や悪魔が自分たちの世界でどんな生活を強いられるのかを知っていれば口にしないようなことを、あろうことか美樹は、僅わずかながらも微笑ほほえんで言った。

　動どう揺ようする雪子に、次の言葉はさらなる衝しよう撃げきとなって襲おそいかかってきた。

「井い沢ざわくんと同じ悪魔になれるのなら、それもいいかなって」

「なっ、ん…………あ、あのバカが、悪魔……!?」

「……そう、ゆっこちゃんも知らなかったのね」

　知る由よしもなかった雪子は、今度こそ後ろにいる遊ゆう矢やを見てしまった。

　いつもより笑みを薄めて聞き役に徹していた遊矢は視線を受けて、静かに首を横に振った。自分も知らなかったという意思表ひよう示じに、雪子はまだ信じられずに前を見る。

「でも、そうだとしても……だからって、悪魔になるなんて…………そうなってまで叶かなえたい願いが……ぁ、あるの？」

「うん……一つだけ、あるよ」

　図書館内の光量にも目が慣れて、距離があまり離れていないこともあり、美樹の顔はハッキリと見えるようになっていた。

　紙と木の匂においが満ちた彼女に良く似に合あう場所で、今まで感じたことがないくらいに大人おとなびた表情で、美樹は眩まぶしそうに雪子を見つめていた。

「私は────ゆっこちゃんみたいになりたかった」

「……………………ぇ？」

「いつも元気で、前を向いていて、優しくて、でも勇気があって、でも女の子らしくもあって──私には他のどんな人より、ゆっこちゃんが理想的だった。私が持っていなくて欲しいと思うものを全部持っているゆっこちゃんが、私の、憧れ」

「そんな…………」

　その告白は雪ゆき子こにとって、ある意味では玲れいが悪あく魔まだと聞いた時以上に衝しよう撃げき的だった。

　美み樹きが自分を誉ほめてくれることは良くあった。しかし雪子も美樹のことを凄すごいと、羨うらやましく思ったことも多く、三割くらいの率で実際に口に出していたはずだ。

　世せ辞じや社しや交こう辞じ令れいではない。本当にそう思っての言葉だった。

　だからこそ雪子は親友の告白に言葉を失い、立ち尽くした。

　そして、美樹は言う。

「ステージで叫ぶゆっこちゃんを見て、思ったの──」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　ステージの上で宣言した雪子の姿を見た時、初めて彼女と話した時のことが思い出されて、美樹は当時を振り返った。




　四月に行われた身体測そく定ていの時、クラスの女子は出席番号順じゆんに二列に分かれて各かく項目を消化していき、身長測定の際にトラブルが起きた。測定係の体育教師が女生徒の体に執しつ拗ように触れ、その現場を目もく撃げきした別の列の女生徒が有う無むを言わさずその教師を蹴けり倒したのだ。

　蹴りを喰らわせたのが雪子なのは有名だが、その時とき体を触られていた女生徒は他ならぬ美樹だった。

　涙なみだ目めの美樹と目があった時、当時はまだ名前を知らなかった雪子はすぐに事態を察し、体育教師を蹴り倒した。

「大丈夫……じゃないわよね。気づくの遅れて、ごめんね」

　当然騒さわぎになる中、雪子は被害者の美樹を心配して声をかけてくれた。

　動どう揺ようしていた自分が何を言ったのかはよく覚えていないが、教師に暴力を揮ふるったことで雪子が退学になるのではないか、というような内容を言ったはずだ。

　すると雪子は表情を強こわ張ばらせ、しかしすぐに取とり繕つくろったように、

「あー……うん、別にいいわよ。あんな男が教師やっているような学校なんて」

　そう言って笑うが、小さくぼそりと「退学かぁ……」と呟つぶやいたのを、美樹は聞き逃さなかった。

　だから思った。彼女は格かつ好こうが良くて真っ直ぐな人だが、それでも自分と同じように落ち込みもする普通の人だと。

　本当に退学になることなど歯し牙がにもかけない完かん璧ぺきな人ではなく、普通の人と変わらない部分もあるのなら…………自分が望めば、もしかしたら友達になれるかもしれない、と──




　自分の言葉に激しく動どう揺ようしている雪ゆき子こに、美み樹きはゆっくりと告げた。

「ステージで叫ぶゆっこちゃんを見て、思ったの。私もこうなりたいって」

　言葉を紡つむぐ度たびに、雪子の表情は悲痛に歪ゆがみ顔色は青くなる。

　それを見る美樹の心の水面みなもは不ふ思し議ぎなくらい穏おだやかで、罪ざい悪あく感かんを波立たせることもない。

「私は、ゆっこちゃんみたいになりたい──でもそれは綺き麗れいになりたいとか運動が出来るようになりたいとかそういうことじゃなくて、自分の主張をすることが出来る内面の強さに憧れていたの」

　身体測そく定ていのあの日、教師とはいえ許せなければ攻撃した強さを。

　ステージの上で、自分の正直な気持ちを言いのけた強さを。

　もちろん、強いだけではないと、美樹は知っている。人並みの弱さも抱えていることを。しかし自分の弱さを自分の力で乗り越える強さが何よりも雪子を魅み力りよく的に見せていて、それこそが美樹の望むものだった。

　ステージの上で見せたのは、強さだけではなかった。

　手足の震えを抑えられず、叫ぶ前には長すぎる間があった。それを見れば雪子がどれほどの勇気を振り絞しぼったのか、美樹には分かる。

　自分には絶対にあんなことは出来ない。しかし魔法を使えば、出来る自分になれるのだろう。望んだ先にある自分に。

「無理だと思うけど……それでも私は、ゆっこちゃんみたいになりたい。契約をしてそうなれるのなら──魂たましいを取られることになっても、構わない」

　その結果、夭よう折せつするとしても。叶かなうことのない願いが叶うなら、厭いとわない。

　恐らくは生まれて初めてだろう強い決意を胸に、美樹は親友へ告げる。

「我わが儘ままを言って、ごめんね」




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　自分へ謝罪する言葉を聞いて、雪子は美樹の想いが深いことを悟さとってしまった。

　内気で、自分よりも他人を優先させる美樹が、引き下がらないという覚かく悟ごを持っているからこそ、謝った。

「……………………っ」

　頭の奥に氷を突っ込まれたような、痺しびれを伴う冷たい感覚があった。ガンガンと頭の中が鳴り響ひびいていて、それなのに痛みは感じない。

　決めてしまった友人に何を言えばいいのか、雪ゆき子こには分からなかった。

　自分に対してそんな風に──憧れという気持ちを抱いていてくれたのに、返せる言葉は否定しか思いつかない。

　魔法という、現実とはかけ離れた不ふ思し議ぎと奇き跡せきを可能にする力。それを前にして叶かなえたい願いがあるのなら、自分だって契約をしてしまうかもしれない。その可能性は高い。

　それなのに、美み樹きを止めるのは──果たして、正しいのか？

「さて、美樹さん。願いは決まったようですが、それで宜よろしければ再度唱となえてください。念ねんの為ため、あの御お二ふた方かたが入って来た直後に結けつ界かいを張りましたので邪じや魔まが入ることはないでしょう。この場で契約執しつ行こうに移ります」

「へー、結界？　そんな感覚はなかったけど？」

「貴方あなたが言っているのは封ふう堰えん結界の方ですね。あれは展開時じに違い和わ感かんを与えてしまいますが、閉へい塞そく結界は空間を包むようにして外と内の間に壁を作るタイプの結界ですから、内部の人に影えい響きようは与えませんよ。見える者には『そこに結界が張られている』と知られてしまうのが難なん点てんですが、侵入者の知覚も出来ますからね。私は閉塞型を多用します」

「ふぅん。ということはー、ここで何が起こっているかは分からないけど、何かが行われようとしていることは分かるんだ？」

「ええ、その通りです」

　──遊ゆう矢やとシゼムの間で交わされる会話も、上手うまく頭に入ってこない。

　早くしないと、対処を考えないと、手遅れになってしまうというのに、思し考こうもままならない。

　どうすべきか？

　どうすればいいのか？

「じゃ、そろそろかな。シゼムさんの話が本当なら、たぶん、いい頃ころ合あいだと思うんだけど」

　ぐるりと、重い頭を傾けてやや後ろにいる遊矢を見れば、この状況で涼しい顔をしていて、自分や美樹、シゼムではなく、入って来た扉を見ていた。

「噓うそをついた覚えはありませんが、何を──」

　訝いぶかしげに訊たずねるシゼムの言葉が、そこで途と切ぎれた。

　今度はなんだろうと、固まった思考のまま雪子はそちらを向き、

「……なるほど。貴方が予期していたのは、彼ですか」

　笑みを深め、意味が分からないことを言う悪あく魔ま。

　そんなことに気を取られている場合ではないと、雪子は打開策さくに思考を戻そうとし──

　背後で何かが爆発したような大きな音がして、いよいよ考えていられる状況ではなくなった。

　振り向いた先で雪子が見たものは、蝶ちよう番つがいが壊れながらも開いた内開きのドアと、突き出されたブーツの靴くつ裏うら。

　そして、

「ちっ、派は手でに飛んで行くかと思ったのによ。無む駄だに頑がん丈じような造りしやがって」

　深しん刻こくな場面だったというのに、ぶつくさと余よ計けいなことを言いながら中へと入って来る。

　そして昨日とほぼ同じ服装の井い沢ざわ玲れいは、ざっと内部を確認し……雪ゆき子こを見て、動きを止めた。

「うわ雪ゆき姫ひめなんてカッコしてんだ。どこのコスプレ会場だ、ここは？」

　軽かる口くちを叩たたき、にやついた笑みを浮かべる。

　それを見て雪子は、ほんの少しだけ思し考こうが正常に戻った。凍り付いていた思考が怒りの熱で溶け出したように。

「んで、そっちの手て品じな師しみたいなカッコの野郎はなんだよ？　二人で仮装パーティーにでも出るのか？」

　この、状況も事態も把握していないような、それでいて何もかもを許きよ諾だくしているような態度。

　気がつけば雪子は、ついいつもの調子で玲を怒ど鳴なりつけていた。

「っさいこのバカ悪あく魔ま！　今はあんたに構っているような状況じゃないのよ！」

「へぇ、そうなん？　つーことはクライマックスか。主役のオレ抜きじゃ進まないだろうから、タイミングバッチリだったみたいだな」

　言って、せせら笑うように頰ほおを歪ゆがめる。

「……何よ、否定しないわけ？」

「悪魔だってことか？　別に、そう聞かれて否定する理由はねぇし。聞かれりゃいつでも答えてやったぜ。聞かれなきゃ永遠に黙っていたかもしれないけどな」

　あくまでも普段通りの態度を貫つらぬく玲に、雪子はこれ以上何を言っても無む駄だだと悟さとる。それと同時に、今いま自分が何をすべきだったのかも思い出す。

　視線を走らせれば、美み樹きは玲の登場に動どう揺ようしているようで、シゼムの横でそわそわと落ち着かない様よう子すでいた。

　それはついさっきまでのどこか達たつ観かんしてしまったような美樹ではなく、普ふ段だん接している美樹に近い。

　井沢玲はただ来ただけで、まだ何もしていない。だが、この場に与える影えい響きようは相当に強い。遊ゆう矢やが見越したのは彼の登場で、期待していたのはその活躍なのかもしれない。

　そうだとして……雪子は、黙っているつもりはなかった。

　だが雪子よりも早く、シゼムの声が図書館に響ひびく。

「さて、貴方あなたは何をしに来たのですか？　部外者の介かい入にゆうは断りたいところですが」

「あー、別にお前の邪じや魔まをしに来たわけじゃねぇ。暫ざん定てい的に、だがな。オレが確認したかったのはハニーの無事だ。今のところ、それ以上の用件はねぇよ」

「もったいぶった言い方をしますね。どうなれば『それ以上』になるのです？」

「決まってんだろ。遊ゆう矢やがオレに頼んだ場合、そしてお前が遊矢を傷つけようとする場合だ。そこそこ楽しめそうだしなぁ？」

　言った玲れいから穏おん便びんではない殺気が放たれているのを感じ、雪ゆき子こは思わず唾つばを飲む。普段からやりあっている相手だが、互いに本気の本気でやりあったことはない。

　今の玲とやりあえばどうなるか──

「ね、雪ちゃん」

「っ、……なに？」

　玲に気を取られていた雪子は呼びかけられただけで身を竦すくめたが、声の主が遊矢だと分かっていたのでそれ以上の反応はせずに済んだ。

　横を見れば、遊矢は前を向いて他三人を注視したまま、言葉だけを雪子へと向けていた。

「どうする？　本気で高たか嶺みねさんを止めたいのなら、僕が玲に頼んであげるよ。そうすれば、玲ならきっと止められる」

「それは……そうかもしれない、けど」

　にやにや笑っている灰色の髪の男を見て、『確かにそうかもしれない』と雪子は思った。あの男なら、シゼムという名の悪あく魔まを倒せるかもしれないと。

　だが──

「……逆に頼むわ。あいつに邪じや魔まをさせないで」

　そうする気など、欠片かけらも無かった。

　遊矢はちらりともこちらを見ない。ただ一言、

「ん、分かった」

　了りよう承しようの意を返す。

　それだけで、雪子が心配することは無くなった。

　自分が何をしようとするのかも訊きかず、即そく答とうしてくれた。訊くまでもなく分かっているのか、どうあろうと反対しないつもりなのか、そのどちらでもいい。どちらかでなくてもいい。

　重要なのは、認めてくれたこと。

　そして、これからの行動。

「バカ沢ざわ、頼むから引っ込んでて。そいつとはあたしが先せん約やくなのよ」

　言いながら前に出ると、玲はうんざりするように顔をしかめ、

「だからお前は人に物事を頼む時は口の利き方に気をつけろっての」

　ぶつくさと文句を言うものの、革かわのツナギのポケットに手を突っ込んで、「なってねぇ」と言いながら遊矢の横に並ぶべく下がる。

　そして、雪子はシゼムと──その横にいる美み樹きと、対たい峙じした。

　赤毛の悪魔は相変わらず余よ裕ゆうを感じさせる態度だったが、美樹は違う。これから何が起きるのか予測出来ないのと、雪子の様よう子すがそれまでと違うことに不安を感じているようだった。

　混乱している間に契約を済まされていたらどうにも出来なかったが、そうはならなかった。その一いち因いんである玲れいに僅わずかながら感謝をしつつ、雪ゆき子こは口を開いた。

「やっぱりあたし、ミキが契約するのには反対する」

「ゆっこちゃん、私──」

「でも、どうしてもっていうのなら仕方ないわ」

　悲痛に歪ゆがみかけていた美み樹きの表情が、その一言で固まった。

　許きよ容ようと取れるはずの発言をした雪子が、目は強い意志を湛たたえた攻撃的なものだったからだろう。

　その目で睨にらみつける相手は、赤毛の悪あく魔ま。興味深ぶかそうに自分を見ているシゼムに向けて、雪子はハッキリと言う。

「シゼムって言ったわね──あんたを、倒させてもらうわ」

「ゆっこちゃん……!?」

「はてさて、一いち応おう理由を聞かせてもらえますか？」

　それぞれの反応差さは、そのまま予測していたかどうかの差だ。

　美樹は想像すらしておらず、シゼムにしてみれば想像の範はん囲い内ないだった──そういうことなのだろう。

　それほど突とつ拍ぴよう子しのないことでもない。美樹の願いを叶かなえたいという意い思しを変えられないなら、叶える側を消してしまえばいい。思し考こうの道みち筋すじ自体はオーソドックスだ。

　シゼム個人には何の恨うらみも無い。

　だが──

「ミキ……あたしは、ずっと後こう悔かいしてる」

「…………え？」

　驚くような気が削そがれたような、そんな浮いた声を上げ、美樹は目を瞬まばたかせる。

　唐とう突とつで何のことか分かり難い切り出しだったのだから、仕方ない。そう理解している雪子だが、言葉を選んで順序良よく話せるほどの余よ裕ゆうはなかった。

「あたしがバカだったから、大おお怪け我がしたわ。そしてその怪我を治す為ために、遊ゆう矢やがリールゥを召しよう喚かんして、自分の感覚を代だい償しように治してくれて……」

「その話は先さき程ほども聞きましたが？」

「問題はあたしの右足一本の代わりに遊矢が失ったモノが釣つり合っていないことよ。リールゥを見つければ感覚が戻ることを差し引かないでもね」

　言い切ると、鮮やか過ぎるくらい明確に当時のことが思い出され、雪子は自じ嘲ちよう気味に口元を歪めた。

　子供の自分が病室で泣き過ごした夜と、奇き跡せきを起こした悪魔と、無む邪じや気きに微笑ほほえむ遊矢。

「足が片かた方ほう無くなって義ぎ足そくの生活を強いられるようになっていても自じ業ごう自じ得とくだったのに、何も悪くない遊ゆう矢やが自分を犠ぎ牲せいにして治してくれた……それには凄すごく、感謝してもし足りないくらいに感謝してるわ。でも──もし止めさせられるなら、絶対に止めさせる」

「それは、何故なぜです？」

「あたしのせいで遊矢が危ない目に遭あい易やすい、死に易い体になるなんて、間違ってる。あたしの足一本で遊矢の生死が左右されるなんて冗じよう談だんじゃないわ」

　シゼムの声に応えながらも、視線は美み樹きから外さない。後ろにいる遊矢がどんな顔をしているか、どんな思いを抱くかも考えない。

　勝手な思い込みかもしれないが、雪ゆき子こは信じていた。遊矢にだけは自分の言いたいことが違わず伝わっていると。

　だから今の照しよう準じゆんは、美樹だけに絞しぼる。

「原因は、あたしのバカが切っ掛けよ。あの怪け我がさえなければ、遊矢が召しよう喚かんなんてすることはなかったって……ずっと後こう悔かいしてる。それを払ふつ拭しよく出来るのは遊矢を元に戻すことが出来た時だと思うし、これ以上この手の問題で後悔を重ねたくない」

「でも、私は──」

　何かを言おうとする美樹だが、雪子には聞くつもりはない。

「ごめんね、ミキ。これはあたしの我わが儘ままだわ」

　そう理解しているから、一方的に押し付けることしか出来ない。

「ミキの気持ちは、嬉うれしい。でも、あたしは自分のことがあんまり好きじゃないの」

「ぇ……?!」

　美樹は目を見開いて、心臓を覆おおうように胸に手を当てた。

　余よ程ほど意い外がいな発言だったのか、それとも彼女にも同様の思いがあるのか、雪子には分からない。どちらにしても伝えることしか出来ない。

「がさつで、乱暴で、短気で、女の子らしいことは何も出来なくて、頭まで悪いわ。好きな部分もあるけど、嫌いな部分の方が多いわよ。自分だから折り合いをつけられるけど──でも、ミキがあたしみたいになったら、一緒にいるのは無理だと思う」

「……どう、して？」

「自分の嫌なところを外から見るなんて、きっと耐えられない。相手を嫌なヤツだと思うと同時に自分も嫌な人間に思えるだろうから、極力顔かおを会わせないようにする。同どう属ぞく嫌けん悪おっていうけど、その通りだと思うわ」

　ドッペルゲンガーと会ったら死ぬという噂うわさも、自分と全く同じ人と会えば憎くて殺し合う喩たとえなのかもしれない──そう思いながら雪子は、ただでさえ色白な顔色が青あお褪ざめていく友人に向けて言う。

「あたしはミキのことが好き。けど、あたしみたいになったミキとは友達でいられない。だからその願いを叶かなえさせたくない。代だい償しようが軽くても関係ないわ。ただの、我が儘」

「そんな…………」

「だからそいつを倒した後、恨うらんでくれても構わないから」

　それで、言うべきことは終わった。

　辛つらそうな顔でこちらを見る美み樹きから標ひよう的てきに視線を移し、雪ゆき子こは足を肩かた幅はばに開く。

　こんな、チャイナドレスを着て何をやっているんだという突っ込みを自分自じ身しんにしてやって、口元だけで笑い……それで区切りをつけて、一気に集中に入る。

　戦せん闘とう体勢に入ったことが伝わったのか、シゼムは組んでいた腕を解ほどき、それでも笑みは絶やさぬままに言った。

「貴女あなたの気持ちは分かりましたが、本当に勝てると思っているのですか？　契約執しつ行こうによる戦闘でない以上大たいした力は出せませんが、仮にも悪あく魔まである私との差は埋まるものではありませんよ？」

「関係ないわ。倒したいなら、倒すだけよ」

「ふむ……まあ、物理的な攻撃力に関してはそれほど大きな差はありませんか。万ばん能のうとはいえ全能ではなく、万能故ゆえに一極化した力には及びませんし、ね」

　オールバックの髪を撫なでるように後ろへ流すと、シゼムはそっと美樹の肩に手を置いた。

「あのお嬢じようさんのやる気は止められそうもありませんので、美樹さん」

「は、い……？」

「少しの間、あちらで見学していてください」

　──言い終わると共に、美樹の体が消え失せた。

　忽こつ然ぜんと、何の前まえ触ぶれもないその光景に、雪子は体を硬直させる。

　だが背後に気配が生まれたのを感じ取り、振り向くと、

「…………え？　わ、私……？」

　遊ゆう矢やと玲れいの隣となりに、呆ぼう然ぜんとした様よう子すの美樹がいた。何故なぜ自分がそこにいるのか分かっていないように左右を見て、そこに遊矢たちがいることに気づく。

　その姿にほっとするも、雪子は向き直った先にいるシゼムの微笑を、先さき程ほど以上に強く睨にらみつける。

　何をどうしたのかは分からないが、あの男がしたことに間違いない。

　改めて、悪魔や天使が自分たちの既き知ちしている世界とは別物の存在だと認識させられる。

「けど……関係ないか」

『手て強ごわい』とか『摑つかみどころがない』とか、そんな印いん象しようは問題外だ。

　倒さないといけないから、倒す。

　勝ち目がなくても、倒す。

　結果として勝てれば、それでいい。

「それじゃ、いってみるか……！」

　トン、と軽い踏み切りの感かん触しよくがカンフーシューズの底から伝わり、走り出した次の瞬間には乾いた空気が風となって身を叩たたく。

　広いが狭い、本棚という障害物のある図書館の中。

　自分の我わが儘ままで親友の願いを打ち破る為ために、雪ゆき子こは薄暗い館内を駆け出した。

　シゼムとの距離は僅わずか五メートル強。本気の雪子なら一歩で縮まる距離だが──

「なっ、ん……!?」

　唐とう突とつに、敵との距離が開いた。

　急きゆう加速を体で感じながら空気を切り裂いた瞬間。縮まるはずの距離が、レンズが近距離から遠距離へ切り替わったように、逆に開いていく。

「くっ……！」

　二歩目を踏み出して距離を埋めようにも、追いつかない速度で距離は開く。五メートル程度しかなかったはずの距離が、目もく算さんで四倍以上に開いている。

　三歩目は出さずに止まると、不自然な拡張もピタリと止まった。

　気を緩めずに周囲を見渡せば、直線的な距離だけが開いたのではなく、左右も同等に広がり、がらんと何も無い、体育館並なみの広い空間が出来上がっていた。

「荒あら事ごとを行うには手て狭ぜまでしたので、少し弄いじらせてもらいました。別個の空間を作るほどの力は使えませんでしたが……どうです？　もう少し広げましょうか？」

　二十メートル近い距離があるというのに、やけに近くに聞こえるシゼムの声。そこには余よ裕ゆうの嘲あざけりはなく、本心から訊たずねているのだと分かる。

　相手にどんな意図が、どんな魂こん胆たんがあって雪子の我が儘に付き合うのかは分からない。

　そして思し考こうを最低限にまで排除し、戦闘に集中している状態の為、雪子も気にしなかった。

　ただ好こう戦せん的な笑みを浮かべ、

「充分よ。やることに変わりはないし、ね」

「そうですか。では、開戦といきましょう」

　声と共に、遠くシゼムのいる辺りが青く光り──

「くっ!?」

　本能的に『ヤバイ』と思った雪子が横に跳び退のいた直後、青白い光線が雪子のいた場所を貫つらぬいた。外れた光線は少し離れた床板を打ち抜き、床にはソフトボール大の穴と周囲に焦こげ跡がつく。

　惨さん状じようをちらりと確認しただけで、雪子はさっさと接近を試みる。

　威い力りよくの程ほどは理解した。喰らえば貫かん通つうするか肉が弾はじけるか骨折するか、どれかは分からないがかなりのダメージになることだけは分かった。

　高速度で打ち出される光線を避けるのは難しい、が……

「なんとか、する……！」

　呟つぶやいて、姿勢を低くして床を走る。

　視し界かいの中で青い光が、今度は二点同どう時じに光り、次の瞬間に打ち出される。

　足元と頭部、それぞれを狙って飛んでくる光線を、雪ゆき子こは右斜め前に身を投げ出してかわし、そのまま体勢を立て直す間も惜しんで横に跳ぶ。直後、床ゆか板いたをぶち抜く破壊音をすぐ傍そばで聞きながら、前へと駆ける。

　シゼムとの距離は半分以上縮ちぢまっていた。

　が──

「さて、これは避けきれますか？」

　声がして、しかしシゼムの周囲には青い光点は生まれていない。

　だが猛烈に脳を走る危険が迫っている感覚に、雪子は躊ちゆう躇ちよせず大きく後ろへ跳んだ。

　一拍の後、上から降ってきた光線が床を打ち抜いた。一つではなく、十近ちかい光の雨が。

「くぅっ……」

[image: ]

　目の前を光線が掠かすめ、熱は感じないのに肌はだをちりつかせる感覚に呻うめいてしまう。

　それでも一つとして直ちよく撃げきを食らわずにやり過ごせたと知ると、すぐさま雪子は接近へと行動を移す。

　視界は強烈な青光の影えい響きようが残り白く靄もやがかっていたが、前を目指すことに躊躇ためらいはなく。

　勝つことだけを頭に、がむしゃらに体を動かし続けた。
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　突とつ如じよ広がった空間で行われ始めた戦闘に、美み樹きはますます顔色を青あお褪ざめさせていた。

　視力はそこまで良くないが、あの光線を身に受ければただでは済まないことは理解出来る。次々と発射されるそれを雪ゆき子こは避け続けていたが、安心して見られるような余よ裕ゆうは一度としてなかった。

　こんなことになるなんて、思いもしなかった。

　自分が望んだモノは、確かに手に入れたいモノだった。望んでも叶かなえられることはないと思っていたことで、それが叶うなら大たい概がいのものは受け渡すことが出来た。

　──自分のことなら。

「どうして…………こんな……」

　目の前で繰り広げられている戦闘は、近づこうとする雪子に対し、シゼムが青の光線による遠距離射しや撃げきで近寄らせないという一方的な展開だった。

　距離が近くなれば、当然ながら回避も難しくなる。発光から発射までのタイムラグは変わらないが、発射から到達までの時間が、コンマ数秒とはいえ短くなるのだ。離れていてさえ視し認にん直後に動かなければ避けられない速度で襲おそい掛かってくるのだから、そのコンマ数秒は短距離走におけるそれと同どう等とう以上の大きなものだ。

　美樹は、雪子が戦う場面を見たことは何度かある。しかしそれは不良や不ふ埒らちな相手に対してのもので、圧倒的な能力差さを見せ付けていた。

　しかし今いま戦っている相手は悪あく魔まで、飛び道具なんて生なま易やさしい言葉で済まされない技を使い、近づくことさえままならない。

　なのに、雪子は諦あきらめようとしない。攻撃に押し戻されてもすぐに攻めに転じる。

　どうしてそうも必死になっているのかが、美樹には分からなくなっていた。

　自分のせいでこうなったという意識が強くあるが、どうしてこうなってしまったのか、上手うまく理解出来ない。

　走り、転げるように避け、跳び、身を逸そらす親友の姿に、胸は軋きしんでいる。一刻も早く、傷を負うこと無なく終わって欲しいと願っている。

　自分が『止めて』と言っても、今の彼女が止まるとは思えなかった。と同時に、自分が原因なのにそんなことを言う資格があるのかも分からない。我わが儘ままというなら、願いを叶えたいというのも美樹の我が儘だ。雪子の反対を押し切ってでも叶えたかった願いで、実際にそうしかけていた。

　雪子が意い外がいな形で我を通そうとしている今、『止めて』と言うということは──願いを諦あきらめるということだ。恐らくはもう二度とない機会を失うことになる。

　親友の心配と、自分の願い。

　天てん秤びんにかけてしまって、しかも結論が出せない自分がいることに、美み樹きは軋きしんでいた胸が押し潰つぶされるように苦しくなり──

「おー、さすがは雪ゆき姫ひめだな。ただの上位、しかも契約執しつ行こうじゃないとはいえ魔法を使う相手とやりあって二分以上持つか。しかもあの反応、野生の獣けものレベルだし。見ているだけなんてもったいねぇよなぁ……」

「ダメだよ、今は。見てるだけだからね？」

「ちぇ……次はぜってぇオレの番にしてやる」

　すぐ横にいる二人の会話は、そんな美樹とは違って軽いトーンで交わされていた。

　知らぬ間に床に座り込んでしまっていた美樹が見上げると、井い沢ざわ玲れいは目も口元も楽しげに雪子たちの戦いを観察し、水みな瀬せ遊ゆう矢やは控えめな笑みに驚くほど澄んだ目で様よう子すを窺うかがっていた。

　二人は戦いの様子を見てはいるが、自分のようにやきもきしている気配はない。

　喧けん嘩か友達のような付き合いの玲はともかく、幼おさな馴な染じみで大事な人であるはずの雪子が危険に身を投じているのに、遊矢は止める気も心配している様子もないようだった。

　普段から朗らかで笑みを絶やさない人だとは思っていたが、この状況でもそれが変わらないことに、美樹は背せ筋すじに冷たいものが走った。

　そして──不意に、自分が彼に対して漠ばく然ぜんと感じていた、純粋に見える中に垣かい間ま見みえる陰りの正体を理解したような気がした。

　純粋には違いないが、その純粋さが人間らしくないのだ。まるで機械のように、刺し激げきに対してプログラムに沿った行動をしているような、良く出来た不自然さがある。それが鉄てつ火か場ばだとよく分かる。

　恐怖と緊きん張ちようを奪われた、と雪ゆき子こは言っていた。だが、それだけが理由とは思えない。ただ恐怖と緊張がないだけで、壊れたまま完動する不自然な人間が出来上がるとは、美樹には思えなかった。

「お、今のは危なかったな。しかし代だい償しようとして振り出しに戻るってか。体力的にもそろそろヤバめだな」

「そうだねー。玲の見立てだと、やっぱり雪ちゃんに勝ち目はない？」

　そんな遊矢と、玲は当たり前のように話している。

　悪あく魔まである玲は、正体が知られる前と変わらぬ軽い口く調ちようで、

「ああ、無い無い。ゼロだ、ゼロ。オレ相手ならともかく、あんな普通に魔法を使える相手に人間が勝てるかっての」

　あっさりと、雪子の勝利を否定した。

「いくら雪姫でも、こればっかりは無理だぜ。下位の馬鹿が油ゆ断だんしまくっているなら話は別だが、あの野郎は仮にも上位で、余よ裕ゆうかましている癖くせに抜かりはねぇ。どうやってもどう足あ搔がいても勝てねぇよ」

「んー……じゃ、玲れいなら？」

「オレなら勝てるぜ？　今の状態じゃ大したことは出来ねぇが、それでも書き換えとキャンセルくらいは出来るからな」

　自慢げにではなく事実を話しているだけといった感じの口く調ちように、美み樹きは絶望的な気持ちで声をあげていた。

「なら、どうして止めないの?!」

「あ？　何なに言ってんだ？」

　戦闘から目を離しつつ応じた玲は、初めて聞いた異い国語に対するように、眉まゆをひそめて不ふ思し議ぎそうにそう言った。

　見下ろす形で自分を見る玲と目が合うと、それだけで美樹は息が止まりそうになる。憧れという想いで、雪ゆき子こというクッションをおいてしかまともに話したことのない相手。

　そんな彼が今、醒さめた目で自分を見ていた。

　心臓が凍りつきそうになる思いに美樹は息を詰まらせ、そこに追い打ちのような言葉が降って来た。

「オレが止めてどうすんだ。手を出したら逆に雪ゆき姫ひめに殺されるっての。その権利があるのは誰だと思ってやがる？」

「…………ぁ、う……」

「一応訊きいてやるが……ハニーはどうよ？　止めっか、アレ？」

　玲の熱の籠こもっていない質問に、遊ゆう矢やは視線を外さないまま微笑ほほえんで、

「まさかぁ。勝つのは雪ゆきちゃんだし」

　平然と、それが決定事項とでもいうかのように、言い切った。

　どう見ても有利には見えず、悪あく魔まである玲が『絶対に勝てない』と言ったにも関わらず、その声は必要以上に気合も入っていない涼やかなもの。

　啞あ然ぜんとする美樹に、遊矢はようやく視線を向けて、朗らかな笑みのままとんでもないことを言った。

「ね、高たか嶺みねさん。願いを叶かなえたいなら、今のうちに言っちゃってもいいよ？」

「………………………………え？」

　言葉の意味を正しく理解するのに、美樹は十秒近い時間を要した。

　雪子が戦っている今──願いを言えばいいと、遊矢は言った。

　あの姿を目にしながら、危険を省みずに我を通そうとする親友を前にしながら、全てを台だい無なしにするようなことをしろと、彼は言った。

　信じられない発言をしておいて、水みな瀬せ遊矢はあどけない笑顔で続ける。

「高嶺さんは自分の願いを叶えたいんでしょ？　それで、雪ちゃんも傷つけたくないから悩んでるんだよね？」

「…………そ、う……だけど」

「なら、雪ゆきちゃんが傷つく前に契約を果たしちゃえばいい。そうすれば、契約が済んで高たか嶺みねさんが願いを叶かなえた後なら、雪ちゃんが無む謀ぼうな戦いを続ける理由もないよ。高嶺さんは願いが叶って、雪ちゃんは無事のまま。これがベストだと思わない？」

　優しい声が告げる内容は、確かに理りに適かなっている。

　美み樹きは願いを叶えたい。そして、雪ゆき子こに傷ついて欲しくない。

　だが──

「……………………それは……でも、」

「雪ちゃんがやってることをふいにしちゃうって理由で悩んでいるのかな？」

「………………うん」

「でもさ、雪ちゃんがやられたら高嶺さんは願いを叶えるんでしょ？　それに雪ちゃんがあのシゼムって悪あく魔まの人に敵かなわないのは、玲れいが保証してるんだよ？　なら、無む駄だに怪け我がしちゃう前にさっさと叶えた方がいいと思わない？」

　それは、正論だ。

　無駄な犠ぎ牲せいに終わるなら、出さないほうがいい。

　しかしそれでも美樹に躊躇ためらいがあるのは──

「……でも、それじゃゆっこちゃんが、あんまりに……」

「雪ちゃんが言った戦う理由、ちゃんと聞いてたよね？」

「ぇ…………う、うん……」

「なら、訊きくけど」

　一拍を置いて、遊ゆう矢やは微笑ほほえんだまま目を薄めて、

「願いを叶えたら、雪ちゃんはもう友達じゃなくなるよ？」

「……………………ぁ」

「友達じゃなくなってもいい相手なんて、願いの前ならどうでもいいよね？」

「ぁ…………ぁ、ぁ……」

「ほら、何の問題もないよ？　雪ちゃんが怪我をする前に済ませる方が、むしろ情なさけになるくらいだよ？」

「………………っ、わた、し…………」

　ふるふると、自分の意思とは関係なしに震える手が、最も早はや抑えつけることも不可能な程ほど激しく蠢うごめいている。

　目の前が、視し界かいの上半分が暗くなり、物音が遠くに聞こえるようになる。

　遊矢に言われたことは、どこまでも正せい論ろんだった。

　決意した願いは中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごだったと、思い知らされた。

　そして──

　狭くなった視し界かいの中、雪ゆき子この体が吹き飛ぶ様さまが見えた。
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　あと二メートルの距離まで迫った時、目の前で青い光点が生まれた。

　雪子の体は宙に浮いていて、避け切れないと思った瞬間、体が勝手に反応していた。

　光点は光線となり、すぐさま雪子の頭部を打ち抜こうと迫ったところを、右足が迎げい撃げきすべく蹴けり払い──

　結果として、雪子の体は吹き飛ばされた。

「つぅっ──!?」

　低空で飛ばされた体を必死に制御し、床と思われる方向に無む理り矢や理りに右手を伸ばす。運良く、光線によって穿うがたれた穴に手が引っかかり、急きゆう制せい動どうで指から肩までの器き官かんが余すことなく悲鳴をあげた。

　痛みに顔をしかめながらも、雪子は両足を大きく回すようにして床に落とし、這はいつくばるような格かつ好こうで着地した。

　顔を上げれば、また二十メートル近く距離が開いていた。しかし予期していた追つい撃げきはなく、雪子は息を荒げながら立ち上がる。

「はっ、はッ、ハァッ、ハっ、はぁ、はっ……」

「これは素直な感想ですが、大したものです。あれだけ私の攻撃をかわし続け、しかも回避の利かない状態でも切り抜けるとは……いやはや、素晴らしい」

「ハッ、は…………誉ほめてくれなくて結けつ構こうよ」

　賞しよう賛さんの声に壁を作って返しながら、雪子は右足で床を踏みしめた。脛すねの辺りに痛みが走り、ほんの僅わずかにだが頰ほおが引きつる。

「右足を痛めましたか……当然の結果ですが、最良の結果とも言えますよ」

　距離が離れているというのに、シゼムは表情の変化を見逃さなかった。今いま更さら強がっても仕方ないが、それでも雪子は強気に相手を睨にらみつける。

　だが赤毛の悪あく魔まはさらりと視線を受け流し、

「その右足が特別だということは理解していたようですが、私が無む視し出来ないレベルで特別という程ほどのものではありませんよ。魔ま構こう力りき素そを打ち壊すだけの力はあっても、威い力りよく自体を打ち消すことが出来るわけではありません。ダメージを食らうのは当然、肉体自じ体たいが強化されているとはいえ、そう何度も持ちませんよ」

「ご忠ちゆう告こくどうも……けど、関係ないわ。あんたの頭に叩たたき込めば、さすがに効くでしょ」

「もちろん。私はあまり戦闘に適した体ではありませんし、一いち撃げきで昏こん倒とうしてしまうでしょう」

「それが分かれば充分……次、いくわよ！」

　叫んで、前に跳び出した。

　右足の痛みは無視出来る程ほど軽くはないが、それでも無視する。先さき程ほどの跳び込みでコツが摑つかめたからには、体力が尽きる前に勝負をかけるしかない。

　約半分の距離を埋める二歩目が着地する前に、シゼムの周囲に青い光点が数すう個こ発生する。だが、これはもう予測出来ていたことだ。

　左足が床に着くと同時に、右に跳ぶ。それまで自分がいた場所を次々と青い光線が走り抜けていくのを感じながら、雪ゆき子こは三歩目を床スレスレの低空で運び、前に出る。

　横に跳ぶ時はともかく、ある程度近ちかづいてからは前に出る際にいつでも床を蹴けれるようにしなければならなかった。でなければ先程のように、空中で撃げき墜ついされてしまう。

　四、三と少しずつ縮まる距離と、反はん比例するように激しくなる光線の速そく射しや砲ほう。滑るような足運びでジグザグに進み、進路を読ませないように移い動どう法則をずらし──

　ついに雪子とシゼムの距離は、一メートル弱にまで迫った。

　右足の射しや程てい内に捉とらえたシゼムの表情は相変わらずの笑みが浮かんでおり、雪子は右耳を掠かすめるように通り過ぎた光線に顔をしかめながらも口くち端はを吊つる。

　万ばん感かんの想いか込み上げてくる熱のままに、必殺の蹴りを放つべく軸じく足あしである左足は床をこれでもかというくらいに踏み、

「残念ですが──」

　哀あわれむような声と共に、シゼムの周囲に一気に青い光点が十数個発はつ生せいした。

　その内の二つが自分の左肩と腹部を打ち抜くコースを行くことを、雪子は瞬間的に理解して、強く歯を食い縛しばり──




　光線が打ち出されるのに構わず、シゼムの頭部目め掛がけて右ハイを繰り出した。




　光線に負けない速度で放たれた蹴りは、雪子の体を光線が当たる直前にシゼムの無防備な側そく頭とう部ぶへと到達し──




　再び、雪子の体は宙を舞った。

　錐きり揉もみ状に捻ねじれながら吹き飛んで、手か、足か、もしくは頭か、とにかくどれかが床に着いて、受身も取れずに所々に穴が開いた床の上をごろごろと転げ回り……

　ようやく勢いがなくなり、雪子の意思で転がるのを止められた時には、既に全身打だ撲ぼく状態になっていた。

　呼吸が上手うまく出来ず、無理に体を起こそうとすると、咳せき込こみ、ヒューヒューという細い呼吸と朦もう朧ろうとする視し界かいの中、床に赤いものが散っているのを見る。それが自分の吐いた血だと理解して、雪ゆき子こは咳せき込こみながらも笑みを浮かべた。

　光線は、一つは左肩に浅く、もう一つは肝かん臓ぞうがある辺りに直ちよく撃げきした。

　借り物のチャイナドレスは当たった箇所が焼け焦こげて肌はだが見え、赤く腫はれている。その下の内臓は激しい痛みと嘔おう吐と感かんを訴えている。

　それでも雪子はなんとか上半身を起こし、またかなり離れてしまった距離の向こうを視し界かいに収め、笑みを強めた。

　シゼムは、無傷でその場に立っていた。

「っはぁ……ゲホ、っ…………」

　声を出そうと口を開けると咳が邪じや魔まをし、雪子は苦にが々にがしく奥歯を嚙かむ。

　その様よう子すで悟さとったのか、シゼムはやんわりと腕を組み、

「何が起きたか理解出来なかったでしょう？　残念……と言ったのは本ほん心しんですよ。まさか相打ち狙いで来るとは思いもしませんでした。軽傷では済まないと知っていたでしょうに、大したものです。予あらかじめ変へん性せい律りつ式しきの魔法で物理防ぼう護ごを施ほどこしていなければ、その意志の強さに負けるところでした」

　感かん嘆たんを表す声の中に、雪子の聞き覚えのある単たん語ごがあった。

『変性律式』──二ヶ月前、ポルターガイスト騒ぎの時、セーレウスが自分にかけてくれた魔法が、確か同種のものだった。

　それで雪子は合が点てんがいった。シゼムの側そく頭とう部に蹴けりが炸さく裂れつすると思った瞬間、足は勝手に側頭部を避けるようにして吹き抜けていった。その影えい響きようで左肩は光線の当たりが浅く済んだが、相手のダメージがゼロなのだから差し引くには大き過ぎる。

「っけほ…………あー、きついわね、ほんと……」

　軽く愚ぐ痴ちりながら、なんとか立ち上がる。

　綺き麗れいだったチャイナドレスはズタズタのボロボロで、とても返せない代しろ物ものになっていた。膝ひざ頭がしらや腕からは血が滲にじみ、口の中も血の味がする。内臓の痛みは深しん刻こくで、呼吸をするだけで火ひ箸ばしを差し込まれるような痛みが走る。

　それでも雪子は笑みを崩さず、一歩前に出た。

「……まだやる気ですか？　その体ではろくに動けないでしょう？」

　シゼムの言う通り、コンディションは青から赤に急落している。今の状態で先さき程ほどまでの動きをしようとすれば、内臓が先に逝いってしまうかもしれない。

　だが、雪子の目に諦あきらめの色はない。

「きっついけど……まあ、でも、勝つわよ」

「正気ですか？　殺すつもりはありませんでしたが、死にますよ？」

「あたしも、死ぬつもりはないわ。やることやったら病院で寝込んで、リンゴでも食べて、ゆっくり体を治して…………まあ、そんな感じよ」

　退ひくつもりがない意味を含め、もう一歩前に出る。

　今までのように一歩で数メートルを消化するようなそれではなく、普通の人と同じかそれより短いくらいの歩幅での進行。

　だが、駆けようと思えば駆けられる。内臓は勘かん弁べんしてくれと騒ぐかもしれないが、長時間になってしまえば本当に命に関わるかもしれないが、やれないことはない。

「貴女あなたの右足は素晴らしいですよ。しかしお嬢じようさん、その右足は魔ま構こう力りき素そを打ち破ることは出来ても、魔法によって書き換えた法則や空間を破る程ほどの力はありません。それは理解したはずです。それでも、挑いどみますか？」

「当たり前よ。勝つまで、続けるわ」

　不ふ退たい転てんの意志を叩たたきつけると、雪ゆき子こには、遠く離れたシゼムが目を細めたように見えた。眩まぶしげに、笑みを柔らかくして、赤毛の悪あく魔まは組んでいた腕を解ほどいて大きく横に広げた。

「貴女に敬けい意いを表して本気を出させて頂きますが……宜よろしいですか？」

　わざわざ確認を取ってくる相手に対し、雪子は不敵に笑って応えた。

　言葉を交わさずともそれで通じたようで、シゼムは小さく頷うなずいて──

　彼の周囲に百に届く青い光点が生まれたのを目にし、雪子は呟つぶやいた。

「さてと……正しよう念ねん場ばってヤツね」
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「ここらが潮しお時どきだな」

　無む惨ざんにも光線に撃うたれ吹き飛ばされた雪子がもどかしげに体を動かしたのを見て、玲れいは誰に言うでもなくそう呟いた。

　だが次の言葉は間違いようが無く、美み樹きに向けられた言葉だった。

「あいつは無む傷きず、雪ゆき姫ひめは大ダメージで打つ手もねぇ。決断を先さき延のばしたら──死ぬぜ？」

「…………そんな……もう」

　雪子の攻撃が無む駄だに終わったのは明らかだった。どんなやり取りがあったのか、そこまでは美樹には分からない。だが、万ばん全ぜんの状態でも届かなかった牙きばが手負いで届く理ことわりはどこにもない。それだけは分かる。

　だから、もう終わったと思った。

　このまま終わって、願いを唱となえる。そうなるはずだった。

　誤ご算さんは、二つ。

　一つは、先さき程ほど遊ゆう矢やに言われた言葉で、自分の決意が崩れてしまっていたこと。

　そしてもう一つは──

「…………どうして、立つの……？」

　雪ゆき子こが、まだ諦あきらめていないこと。

　誰から見ても明らかな結末は、当人が一番良く分かっているはずなのに、それでも雪子は立ち上がった。

　座り込んだまま、立ち上がる気力も願いを叶かなえる気き勢せいも失っている自分とは対たい照しよう的に、軽くない傷を負っている雪子は立ち上がり、その背を見れば闘志が失われていないことがすぐに分かる。

「さてと、正しよう念ねん場ばってやつだねー」

　場にそぐわない浮いた声は、すぐ横から聞こえて来た。

　美み樹きがぼんやりとそちらを向けば、しゃがみ込んだ水みな瀬せ遊ゆう矢やが、自分と同じ目め線せんで微笑ほほえんでいた。

「まだ間に合うけど、どうする？」

「…………間に合うって、なにが……？」

「雪ちゃんは勝つまで続ける気だよ。でも玲れいが言う通り、雪ゆきちゃんに彼は倒せない」

「なら……」

　それなら、そこで終わるはずだ。倒せないのなら諦めるしかない。

　だが、遊矢の言葉はそれを全否定するものだった。

「だから雪ちゃんは、このままだと死ぬまで続けるよ」

「そんなっ……!?」

　叫んで、美樹は雪子の背中を凝ぎよう視しする。

　綺き麗れいだったチャイナドレスは無む惨ざんな姿に、団だん子ご状じように纏まとめていた髪は解ほどけてしまって、曝さらけ出た腕や足には擦すり傷やあざが出来、右手からは血が滴したたっている。

　顔は、見えない。見えないから、余よ計けいに分からなくなる。

「どうしてそこまでするの……あんな体で……」

「分かってねぇみたいだぜ？　言ってやれよ、ハニー」

　口くち振ぶりからすると玲は分かっていて、遊矢も分かっている。

　ただ一人、自分だけが分からないという状況に、美樹は縋すがるような気持ちで遊矢の手を震える両手で強く握り込んだ。

　見つめた先にある瞳は、澄み切っていて不安の影はどこにもない。

「さっき、言ったよね？　願いを叶えたら友達じゃなくなるって」

　怖くなるほど優しい声に、美樹はこくんと頷うなずく。

「雪ちゃんは、高たか嶺みねさんと友達でいたいから戦っているんだよ」

　初めから雪子はそう言っていた。美樹もそれを覚えている。

　しかし──

「あんな体になっても、倒す方法が無くても勝ちたいくらい高たか嶺みねさんのことが好きだから、ああやって立ち上がるんだよ」

　その一言に、美み樹きの手の震えが止まった。

「少しくらい体が壊れても友達でいたい価か値ちを、高嶺さんに感じているから」

　頭の中が白く埋め尽くされ、その中に大事な何かを見つけた気がした。

　そして美樹は弾はじかれたように戦場へ目を向けた。

　がらんと広くなった図書館の中。

　真っ直ぐに立っていられない体で前に出ようとする雪ゆき子この姿と、青く輝く光点が星のように煌きらめく光景に、

「────っ！」

　遊ゆう矢やの手を離すと同時に立ち上がり、

　熱くなった目の奥から込み上げてくるものが零こぼれる前に、

　これまでの人生で一番の想いを籠こめて、

　今まで出したことのない大声で、叫んだ。




「──待ってぇ！」




　館内に響ひびいたその声に、青い光はあっさりと消え失せた。

　身構えていた雪子が振り向く前に美樹は走り出し、転びそうになりながら、傷だらけの体でも鋭い目を保つ友人の元へ行く。

　そのたった十数メートルの距離を走っただけで、美樹は息を切らせていた。ろくな呼吸も出来ずに体を動かした為ためで、辿たどり着いた時には崩れ落ちそうになり、雪子に支えられてしまう。

　自分こそ倒れそうな傷を負っているのに、雪子はそれに構う様よう子すも無く、

「止めて、いいの？」

　冷たい響きのある声で訊たずねた。

　近距離で自分を見み据すえる瞳はまだ戦いの最中のもので、美樹はその強い視線を真っ向から受けることになった。

　それに怯ひるむことも揺れることも無く、美樹は頷うなずいた。

「……本当にいいの？　ミキの願い、叶かなわなくなっちゃうのよ？」

　自分が潰つぶそうとしていた癖くせに、その声は真剣に案じていると分かるもので、今の美樹には胸の内が熱くなるほど嬉うれしいものだった。

「……いいの」

　白しろ銀がね雪子に抱く強い憧れは変わらない。

　彼女と比較して自分の不ふ甲が斐いなさを感じることは、今後もあるだろう。

　しかし──

「もう、叶かなわなくていいの」

　微み塵じんの心残りもなく、言った。

　心の底から尊そん敬けい出来る相手が、友人として認めてくれていた。

　無理だと分かっていても前に進む勇気と意義。

　綺き麗れいな顔に、体に、傷をつけてまで教えてくれた。

　雪ゆき子こがそうまでして認めてくれている自分を否定することは、美み樹きには出来なかった。

　ギリギリまで、手遅れになる一歩前になるまでそれに気づけなかったことを猛もう烈れつに悔くやみ、精せい一いつ杯ぱいの懺ざん悔げと謝罪と感謝と友情を籠こめて、美樹は言った。

「ごめんね──でも、ありがとう」

　微笑ほほえもうとして、しかし涙に塗まみれてお世せ辞じにも綺麗とは言えない顔になっているのはどうしようもなく。

　すると、雪子の手が頭と背中に回った。

　ふんわりと抱き締められる感かん触しよくに、まだどこかに残っていた堤てい防ぼうは崩れ落ち──

「ぅ………………っく、ふぇぇっ……！」

　声を上げて、美樹は泣いた。

　東京に来てから初めて人ひと前まえで見せた、涙だった。
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　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　美み樹きがどうにか泣き止んでくれて、雪ゆき子こがほっとした直後。

　ぱちぱちという控えめな拍手と共に、シゼムの声が聞こえて来た。

「貴女あなたの勝ち、ですか。大したものです」

　美樹が実に五分以上泣いている間に、シゼムだけでなく遊ゆう矢やも玲れいもすぐ傍そばに来ていた。三人共何なにをするわけでもなく静せい観かんしていたのだが、その視線を少し恥ずかしく感じていた雪子はじろりとシゼムを睨にらんでやる。

　戦っていた相手で悪あく魔まだが、まるで邪じや気きを感じさせない微笑ほほえみを湛たたえた彼は、わざとらしくコホンと小さく咳せき払ばらいをして、

「さて──それでは、美樹さん。願いはどうしますか？」

　あっさりと自分の仕事を始める。

　スーツ姿をしているせいかビジネスマンにも見えてきた雪子は、ため息を一つ挟んで、美樹の体を解放した。

　一歩下がって顔を上げた美樹は、当然といえば当然だが真っ赤に目を腫はらしていて、白い頰ほおも赤く腫れぼったくなっていた。

　そんな顔の状態に気づいているらしく、美樹は恥ずかしそうに身を縮こませて、しかし淀みなく願いを告げた。

「図書館の中にあるものを全部、戦闘が始まる前の状態に直してください」

「あー……確かに、穴だらけだし、妙みように広くなっちゃってるしねぇ……これ、外から見たらどんな風になってるのかしら」

「たぶん、外観は変わらないと思うよー」

　吐き気を催す内臓の痛みをごまかしながら言い合い、雪子は戦闘とは程ほど遠とおい空間だったはずの図書館に思いを馳はせる。

　だが、シゼムへの警けい戒かいは解ききっていなかった。

「畏かしこまりました。それでは、契約執しつ行こうといきますか」

　大おお仰ぎように一礼してから、赤毛の悪魔は右腕を高く掲げ、パチンと指を鳴らした。

　──それだけで、雪子を悩ます体の不調は消えていた。

「以上で、終了です」

「は？　え、ナニ？　今ので終わりって…………ぅわ、ほんとに直ってる……」

　着ていた服も、穴が開いていた床も、広がっていた空間も、玲が蹴けり開けたドアも、全て元通りになっていた。

　あまりに呆あつ気けなく、魔法らしい何かもなく終わってしまった事態に、雪子は呆あきれてしまう。

「派は手でなのを期待していたわけじゃないけど、これはあんまりに……いや、いいんだけどね」

「今の願い程度なら、契約無なしでも出来るレベルですからね。全力を出せる状態で行えば、こんなものですよ。ちなみに代だい償しようは──っと」

　言い終わる前に、シゼムの体が消えていた。

　雪ゆき子こが驚いて視線を巡らせると、美み樹きの隣となりに出現しており、もたれかかった美樹の体を支えていた。

　目を閉じて気を失っている親友の様よう子すに、雪子は顔色を無くす。

　だが、騒ぐ前にシゼムの声が届いた。

「大丈夫ですよ。代償として十日分の寿じゆ命みようと同等の霊れい力りよくを頂いたのですが……疲れていたのでしょうね、寝てしまいました」

「それ、なら…………いいんだけど」

　慎しん重ちように、丁てい寧ねいに美樹を床に下ろすシゼムの動作にそれ以上は言えなくなり、雪子は不ふ燃ねん気味な精神を落ち着かせる。

　その作業を進めながら、ずっと気になっていた疑問をぶつけた。

「にしても、あんた悪あく魔まっぽくないわよ。そこのバカやリールゥとは大違いじゃないの」

「おいこら、誰がバカだ」

　余よ計けいなところで引っ掛かってくる玲れいに、雪子はうんざり気分で言い捨てた。

「バカ沢ざわのことよ。いつも言ってるでしょ」

「……なあ遊ゆう矢や、やっぱりこいつに教育的指し導どうしておかねぇ？　オレは器うつわがでかい方だが、そろそろあの薄い胸の暴ぼう君くんには思い知らせてやりたいんだが」

「あはは、だからダメだってば」

　いつも繰り広げている会話とほぼ変わらないやりとりに、小さな笑い声が混ざる。見れば、シゼムが声を抑えて笑っていた。

　雪子の視線に気づいたシゼムは、

「いや、失礼しました。人間と悪魔の会話というにはあまりにも平和だったもので……ああ、すっきりしました」

「……いいけど。質問の答えは？」

「それは簡単ですよ。私は悪魔ではありますが、悪魔にも個性はあります。動物や人間も、同じ種族だからといって皆同じではないでしょう？」

「それは、確かにそうだけど」

「悪魔が持つ欲求は、退屈による飢えからくるものです。だから私はこの世界でそれなりに面白い経験をし、楽しく過ごせればそれでいいのですよ。惑まどわせる気もなければ聖せい人じんまがいの行動をする気もない、ただの便利屋です。だから次のお呼びがかかるまでは、以前居いたラスベガスに戻らせてもらいますよ。ショーを観みていた途中で呼ばれたので、続きが気になって仕方ないのです」

　すらすらと芝しば居いがかった語りに、こいつは悪あく魔までもビジネスマンでも便利屋でもなくて道どう化け師しなんじゃないかと思い、雪ゆき子こは逆に警けい戒かい心しんを増やす。

　それに構わずシゼムは美み樹きから離れるように三歩後退し、その場で軽く踵かかとで蹴けって床を鳴らした。

　やはり芝居がかっているその動作で、床には青い光の魔法陣じんが浮かび上がった。六ろく芒ぼう星せいの中にもう一つ六芒星が描かれたその陣の上に立つシゼムは、

「さて、向こうへ渡る前に訊きいておきたいのですが」

　ついでのように言って、微笑ほほえんだまま玲れいを見やる。

「聞いた話によれば、貴方あなたは少なくとも半年近くこの街にいます。しかしそれならば私が召しよう喚かんされる前に貴方が召しよう来らいされていたはずです。此この度たびの件も、貴方が呼ばれて然るべきはずなのですが、そうなっていない。その辺りの理由を聞かせてもらえますか？」

　シゼムの質問の意味を、雪子は殆ほとんど理解出来なかった。

　だから返す玲の言葉も、当然ながら理解出来なかった。

「オレは正せい規きの手段でこっちに来たわけじゃねぇからな。言っちまえばバグみたいなもんだ。それ故に世界はオレの存在に気づいてないから、お鉢はちが回ってくることはねぇんだよ。指名がかかりゃ別だろうが、な」

「それは…………、合が点てんがいきました。ただの下か位い悪魔にしても弱い力しか感じられず、それにしてはバランスの極きよく端たんな構造をしていると思えば、貴方が噂うわさの『壁かべ越ごしの戯ぎ者しや』ですか」

　玲はただ口くち端はを吊つり上げ、喉のどを鳴らして笑う。

　完全に放置を食らった雪子は面白くなく、道化師もどきが消えたら玲を問い詰め、締め上げてやろうと心に決めた。

　だが、もういなくなると思えたシゼムは、予測を翻ひるがえして口を開いた。

「予想外に楽しめたお礼といってはなんですが、一つ忠ちゆう告こくしましょう」

「あー、なによ？　さっさと言って、」

　そして帰って、と繫つなげようとした雪子だが、その言葉は言えなくなった。

　遊ゆう矢やを見ながらのシゼムの言葉に、粉こな々ごなに踏み潰つぶされた。




「貴方の体は、元に戻ることはありません」













五章　台風一過のその後で







　目を覚ました時、無む惨ざんなことに井い沢ざわ玲れいのライブはとっくに終わりという時刻になっていて、美み樹きは早さつ速そく泣きたくなった。

　自分がいつの間にか保健室のベッドに寝ていたことも気になったが、まずはそれを悲しんだ。折せつ角かく二日あるチャンスも両方共ともボツになってしまったのだから。

　それから、図書館でのことが夢でないことを確認しようと思い立ち、叔母おばで保健教きよう諭ゆの志し摩ま恵めぐみに挨あい拶さつをして、雪ゆき子こを探しに行こうとした。

　だがその前に、志摩先生に呼び止められた。

　なんだろうと思うも束つかの間ま、渡された手紙を読んで、それから時計を確認して、美樹は大おお慌あわてで保健室を飛び出した。

　雪子を探すのは後回しになった。あれが夢でないなら話したいことは山やま程ほどあるが、その前に果たさなくてはならない出来事が生まれてしまった。

　時間制限がある為ため、美樹は寝起きに構わず、来客の多さにめげず、走り続けた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「やっぱり、こんな所に居た」

　なんとなく、来る気はしていた。

　だからその声に、雪子は用意していた言葉を返した。

「ミス風かざ見み野の、おめでとうね。やっぱ注目されるだけあるわ」

「一番目め立だった誰かさんが消えたおかげだもん、威い張ばったら笑われちゃうよ」

　強い風に髪を押さえながら、赤あか石いし智とも子こは嫌いや味みの無い笑みを浮かべた。

　二人の居る特別校舎の屋上には他に誰もおらず、賑にぎやかな声は地上から聞こえていた。

　午後四時半から始まった後こう夜や祭さいは盛せい況きようのようだった。開始から三十分近く経たった今まで、歓声や笑い声が絶えず聞こえているのだから間違いない。

　私服に着替えた後、後夜祭が始まる前からずっとこうして給水塔とうに寄りかかったままでいた雪子は、自分の前に立つ智子にそれ以上は言わず、出で方かたを待った。

　わざわざ自分を探して来たようだから、相手のタイミングで話を始めさせようと思ったからだが、待った時間は僅わずかで済んだ。

「……ふられちゃった」

　その言葉に、今度は何も言えなくなっての沈ちん黙もく。

　励はげませばいいのか、謝ればいいのか、黙っていればいいのか、分からない。

　分からないまま時間切れになったようで、赤あか石いし智とも子こは二にの句くを継いだ。

「別にさ、分かっていたからいいの。いや良くないんだけどさ、すっきりしたから」

「……そう、なんだ」

「あー、無理しているわけじゃないよ。本当なら先週の時点でふられてたんだから」

「…………え？」

　言われた意味が分からずに声を上げると、ため息の後で、

「告白したらさ、二秒でふられたの。でも諦あきらめ切れなかったから今日まで保留にしてもらってたの。無む駄だな足あ搔がきに終わっちゃったけど……気は晴れたわ」

「そう、なの？」

「うん。誰かさんが派は手でにやってくれたからね」

「あー……」

「そのことだけはお礼を言いたかったから。ありがとね」

　そう言った赤石智子の笑顔は、同性でもドキリとする程ほど魅み力りよく的なもので、雪ゆき子こはただただ彼女を見つめることしか出来なかった。
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　そしてそのまま智子は屋上から去って行き、雪子はコツンと給水塔とうに後頭部を当て、深く息を吐いた。

　彼女は涙を見せなかった。

　しかし、目は赤く腫はれていた。

　この一週間、どれだけの想いで遊ゆう矢やに接していたのかが分かる隠かくしようのない事実として、瞳は濡ぬれていた。

　礼を言うのは、雪ゆき子この方だった。

　彼女や穂ほ坂さか望のぞみの件がなければ、いつまでも先さき延のばしにしていたかもしれない。

　だからせめてもの償つぐないに、雪子は決意をしていた。

　もう、同じ過あやまちを繰り返すことはしない。

　信じることを間違えない。

「さて、と……」

　その第一歩として、やらなければならないことがある。

　立ち上がり、寄りかかっていた壁から離れる。

　賑にぎやかな下げ界かいの音に流されないよう、しかし大声を張り上げたりはせず、雪子は言った。

「リールゥ──いるんなら出てきなさい」

　自分以外は誰もいないはずの屋上で言った、その言葉に、

「あや、なにかなー？」

　期待通りの返事があった。

　雪子は振り向くと、給水塔とうの上に腰掛ける人ひと影かげを見た。

　四つに括くくられた長いピンク色の髪は風に靡なびき、秋風の煽あおりを受けるには寒そうに見える赤を基調としたチアリーダー姿で、あたかも初めからいたかのような自然さで。

　服装こそ違うものの、二ヶ月前と変わらぬ容よう姿しのリールゥが、そこにいた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　鈍どん足そくに分類される上に体力も乏しい美み樹きにとって、混雑の中で指定の時刻に指定の場所に到着出来たのは奇き跡せきに近かった。

　ほんの数時間前まえに訪れた図書館に入ると、既に中には人影があった。

　一気に緊きん張ちようするが、呼吸が乱れ脳も酸さん欠けつに近かったので、そこまで上がってしまうことはなかった。正常な状態ならばパニックになっていただろうから、怪け我がの功こう名みようだ。

　とりあえずドアを閉めて、中へと進む。

　先せん客きやくである井い沢ざわ玲れいは行ぎよう儀ぎ悪く受付カウンターに腰掛けていたが、美樹の接近に応じたのか、軽い動作で床に降り立った。

「さて……オレはハニーに呼び出されたはずなんだがな。これはどういうことだ？」

「えっと、その……こっ、これを……」

　詰きつ問もんというには軽い言い方だったが、それでも美み樹きはしどろもどろになって、ずっと手に握っていた手紙をおずおずと差し出した。

　玲れいはそれを受け取ると、皺しわを伸ばして文面を見て……顔をしかめた。

「『用事が出来ちゃったからいけないや。玲れいにごめんって伝えてくれる？』だとぉ……珍しく遊ゆう矢やの方からの呼び出しだったっつーのに」

　はぁー、と盛大なため息をついて、がっくりと肩を落とす。

　予想はしていたがこの残念がる様よう子すに、自分が悪いわけでもないのに、美樹は胸を痛めた。

　しかし、それは一瞬。

　自分がこれからしなくてはならないことに、走ったせいではなく、心臓がバクバクとうるさすぎるくらいに弾はずんでいる。

　どうして自分に手紙を渡す役が回ってきたのか？

　どうして井い沢ざわ玲は呼び出されたのか？

　どうして図書館が選ばれたのか？

　出した結論は──ただの拡大解かい釈しやくで、期待が多大に混ざっているからかもしれないが、それでも美樹は乗ることにした。

　このセッティングをした遊矢が、どれだけ自分のことを理解しているのかは分からない。頼んでも望んでもいなかったのにこんな展開を用意した意図は摑つかめない。

　しかし、これは機会だった。

　そしてこの場に頑がん張ばって走って来たのは、その機会を逃したくないと思ったからだ。

　ここから先は、選んだ自分になる為ための試し練れん。

　なりたいと思っている自分になる為の、ステップアップの機会。

「はー…………やってらんねぇ」

　目の前にいる玲はわしわしと後頭部を搔かき、明らかに不満そうでいる。頭もいい彼だから、この場を作った首しゆ謀ぼう者の考えも理解しているのかもしれない。

　美樹の緊きん張ちよう感がさらに高まる中、玲は手紙をツナギのポケットに捻ねじ込んだ。

「オレはさっさと行くわ。あー、くそ、どっかで憂うさ晴らしでもすっかな……」

　言って、言葉通りに図書館から去ろうと歩き出す。

　そして美樹は見事に慌あわてた。自分のタイミングで切り出すこともままならず、しかも選択する時間制限は数秒しかない。

　美樹のことは眼中にないらしく、玲は挨あい拶さつも無しに美樹の横を通り過ぎ、そして外へ出ようとドアに向かって手を、

「────あのっ！」

　伸ばした手は、何とか出すことができた声で止まってくれた。

　振り向いた玲れいの表情は醒さめていて、瞼まぶたも半なかば閉じられている。

「あ？　なんだよ？」

　ぶっきらぼうな声に、美み樹きは震えてしまいそうな手を握り合わせ、ギュッと目を閉じた。

　呼び止めたら、次は何を言えばいいのか分からない。

　感じる視線と静けさがプレッシャーとなり、この場から逃げ出したくなる。いっそ消えてしまいたくなる。

　着ちやつ火か間ま近ぢかの爆ばく弾だんのような心臓と、血の気の感じられない冷たい足。

　がんばれ、がんばれ、がんばれ……と自分に言い聞かせても、少しも心は落ち着かない。

　止めたくなる。このままやり過ごしてしまいたくなる。

　だが──美樹は分かっていた。

　ここ数日は色々なことがあった。特に今日受けた精神的な衝しよう撃げきは大きく、いつもはがっちりと固い歯止めが、緩んで軽くなっている。

　今日は確かに自分を見つめ直すことが出来て、昨日までに比べれば随ずい分ぶんマシになったと思う。

　しかし、一日で劇的に進化出来るわけではない。魔法という反則技わざを使用しない限り、誰もが地じ道みちにしか進めない。

　明日の自分はきっと昨日よりはマシで、今日よりも情なさけない自分のはずだ。

　だから、今。

　今いま出来ないのならば、当分は出来ないままだと理解している。それどころか、次はないのかもしれない。

　美樹は目を閉じたまま、雪ゆき子この姿を思い浮かべた。体育館のステージで、大おお勢ぜいの前で大声を張り上げた、雪子の姿を。

　目指す先にいる彼女には、出来た。

　自分はまだ内面も外面も、雪子には遠く及ばない。いくら彼女が認めてくれても、自分の測りはそう簡単に変わらない。

　だが、今の自分なら。大勢の前でなく、一対たい一なら。

　出来るはずだった。

「わ……わた、し……」

　声は震えていたが、ちゃんと出た。

　なら、きっと出来る。

　出来る、

　出来る、

　出来る、

　出来る──




「………………好き、です」




　──言うことが出来て、美み樹きはそろそろと瞼まぶたを開けた。

　少し涙で濡ぬれた視し界かいの中、玲れいは目を閉じる前に見た醒さめた表情のままだった。

　やっぱり分かっていたんだという理解の中、美樹は相手の反応を待った。

　しかし玲の方も何も言わず……十数秒の間の後で、痺しびれを切らしたように口を開いた。

「んで、なんだよ？」

「え……あの、その…………以上です」

「……ハァ？　以上って、それで終わりってか？」

　啞あ然ぜん、というには子供っぽい、驚かされた表情の玲に、美樹はこくこくと頷うなずいた。

　それまでの冷たさを感じる態度とは違い、玲は首から下げたチョーカーを弄いじりながら呆あきれたような声で、

「オレのことが好きっていうなら、続きあんだろ？　付き合ってくださいとか抱いてくださいとか一晩だけでもいいからとか」

「そっ、そんなの、考えてないです」

　あまりに直線的というか直情的な内容に顔を赤らめつつ、美樹は真正面から見るだけで熱くなる胸の上に手を載せて、

「私は、その……付き合いとか、好きになって欲しいとか、そういう気持ちはないんです。ただ井い沢ざわくんのことが、すっ、好き……なので、それを伝えたかっただけで……」

「……んじゃ、アレか？　返事も何もいらねぇで、ただ言いたかっただけか？」

「そう、です」

　自分と玲では釣つり合わないことを、美樹は正しく理解していた。少なくとも、今は。

　だから玲が口元に笑みを、目に鋭いものを潜ひそませての問いにも、それほど心を揺さぶられなかった。

「オレが悪あく魔まだって分かっていて、そう言ってんだな？」

「……ちゃんと分かっているつもりです」

　俯うつむきながら、ちゃんと答える。

　真実を知った今、思い返してみれば、美樹はどこかでそのことに気づいていた。

　単純に『人間ではない』ということではなく、悪魔というイメージに沿う無む邪じや気きさと狡こう猾かつさを併せ持つ玲の怖いところを、無自覚に悟さとっていた。

　だから傍そばに近づきたいとは思わず、それでも好意は消えず、ただ見ているだけで満足をしていたのだ。

　今後、好意がどう育つのかは分からない。萎しおれてしまうかもしれない。

　ただどうなるにしろ、今の自分では力ちから不ぶ足そくなのは明確だ。

　目指す先にある自分になれるかどうかはともかく、そこに進む為ためには、今日の告白は避けて通れない障害だった。

「もし……もし、『要求』が出来たら、その時にもう一度言います。その……ちゃんと言えるかどうか、不安ですけど……」

　──そこでようやく、美み樹きの告白が終わった。

　最後まで言うことが出来たことに、心の底からほっとする。通常の告白とは違い相手の返事は求めていないので、伝えられれば全てが終了したことになるのだ。

　これで少しは前に進めただろうかと思い、自分を誉ほめてあげたい気分になった美樹は顔を上げて……広げた右手を額ひたいに当てくつくつと喉のどを鳴らして笑っている玲れいの姿に、目をぱちくりとさせた。

　手を除のけた玲の目からは剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが消えていて、子供のように屈くつ託たくの無い笑顔が現れた。

「くくっ……ただの陰気な女かと思ったら、やっぱり雪ゆき姫ひめのダチをやっているだけはあるぜ、ったくよお」

　何がそんなに面白いのか、美樹には分からなかった。

　だが一ひと頻しきり笑った玲は、

「おっけ、了りよう解かいしたわ。いつかその気になったらリトライしろや。その時の気分次し第だいでは遊んでやってもいいからよ」

　自分勝かつ手てなことを堂々と言う。

　普通ならここでむかっとくるか幻げん滅めつするかの二に択たくなのだろうが、美樹は一応、自分がどういう男に告白したかを分かっている。

　あまりにらしい言い様ように、美樹は口元を綻ほころばせて「はい」と言った。

　その対応も気に入ったのか、玲はもう一度喉のどを鳴らして笑って、

「そんじゃ、オレは行くぜ。じゃあな、高たか嶺みね」

　別れの挨あい拶さつを口にして、くるりと美樹に背を向ける。

　美樹は、挨拶を返すことが出来なかった。自分の記き憶おくが正しければ初めて名前を呼んでもらえたことに、頭の中が真っ白になってしまっていて……

「あー、そういや一つ訊きいておきたいんだが」

「は、はいっ……!?」

　そこで、玲が振り返った。悪戯いたずらを仕掛ける子供のような笑みを湛たたえて。

「オレと雪姫、どっちの方が好きだ？」

「え……………………え、ぇ、ぇっ?!」

　予期せぬ問いに赤せき面めんしてしまった美樹の反応に満足したのか、玲は喉を鳴らして笑いながら軽く手を振ると、そのまま図書館から出て行った。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「やー、実はいつ声をかけようかと思ってたのよねー。でもあのおっぱい大きな子が来たから、少し遠えん慮りよしてたのよ。あ、お祭りってことでイメチェンしてみたんだけど、髪かみ型がたも変えた方が良かったかな？」

　屋上から突き出た形の給水塔とうの上に腰掛けたまま、上位悪あく魔まのリールゥはにこやかに話す。

　対して、雪ゆき子こは無表情に近いむっつりした顔で、過度の敵意も怒りもみせず、長なが年ねん探し求めていた相手を見ていた。

　軽かる口くちに付き合うつもりはない、という意思はそれで伝わるはずなのだが、リールゥはそれでも子供じみた笑みと態度を崩さない。

「いやいや、あの地じ味みな子が呼び出した悪魔が結けつ界かいなんて張るもんだから、すっごく面白そうな場面を指を咥くわえて見過ごす羽は目めになっちゃってさー。何があったのか、教えてもらいたかったのねー」

「気にせず入ってくれば良かったのよ。それから、そんなに足をバタつかせてたらパンツ見えるわよ」

「あ、それはヘーキ、最初から穿はいてないから。でもでも、入ってくれば良いなんて、追われる立場のヒトに言う言葉じゃないわよぅ」

　どこまでも人を小こ馬鹿にする態度に、雪子は鋭い眼まな差ざしと低い声で応える。

「捕まえられても手の打ちようがないなら、問題ないでしょ？」

「……へぇー、知っちゃったんだぁ」

　たっぷりと皮ひ肉にくを籠こめての言葉に、リールゥの笑みが深まった。

　にこにことしながら薄っすら細めた目で雪子を見下ろし、悪魔の少女は足を交互にぱたぱたと動かしながら、

「言ったのは呼び出された悪魔？　それとも、井い沢ざわとかいう人間まがいの方？」

「白いスーツの方よ。色々と……教えてくれたわよ」

　含みを孕はらんだ言い方をして、雪子は図書館での出来事を思い出す。

　こともあろうに遊ゆう矢やの体が元に戻ることはないと言ったシゼムが語った、現実を。




『少年が感覚を失ってから一年や二年ではないですね？　自覚があるかないかまでは分かりませんが、私が確実に言えることとして、貴方あなたの心は衰すい弱じやくしています。そのような状態で感覚を──恐怖心と緊きん張ちよう感かんでしたか。そんなものを取り戻せば、ショック死するか精神崩ほう壊かいを起こすかの二に択たくです。ですから、下手へたに契約を満了させないことを勧めますよ』




　呆ぼう然ぜんとする雪ゆき子こに、シゼムは色々なことを話した。遊ゆう矢やと玲れいは何も言わず、誰もその語りを止めることはなかった。

　結果として雪子は、知らなかったことも、気づけなかったことも、これから先にある障害の難なん解かいさも──多くのことを悟さとってしまった。

「……契約を満たせば、遊矢は最悪の状態になる。だけど遊矢の感覚は契約を満たすことでしか取り戻せなくて、他に天使や悪あく魔まを呼び出しても元の状態には戻せない……やってくれるわ。誉ほめてあげるわよ」

「それはどうもー。でもでもね、別にチェックメイトじゃないわよ？　元に戻す方法はちゃんとあるんだから」

「──契約を満たしてから、他の人が召しよう喚かんを行って遊矢を復活させるってヤツ？」

「あらー、それも話したの、あの悪魔は。困ったもんねぇ」

　そう言うリールゥだが表情に困った様よう子すはどこにもなく、むしろ楽しげに笑っている。

　消える寸すん前ぜんのシゼムも、似たような笑みを浮かべていた。決して善意から教えたのではないと分かる、楽しみを見つけた者の、ある種陰いん惨さんな笑みを。




『早そう期き解決が出来れば、まだ私は地上にいるかもしれません。その時には是ぜ非ひ招待してください。少年を復活させて差し上げます。ただし、相そう応おうの代だい償しようは頂きますが』




　呪じゆ詛そにも似た、どうやっても記き憶おくから消しよう去きよ出来ない言葉を残し、シゼムは消えた。悪魔らしい取り引きを提示して。

　雪子はしばらくの間、ショックで動けなくなった。気がつけば図書館に一人残され、置かれていたメモによると、遊矢と玲が寝ている美み樹きを保健室へ運び、二人はそのままライブ会場へ行ったらしい。

　一人になった雪子は図書館から出て、思し考こうしながらふらふらと足を運び……着替えた後、辿たどり着いた場所が、この屋上だった。

「それで、雪子ちゃんはどうするのかしらー？　あたしを呼んだってことは、無む理り矢や理り捕まえて遊矢くんに引き渡して自分が召喚した者に復活を願うことにした？」

　笑顔のままで話すリールゥの目を見れば、『そう簡単にいくと思ってる？』と暗あんに言っているのがすぐに分かる。

　雪子ももちろん、分かっている。

　美樹が使った召喚術じゆつ具ぐは優れものらしく、今ならシゼムという呼びだす対象がいる。もしかすると玲をどうにかすることも出来るかもしれない。

　だが……それはつまり、新たな連れん鎖さを生むことになる。

　自分の寿じゆ命みようを引き換えに何とかすることが出来るのなら、いっそ強行してしまおうかという気持ちもあるが……

「そんなこと、遊ゆう矢やがさせてくれないわ」

　決定権を持つのは、契約を満たす立場の遊矢にあるのだ。

　そして雪ゆき子こは自分の幼おさな馴な染じみの性格をよく知っている。他人の苦労を背負い込むことに躊躇ためらいがない癖くせに、自分のことで他人を犠ぎ牲せいにすることを嫌う、見かけによらず頑がん固こな性質を。

　だからその選択をすることは不可能だ。

　リールゥもそれを理解しているからこそ、吞のん気きに給水塔とうの上に居い続つづけているのだろう。歳とし下したの少女という外見の彼女は紅あかい瞳で雪子の心情を見み透すかそうとするように見つめている。

　ただならぬ圧力を受けながら、雪子は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「そもそもおかしかったのよ。ぼけっとしていてバカなことばかり言うけど、遊矢はあたしが知る誰よりも頭がいいわ。それなのにいつまで経たってもあんたを見つけられず、それどころか探す気も薄かった……自分の体に起きていることと契約を満たした結果に起こる事態、その両方に気づいていたから、いたずらに探そうとしなかったのね」

　それが真実だという自信が雪子にはある。

　シゼムの言葉を聞いても、何の反応も示さなかった横顔。

　二ヶ月前、リールゥを見つけたと言った時の薄いリアクション。

　雪子が率そつ先せんして動こうとした時にはついてきたが、自分から動こうとしなかったこと。

　そして──

「だからセーレはあの時……あんな顔をしたのよ」

　二日という短い期間しか一緒にいられなかった彼女。『感かん識しき者』という二つ名の、特殊な力を持つ小さな天使。

　幽ゆう霊れい探しをしていた時に交わした会話の中で、雪子は彼女に言った。『色いろ恋こい沙ざ汰たは問題が解決してからでいい』というようなことを、確かに言った。

　あの時、セーレウスは何かを必死で耐えるような面おも持もちだった。それはつまり、『リールゥを見つけても問題は解決しない』と知っていたからで──遊矢に口止めをされていたからだ。そうでなければ善良な彼女が黙っているわけがない。

　遅くとも二ヶ月前の段階で、遊矢は知っていた。

　だが……

「でも遊矢くんはそんな大事なことを雪子ちゃんに黙っていた、っと」

　柔らかく刺すように、リールゥは声を降らせてきた。

「あの子が優しいのは分かるけど、だからといってパートナーに秘密だってなんて、聞かされていなかった雪子ちゃんとしてはショックよね。ひょっとして、あんまり信用されていなかったのかなぁっ？」

　明るく弾はずむ声で揺さぶり、疑ぎ心しんを抱かせるような内容。

　そうじゃないと信じ込もうとしても、否定しきれないしこりが残ってしまう、呪のろいのような棘とげのある言葉。

　それは雪ゆき子この心を傷つけようとする、が──

「そう、でしょうね。あたしじゃ信用するに物足りなかったんだわ」

　あっさりと、雪子はその言葉を受け入れた。

　逆にリールゥがその反応にきょとんとし、余よ裕ゆうたっぷりだった瞳に違う色が走る。

　それに構わず、雪子は自じ嘲ちよう気味に言う。

「包み隠かくさず言ったら絶望するかやけになるか、どうにかなっちゃうと思ったんでしょうね、あいつは。でも、その通りだわ。もし中学の時に……ううん、高校に入ったばかりの時にそんなことを言われていたら、あたしは自じ暴ぼう自じ棄きになるか、借りを返すことも出来ない負い目で遊ゆう矢やを避けるか、どっちかだったと思う。そんな人間を信用する方がおかしいわよ」

　そして遊矢なら、そんな結果になると見越しているのに話すような愚ぐを犯しはしない。

　伊達だてに一時間以上も思し索さくに費やしたわけではない。粗あら方かたの答えは出せている。そしてそれが正しいだろうとも思っている。

「話しても平気になるまで……成長するまで、遊矢は待っていたんだわ。今日、あのシゼムって奴やつが話すのを止めなかったのは、ようやく眼鏡めがねに適かなったのかもね」

「あらら、ずいぶんと都つ合ごう良く解かい釈しやくするのねぇ。そんなのただの思い込みでしょ？」

「思い込みでもいいわ。あたしが遊矢を信頼していられるなら、それで充分よ」

「あららららー、吹っ切れちゃって」

　リールゥの顔からはすっかり笑みが消えていた。しかしそこに深しん刻こくな雰ふん囲い気きはなく、言葉遣づかいも軽いまま。

「でもでも結局、遊矢くんの体を元に戻す算さん段だんは立っていないわけじゃない？　というかー、魔法を使わずにどうにかするなんて不可能よ。そこはどうするの？」

　冷たさを感じさせない真ま面じ目めな表情という不ふ思し議ぎを実現させた彼女は、推おし測るように問い掛けてきた。

　それに雪子は──挑ちよう戦せん的てきな笑みをもって応えた。

「どうするかは分からないけど──なんとかするわ」

「具体策はないのに、諦あきらめないの？」

「諦めない。だって、遊矢は諦めてない」

　自分が放った言葉に胸が熱くなるのを感じ、拳こぶしを握る。

「あいつは頑がん固こで諦めが悪いのよ。じゃないと医者が匙さじを投げるような体になったあたしを治そうなんて思わないわ。もちろん、遊矢にも出来ないことはあるでしょうよ。けど、あいつの口から『もう止めよう』って言葉が出ない限り、諦めていないってことよ」

　握った拳を胸に当て、雪子は頭上にいるリールゥを見み据すえた。

　上昇する体温以上に滾たぎる想いをぶつけるように、強く、強く。

「そして──遊ゆう矢やが諦あきらめても、あたしは諦めてやらないわ。あんたを呼んだのも宣せん戦せん布ふ告こくする為ためよ」

「ふぅん…………そっかー、諦めないのね」

　何故なぜかリールゥは目を細めて嬉うれしそうにそう言うと、

「よいせっ」

　掛け声と共に立ち上がり、給水塔とうの上で仁に王おう立だちになった。

　勇ましい立ち姿に似に合あわぬ、しかし少女らしいあどけない笑顔を浮かべ、そろそろ夕焼けに染まり始めた空をバックに口を開いた。

「おっけーおっけー、面白くなってきたわ！　無む理り難なん題だいに挑いどむ少年少女、それでこそ弄いじり甲が斐いもあるってものだもんね！」

　何か悪役のような彼女のセリフに、雪ゆき子こも不敵に笑ってみせる。

「言ってなさい。最後に笑うのは、あたしたちよ」

「そう？　それじゃ、あたしからも忠ちゆう告こくしてあげる。拍子抜ぬけするような終わり方じゃつまんないからねっ」

　橙だいだい色に染まる雲に負けじとピンクの髪を陽ひ射ざしで赤く輝かせたリールゥは、ピンと人差し指を立てた。

　意味が分からず沈ちん黙もくする雪子に、にっこりと──最上級の笑顔になって、彼女は言う。




「遊矢くんが召しよう喚かん魔法を使えるのは、出来てあと一回だけよ。出来たとしても──その後の命の保障はこれっぽっちもないけどね」




　言葉の意味を理解した雪子が声を上げようとした時、既にリールゥの姿は給水塔の上にはなかった。

　すぐに周囲を見渡し気配を探るが、近くには誰もいない。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつを体現する悪あく魔まに舌した打うちをして、雪子はゆっくりと屋上を歩いた。

「…………」

　端はしまで行って転てん落らく防止のフェンスに指をかけ、地上を見る。そろそろ後こう夜や祭さいも終わりに近づいているのか、賑にぎわいも収まり、屋や台たいの周囲に人の姿はなくなっている。

　しばしの間、動き回る人々の様よう子すを眺ながめて。

　眺めながら、リールゥの言葉を思い出して。

　思い出しながら、自分に出来ることを考えて。

　そうやって雪子が出した結論は──

「──上じよう等とうよ」

　ぼそりと呟つぶやき、口元を綻ほころばせた。

　もう遊ゆう矢やに召しよう喚かんをさせない。

　召喚なしでどうにかする手段を見つける。

　それからリールゥを見つけ出して、捕まえる。

　並べてみれば、簡単なことだった。

　実際は途と方ほうもなく大変なことなのだろうが、疲れているのか、精神が高こう揚ようしている為ためか、祭りの雰ふん囲い気きのせいか、屋上で感じる風が気持ちいいからか──

　不安はどこにも存在せず、不可能な気もまるでしない。

　だから雪ゆき子こはフェンスを握る手に力を籠こめて、決意と共に空を仰いだ。

「勝つのは────あたしたちよ」













エピローグ







　学園祭もあと僅わずか、もう十数分で後こう夜や祭さいも幕を閉じる。

　まだ遊び足りない人々の焦る熱気と満足した人たちの醸かもし出すのんびりとした空気が混じり合う中、水みな瀬せ遊矢は道みち端ばたのベンチに座り、もくもくと焼きそばを食べていた。余り物ということで格かく安やす価格だった焼きそばの味は少し濃く、しかし疲れた体にはちょうどいい。

　自分の前を行き交う人々を気にすること無く、視線を浴びても動じること無く、ゆっくりと食事を続ける。少食な遊矢にとって大盛りの焼きそばは少し量が多かったが、それでも残すこと無く食べ切った。

　聞き知った声がかけられたのは、缶の烏ウー龍ロン茶ちやを飲んで一息ついて、ビニール袋の中に空あき容器と割り箸ばしを片付けていた時だった。

「あ、水瀬君。一人なのね？」

　顔を上げると、そこには久く世ぜ律りつ乃のの姿があった。

「うん、そだよー。久世さんも一人なんだ？」

　既き知ちの人に会った時の反応として微笑ほほえむと、向こうも僅わずかに笑みを浮かべた。照れるような少し怒っているような、曖あい昧まいな笑み。

　複雑な心情が作り出すその表情は、どんな感情の動きがあるかすぐには分からない。該がい当とうする数パターンの内、可能性が高いのは『嬉うれしいけど』という反感も含んだものだと判断しつつ、保ほ留りゆうする。

「お父さんと一緒だったんだけどね。全く、わたし以上にはしゃぐんだから……」

　適てき宜ぎ、反応。

「元気な久く世ぜさんと一緒に回れたから嬉しかったんだねー」

「本当、親バカなんだから……もう高校生の娘が父親と一緒に回るのがどれだけ恥ずかしいかも知らないで」

　愚ぐ痴ちのような内容だが、言葉のイントネーションと不満げな顔に隠かくしきれない頰ほおの緩み、久世律りつ乃のの性格を考こう慮りよして、『照れているが嬉しかった』と判断し、遊ゆう矢やはにこにこと笑った。

　それに対し、律乃は視線を彷徨さまよわせた。胸の内を悟さとられた気まずさか、ただの話題探さがしか。可能性は前者が高い。

　どちらにしろ相手の言葉を待つつもりの遊矢は、律乃の目が自分の横にある物に留まったことを見て、自分もそちらを見る。

　ゴミが入ったビニール袋の横に、掌てのひらサイズの小さな箱があった。くすんだ群ぐん青じよう色をした金属製のそれは蓋ふたに何か文字のようなものが刻み込まれていたが、読むことは出来ない。

「その小箱、古そうだけど綺き麗れいね。水みな瀬せ君の？」

　律乃の問いに、遊矢は応える。

「僕のじゃないけど、ちょっと預からせてもらったんだよ。大事なものだからねー」

　ただの世せ間けん話としての応おう対たいに、胸の中が少し弾はずむような感覚が残る。

　その感情は『喜び』で、遊矢は柔らかく微笑んだ。反射ではない反応として──日常では得られない、強調も拡張も必要ない大きく力強い鼓こ動どうに、自然と笑みが零こぼれた。

「これで何とかなりそう、かな」

　呟つぶやいた言葉は、同時に流れた後こう夜や祭さい終了を告げるアナウンスに搔かき消され、律乃の耳には届かなかったようだった。

　構わず遊矢は微笑み、そっと小箱の蓋を撫なでた。
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　こうして風かざ見み野の高校学園祭──通つう称しよう『台たい風ふう祭さい』は、幕を閉じた。







あとがき







　無事に三巻が出せてほっとしています。上こう月づき司つかさです。

　今回は学園祭という年間行ぎよう事じの中でもかなりイベントの色が濃く、楽しい思い出になる可能性の高い行事が舞台となっているのですが、それなのに雪ゆき子こは苛いら々いらしすぎ。きっとカルシウム不足です。

　この巻が出版されるのは四月なのですが、作中では十月。半年もずれています。二巻は真夏の話なのに十二月に出たので、それに比べると気温の差が少なくなっているのが救いです。

　ちなみに次の四巻は同じ十月の話の予定なので、そのうち現実の季節が追いついてくれそうです。




　それにしても、学園祭──この響ひびきがかなり好きです。幼おさな馴な染じみには負けますけど。

　上月の学園祭の思い出は、『イチゴ柄のピンクのティーシャツ（クラスで作った）を着て写真を撮る』という、それだけ見たら通報されそうな怪しさ抜ばつ群ぐんの行動をしたことです。

　ほら、事前にクラスの出し物を決めるじゃないですか。あーだこーだと地じ味みな盛り上がりの後、黒板に書かれていたのは『写真屋』というアイドルの生なま写真でも売っていそうな雰ふん囲い気きの文字だったのです。

　何をするかというと、申し込み用紙に写真を撮ってきてもらいたい人の名前を書いて提出してもらい、そこに書かれた人の元へ特派員がポラロイドカメラを持って走り、許可を得て写真を撮り、後でそれを依頼者に渡す──というものでした。

　恐らく『気になるあの人の写真が欲しいけど勇気がなくて……でもこの機会ならっ……！』という感覚の人がいるはずだ、という強い主張とその場の盛り上がりだけで通ったアレな企画なのですが、それはまあいいとして──問題は、上月の所属していたテニス部の先せん輩ぱい（男）の写真を希望する人が現れた、ということです！

　勿もち論ろん、同じ部なので上月が写真を撮りに行くことになりました。

上月「～ということで、先輩の写真を欲しがっている人がいるので撮らせてくださいよ」

先輩「マジか!?　ちょっ、待て、誰が欲しがってんの!?」

上月「いやあの、守しゆ秘ひ義務が……」

先輩「ちょっとだけ！　名前はいいからどんな子かだけ教えて！」

上月「…………一年生で、僕と同じクラスの、」

先輩「年下か！」

上月「──男です」

先輩「………………………………………………………………………………マジか？」

上こう月づき「マジです」

　あの時の先せん輩ぱいは見事に『喜き怒ど哀あい落らく』を表現していたと思います。……気持ちは分かります。




　そういえば上月が運良く電でん撃げき文庫に拾われてデビューしてから半年経たちますが、本を読んだりゲームをしたりと家でまったりしていた駄だ目め息子むすこが本を出せたということが嬉うれしいらしく、両親は知り合いに本を配ったりしています。

　なんだか恥ずかしいけどまあ親おや心ごころだし……と思えたのは僅わずかな間。今では同どう僚りようの送別会に本を持って行き餞せん別べつに渡すという父親の行動に待ったをかけたりしています。

　そして関西在ざい住じゆうの友人も、周囲の人に強烈なプッシュをかけてくれています。自じ腹ばらで数冊買かって配るという身み銭ぜにを削っての布ふ教きようを進めていると聞いた時、感謝と同時に『いやお金の使い方を間違って……』と思わず口走ってしまい、逆に説教されたりもしました。

　積極性に欠ける上月に比べ、周りの人が力強いです。そのエネルギーを分けて貰もらいたいです。




　何はともあれ、どんな経けい緯いであれ、この本を手に取って下さった方々、ありがとうございました。買って頂けると上月は万ばん歳ざいして喜びます。ファンレターとか出してくれるとさらに喜び、次の巻が出るのが早まるのは間違いありません。

　次の機会にまた読んで貰えれば、幸いです。
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年11月12日生まれの横浜市民。自室に暖房器具がないので重ね着をして、お茶とコーヒー、ノートパソコンの放熱で暖をとって今年の冬を凌ぎました。来年には一人暮らしをするべく計画中。新居にこたつは必須なので、広くて安い部屋を探してます。
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イラスト／ＢＵＮＢＵＮ

１９８５年京都生まれ。最近友人の子供の相手をし、小さい子供が喜ぶ話題を発見。どんな子供もこの話題の前では大喜び。その話題はうんｔ（自粛）
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